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安全上のご注意 

本書は使用者に注意していただきたい箇所に以下の表示をしています。 

これらの記号の箇所は必ずお読みいただき、内容をよく理解した上で本文をお読みください。 

 

この「安全にお使いいただくためのご注意」には、購入された製品に含まれないものも記載されています。 

 

■この取扱説明書では、製品を安全にお使いいただくために、次のマークを使用して説明しています。 

危険
 

この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

警告
 

この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う可能性が想定される内容を示しています。 

注意
 

この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が傷害を負う可能性が想定 

される内容、および物的損害のみ発生が想定される内容を示しています。 

 

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。 

 
この表示はしてはいけません「禁止」を示しています。 

 
この表示は必ず実行していただきたい「強制」を示しています。 

 
この表示は一般的な「注意」を示しています。 

 

■ 本機で使用している記号について説明します。 

 
本体にこの記号がついている部分は感電の可能性が想定されることを示しています。 

 
保護接地用端子です。大地アースに接続してください。 

 
アース端子のある負荷に対して接続してください。 

 

ご注意
 

１．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

２．本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

３．本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載もれなど 

  お気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

４．運用した結果の影響について、２．項に関わらず責任を負いかねますので、ご了承ください。 
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安全にお使いいただくために 
・本機は、入力電源 AC378V-462V 三相を使用する 業務用電源装置です。 

・一般家庭用の電子機器として製造しておりませんのであらかじめご了承ください。 

・使用方法を誤ると、死亡、感電、けがなどする恐れがあり、また火災が起こる可能性があります。 

・使用する前に本書をよくお読みになり、操作を理解した上で、お使いください。 

・また、本機は電気の安全に関する知識のある専門家、またはその指導の下でご使用ください。 

・電源を入れる前に、本書をお読みになり、設置場所および使用環境が適切かご確認ください。 

また、異常が発生した場合は、直ちに電源を切り高砂製作所にご連絡ください。 

安全ガイドライン 

一般ガイドライン 警告
 

・本機の上に重量のあるものを置かないでください。 

・本機の損害に繋がるような荒々しい取扱いは避けてください。 

・冷却 FAN の吸気口をふさがないでください。 

・本機を勝手に分解しないでください。 

・本機は出力シンク回路が搭載されていません。OUTPUT OFF、POWER スイッチ OFF して最低で

も 1 時間以上経過してから負荷の配線を行ってください。 

・本機動作中に直並列モジュール(SFP 光トランシーバー)の内部には、レーザ光を発生する部分が 

有ります。分解・改造をしないでください。また、直並列ケーブルを挿抜する場合は、直並列ケー 

ブル端や直並列モジュール内部を直視したり、ルーペ等で観察したりすることは絶対にしないで 

ください。目に影響を与えたり、視力障害を起こしたりする可能性があります。 

電源 注意
 

・AC 入力電圧範囲：378Vac - 462Vac  

・周波数：45Hz-65Hz 

・感電を防ぐために、本機を必ず接地して使用してください。 

本機の手入れ  

・手入れをする前に全てのケーブルを外してください。 

・市販のクリーニンググロスをご使用ください。汚れの酷いときは、水で薄めた中性洗剤に

ひたした布をよく絞ってふき取ってください。 

・ベンゼン、トルエン、キシレンとアセトンなどの化学製品を使用しないでください。 

動作環境  

・設置場所：直射日光が当たらない、指触乾燥でほぼ非導電性汚染度の室内。 

・湿度：20％- 85％ 

・高度：1000m 以下 

・温度：0℃- 40℃ 

保存環境  

・保存場所：室内 

・温度：0℃- 60℃ 

・湿度：20%- 85％以下 

 

ご注意
 

ラジオ・テレビ等の受信機の近くでご使用になると、受信障害を与えることがあります。 

本機は、医療関連、原子力関連など人命に関わる設備としての使用を想定していません。 

輸出について 
この製品を、国外へ持ち出し、また輸出をされる場合には、事前に当社営業部にご相談ください。 
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本機について 

 

 RZ-X シリーズは、直流電源機能と電子負荷機能を兼ね備え、回生機能を装備した電力回生型双方向直流装置です。 

 ハイブリッド自動車、電気自動車、燃料電池自動車などのパワートレーン用インバータ・モータや太陽光発電、 

風量発電、パワーコンデイショナなどの評価にご利用いただけます。 

 

 

出力電圧・電流範囲 

  

ＲＺ－Ｘ－１００K－H 
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本機の特徴 
✧評価、試験ラインの省スペース化が可能 

100kW 出力を 1 架で実現しました。また、装置高さも 

抑えた移動し易い形状です。 

 

✧省エネ 
回生時の電力を熱エネルギーにせず、電力系統に 

回生することで、回生時に発生したエネルギーを 

有効活用できるためＣＯ２の排出低減や放熱設備 

削減による設備コスト低減が行えます。 

 

✧供試体に応じて柔軟対応が可能 
直列、並列接続が自由自在です。 

また簡単接続、自動認識により 

 

✧CAN FD インターフェースに対応（オプション） 
BMU,ECU と連携した評価、試験が可能です。 

 

✧耐ノイズ性を強化 
インバータ、モータ試験を想定し、耐ノイズ性を強化。 

 

✧静穏性の向上 
出力電流・電力に応じたファン回転数制御により 

運転準備切状態、軽負荷時は静穏性が向上 

 

✧便利な機能（標準装備） 
□可変スルーレート機能 

出力電圧／電流の立ち上がり、立ち下がりの 

スルーレートを変更することができます。 

 

□パターン運転機能 

任意のパターンに従って出力電圧・電流・電力を 

変動させる「パターン運転」が可能です。 

 

□ＭＰＰＴ運転機能 

ＰＶパワコン模擬動作を行い、ＰＶパネルの評価などに 

利用可能な「ＭＰＰＴ運転」が可能です。 

 

 

 
 

✧便利な機能（オプション） 
□プログラム運転機能 

 実負荷の電圧変動または電流変動をプログラム運転

により再現します。 

 プログラム運転の編集は、専用ＰＣアプリケーションソ

フトウェア（LinkAnyArts-SC2 別売）により、簡単にイ

メージ通りに編集ができます。 

□電池模擬運転機能 

 リチウムイオン電池など二次電池の特性を、電池模擬

運転機能により再現します。 

 模擬する電池特性は、専用ＰＣアプリケーションソフトウ

ェア（LinkAnyArts-BT 別売）にて、電池充電率（SOC） 

 に対応した電流－電圧特性（I－V 特性）を編集し、簡単

に設定することが可能です。 

 

✧外部アナログ制御 
外部接点による OUTPUT ON/OFF、入力ブレーカトリッ

プ、外部直流電圧(「0V」-「5V」、 

「0V」-「10V」/「-5V」-「5V」、「-10V」-「10V」）による 

電圧、電流の制御が可能です。 

  

✧ステータス・アラーム出力 
出力及びアースから絶縁されたフォトカプラ出力 

（オープンコレクタ）及びリレー接点で動作状態やアラー

ムを出力します。 

汎用出力ポートが 5 つ用意されていて、23 種類のステー

タス・アラームを任意に割り当てることができます。 

 

✧保護機能 
過電圧保護、過電流保護、過温度保護、過大入力 

電流保護などで、貴重な負荷と電源をガードします。 

 

✧安全性 
□外部接点によるトリップ動作 

外部接点により出力を緊急停止することができます。 
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各部の名称とはたらき 
装置前面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コネクタパネル 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ 

⑭ ⑮ 
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①．入力電源ブレーカ 

動作電源を ON/OFF するブレーカです。 

 

②．冷却用空気取り入れ口 
本機内部を冷却するための空気取り入れ口です。 

 

③．コンソールパネル 
本機の各種設定、運転開始/停止などの操作、 

運転状況の確認などを行います。 

 

④．非常停止スイッチ 
外部から出力を強制オフし、入力電源ブレーカを 

トリップさせるスイッチです。 

緊急時等、即座に出力を停止させる際に使用します。 

 

⑤．コネクタパネル部カバー 
カバーを開くことでコネクタパネルに 

   アクセスできます。 

 

⑥．EXTERNAL CONTROL 

外部コントロール用コネクタ 

   外部アナログ制御、外部 ON／OFF、外部 TRIP、 
   ステータス・アラーム出力用コネクタです。 

   付属の専用コネクタを使用します。 
 

⑦. ＳＥＲＩＥＳ CONTROL 

直列運転制御用コネクタ 
直列運転時の制御信号入出力コネクタです。 

専用の直列接続ケーブルを接続し、最大２台まで 

直列運転が可能です。 
 

⑧. PARALLEL CONTROL1 

並列運転制御用コネクタ１ 
並列運転時の制御信号入出力コネクタです。 

専用の並列接続ケーブルを接続し、 

最大２０台の並列運転が可能です。 

（Ｈタイプ２直時は最大１０台） 

 

⑨．PARALLEL CONTROL2 
本装置 RZ-X-100K-H 直流電源では 

使用しません。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

⑩．USB ポート 

本体ソフトウェアのアップデート用の 

USB(TYPE-A)ポートです。 

 

⑪．LAN ポート 

コンピュータ等によるリモート操作を行うために、 

LAN ケーブルを接続するコネクタです。 

 
⑫．CAN ポート（オプション） 

コンピュータ等によるリモート操作を行うために、 

CAN ケーブルを接続するコネクタです。 
 

⑬．TRG 

   本装置 RZ-X-100K-H 直流電源では使用しません。 

 
⑭．シグナルタワー(オプション) 

   ランプの色で装置の状態を確認できます。 

 

⑮．アイボルト 

  装置をクレーンで吊る際に使用します。 
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背面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰．LINE INPUT 

入力端子 本機の動作電源を接続する端子台です。 
必ず圧着端子を使用して、付属のねじで 

しっかり締めつけてください。 

接続後は付属の入力端子カバーを 

必ず取り付けてご使用ください。 

 

⑱．SENSING 端子 

リモートセンシング用コネクタ 

リモートセンシング用コネクタです。 

    必ず添付コネクタを使用して、しっかり締め付けた上 

    ご使用ください。 

接続後は付属の出力端子カバーを 

必ず取り付けてご使用ください。 

 
 

 

 

 

 

ＬＩＮＥ INPUT 入力端子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC OUTPUT 出力端子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑲．DC OUTPUT 

出力端子 直流出力端子です。 

必ず圧着端子を使用して、付属のねじで 

しっかり締めつけてください。 

接続後は付属の出力端子カバーを 

必ず取り付けてご使用ください。 

 

⑳．保護接地端子 

保護接地端子です。保護接地導体に接続します。 

この端子をガス管、水道管、建物の鉄骨などに接続しては

いけません。 

 

○21．放熱用排気口 

  本機の内部で発生する熱を排気します。 

 
○22．オプションステータスコネクタ 

   今後の拡張オプション用です。現段階では使用しません。 

⑰  

⑱  

⑲  

⑳  

21

22
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側面パネル 

 

左側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

．信号ケーブル取り出し口 
並列、直列用ケーブルや、ＬＡＮケーブルを装置側面

から出し入れするための穴となります。 

並列、直列の際に装置を並べて置きますとケーブルを

すっきり配線することが可能です。 

 

．キャスター 

装置を移動させるときに使用します。 

 

．ストッパー 

装置キャスターのストッパーです。 

 

 

 

 

 

右側面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

. ．装置固定用 L 時金具 

装置を建屋に固定することが可能です。 
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準備と接続 

開梱 
ご開梱時には、次の付属品をご確認ください。また、外観に傷、へこみなどがないことをご確認ください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

① 取扱説明書(CD-ROM)     ②簡易取扱説明書(冊子)  ③センシング用コネクタ（出荷時機器に実装）(2 個) 

  [DOC-2050]              [DOC-2051] 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外部コントロール用コネクタ(出荷時機器に実装)   ⑤直並列モジュール用ダストキャップ 

(出荷時機器に実装) (4 個) 

  Maker Weidmuller 

  Type B2L3.5/32LH/180LH 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ⑥ＴＲＧ用ダストキャップ(出荷時機器に実装) 

 (BNC コネクタ用) 

 

  

Maker PHOENIX CONTACT 

Type MC 1,5/ 2-STF-3,81 
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⑦入力端子カバー（出荷時機器に実装）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧出力端子カバー（出荷時機器に実装）(上記部品４点で 1 セット) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨装置固定用Ｌ金具(4 個)    ⑩敷板(4 個) 

  (アンカー固定用) 

 

 

注１．入力ケーブル、出力ケーブル、並列接続用ケーブルはオプションとなっています。 

『オプションケーブル仕様(P 17、P 21、P249)』を参照ください。 
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設置場所 
 本機を安全にお使いいただくために、次の注意事項をお守りください。 

警告
 

 
禁止 

雨や水のかかる場所では使用しないでください。 

 
禁止 

可燃性ガスの発生する場所には設置しないでください。 

 
禁止 

前面の冷却用空気取り入れ口および背面の放熱用排気口には金属製のピン、線材、ビスなどを入れないで

ください。感電、火災の危険が生じます。 

 

注意
 

 
禁止 

本機は固定した場所で使用するように設計されています。振動のある場所では使用しないでください。 

誤った設置は故障の原因となりますので、設置方法を確認の上ご使用ください。 

設置時はストッパーを降ろして固定してご使用ください。 
 

 
禁止 

本機は FAN モータによる強制空冷を採用していますので、前面の冷却用空気取り入れ口と、背面の 

放熱用排気口をふさがないでください。 

 
禁止 

入力電源ブレーカを容易に操作できるようにするために、スイッチの前はふさがないでください。 

 
必ず行う 

周囲温度 0-40℃、湿度 20-85％ＲＨ、腐食性ガスのない室内でご使用ください。 
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設置方法 
 本機を安全にお使いいただくために、次の注意事項をお守りください。 

 

注意
 

 
必ず行う 

 

本装置を設置する場合には、必ず前後のキャスターをストッパーにて固定して下さい。 

 
必ず行う 

本装置の移動作業は、必ず２人以上で行って下さい。 
移動の際には床の段差などには十分に御注意下さい。 

 

必ず行う 
本装置機の移動の際にはストッパーを必ず引き上げて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

本装置のストッパーはスパナ 

を使用し、ボルトを上から見て 

左（反時計回り）に回転すると上がり、 

右（時計回り）に回転すると下がります。 

 

また、ストッパーの下には敷板を敷いて 

ご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下 上 
ストッパー

敷板
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動作電源の接続 
本機は 378V-462V、45Hz-65Hz の三相交流電圧で動作します。 

本機を安全にお使いいただくために、次の注意事項をお守りください。 

！ 危険
 

！
 

必ず行う 

入力端子への配線を行うときは、入力電源（動作電源ＡＣ３７８Ｖ－４６２Ｖ）が遮断されている事を 

確認してください。故障の原因になります。 

！
 

必ず行う 

本機はＥＭＩ（電磁妨害）を防ぐためノイズフィルターを内蔵しています。 

このため､わずかな漏れ電流があり、接地せずに使用すると感電する恐れがあります。 

安全のため、必ず接地してください。 

 

！ 注意
 

！
 

必ず行う 

入力電源は３相３７８Ｖ－４６２Ｖ、４５Ｈｚ－６５Ｈｚの範囲でご使用ください。 

公称電源電圧は背面入力端子近くに表示されています。 

！
 

必ず行う 

各線間電圧（L1-L2 間、L2-L3 間、L3-L1 間）が３７８Ｖ－４６２Ｖの供給電源ラインでご使用ください。 

AC３７８V よりも低いまたは AC４６２Ｖよりも高い供給電源ラインでは故障の原因になります。 

※スター結線、デルタ結線どちらでもご利用になれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！
 

必ず行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大消費電力が供給可能な電源に接続してください。 

相順は L1→L2→L3 の順で接続してください。 

※L1、L2、L3＝R、S、T (U、V、W) 

！
 

必ず行う 

入力端子台への配線の接続はしっかりと行ってください。 

締め付けが弱いと端子が発熱し、焼損する恐れがあります。 

  

本器

L1

L2

L3

G

L1

L2

L3

給電電源(スター結線）

中性点は接地してください。

本器

L1

L2

L3

G

L1

L2

L3

給電電源(デルタ結線）
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１． 入力電源ブレーカがオフになっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

２．保護接地を確実に行うため、保護接地端子を接地します。 

 

 

保護接地導体は、AWG１/０（５３．４９mm２）よりも断面積が大きなケーブル 

(日本では６０ｓｑ以上)を使用してください。 

 

端子台の保護接地端子にアース線を締めます。 

始めに端子台にアース線を接地してください。 

締め付けトルク：１３．７３N・ｍ(１４０．０ｋｇｆ・ｃｍ) 

※保護接地端子穴径：M10 

推奨圧着端子：R60-10(大同端子製造) 相当品 

 

 

 

保護接地端子   をガス管、水道管、建物の鉄骨などに接続しないでください。 

感電、火災の危険があります。 

 

３．ネジで端子台にＬ１，Ｌ２，Ｌ３のケーブルを締めます。 

 

 
導体は、AWG１/０（５３．４９mm２）よりも断面積が大きなケーブル 

(日本では６０ｓｑ以上)を使用してください。 

締め付けトルク：１３．７３N・ｍ(１４０．０ｋｇｆ・ｃｍ) 

 

※L1,L2,L3 端子穴径：M10 

   推奨圧着端子：R60-10(大同端子製造) 相当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L1 L2 L3

    ！  LINE INPUT
378-462V    3～45-65Hz    120kVA

200AMAX

L1 L2 L3

    ！  LINE INPUT
378-462V    3～45-65Hz    120kVA

200AMAX
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４．端子台ブロックに端子カバーを取り付けます。 

 

M3 ネジで端子台ブロックに端子カバーを取り付けます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ケーブルを取りはずす際は入力電源ブレーカをオフし、給電装置からの給電が無いことを確認した

上で端子カバーを取り外し、接地用のケーブルは最後に取り外してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力ケーブル 
入力ケーブルは添付されていません。弊社のオプション品をお求めいただくか、お客様でケーブルをお買い求めください。 
 

■ オプションケーブル仕様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプション品名 寸法Ｌ 使用電圧 

RZX100-OP-I-05M 5000mm-0,+50mm 

600V RZX100-OP-I-10M 10000mm-0,+50mm 

RZX100-OP-I-20M 20000mm-0,+50mm 

 

 

■ オプションケーブル加工 

オプションケーブルの供給電源ライン側は切りっぱなしとなっていますので、お客様で加工していただく必要があります。 

注意

ケーブル

スミチューブ　ハンダ処理なし
圧着端子
(R60-10)

L(mm)-0,+50mm

40mm±5mm

380mm±10mm200mm±10mm

40mm±5mm20mm
±5mm
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負荷の接続 

！ 危険
 

！
 

必ず行う 

負荷の接続の際は、本機の動作電源が遮断されていることを確認してください。 

 

禁止 

本機から電圧を出力した状態（ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ）、運転準備入状態では 

絶対に負荷配線を行わないでください。 

！
 

必ず行う 

ＯＵＴＯＦＦ出力直後の出力端子と筐体(アース)間に電荷が溜まっていることがあります。 

負荷配線変更は 1 時間以上経過した後、又はテスターによる電圧チェック、放電抵抗による 

電荷の放電等を行ったうえで実施ください。 

 

！ 注意
 

！
 

必ず行う 

 

 

配線材は負荷電流に対して十分な断面積のものを使用してください。 

配線材の選定は付録①「負荷電流対推奨導体面積」（P307）を参照してください。 

！
 

必ず行う 

配線材には圧着端子を取付け、しっかりと締め付けてください。 

締め付けがゆるいと接続部の発熱により変形、焼損の原因になります。 

！
 

必ず行う 

出力端子への接続時、M12 ﾎﾞﾙﾄ用穴(出力端子毎に２個)以外への出力ケーブル接続は 

発熱により変形、焼損の原因になります。 

！
 

必ず行う 

添付出力端子カバー以外で、独自で作成した端子カバー等を使用しての出力端子の 

保護はおやめください。 
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１． 入力電源ブレーカがオフになっていることを確認します。  

２．出力端子へ配線材を接続します。 

 

出力端子への配線材は右記指定の圧着端子を取り付けて、 

付属のボルトでしっかりと締め付けてください。 

  締め付けトルク：２２．０６N・ｍ（２２５．０ｋｇｆ・ｃｍ） 

 

※推奨圧着端子：R２００-１２(大同端子製造) 相当品 
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３．出力端子ブロックに端子カバーを取り付けます。 

 

出力端子カバーをＭ３×６ｍｍビスで固定し、取り付け完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 

・配線はより合わせることで負荷端でのリップル・ノイズを小さくすることができます。 

 

・Ｃ１，Ｃ２を負荷端の近くに接続することで、ノイズレベルを規格値よりも小さくすることができます。 

Ｃ１，Ｃ２は高周波インピーダンスの小さなものを使い、リード線は極力短く切って接続します。 

Ｃ１：電解コンデンサ １００-１０００μＦ 

Ｃ２：フィルムコンデンサ １-１０μＦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

+

-
供試体配線材はより合わせるか、

極力近づけて配線します。
C1 C2

出力端子カバー

M12ボルト

M12圧着端子
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出力ケーブル 

出力ケーブルは添付されていません。弊社のオプション品をお求めいただくか、お客様でケーブルをお買い求めください。 

 

■ オプションケーブル仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプション品名 寸法Ｌ 使用電圧 

RZX100-OP-O-05M 5000mm-0,+50mm 

3300V RZX100-OP-O-10M 10000mm-0,+50mm 

RZX100-OP-O-20M 20000mm-0,+50mm 

 

 

■ オプションケーブル加工 

オプションケーブルの負荷側は切りっぱなしとなっていますので、お客様で加工していただく必要があります。 
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基本的な使い方 

装置の起動 
 本機の入力電源投入後（入力電源ブレーカ ON）、FW バージョンを表示し HOME 画面に切り替わります。 

 

１． 入力電源ブレーカをオンします。 

 

 

 

 

 

 

２．コンソールパネルの画面がＦＷバージョン表示⇒並列・直列台数および合計電力表示画面⇒ 

ＨＯＭＥ画面(運転準備切状態)の順に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 注意
 

！
 

必ず行う 

 

 

入力電源ブレーカをオフ後、再度オンする場合は 10 秒以上おいてからオンしてください。 
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コンソールパネルの表示内容とはたらき 
コンソールパネル（HOME 画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 日付時刻表示部 

日付時刻を表示します。 

 

② 動作モード表示部 

本機の動作モードを表示します。 

ＣＶモード⇒表示内容 ＣＶ 

ＣＣモード⇒表示内容 ＣＣ 

ＣＰモード⇒表示内容 ＣＰ 

 

③ レンジ表示部 

本機の電圧レンジ、電流レンジを表示します。 

 

④ ランプ・アイコン表示部 

OUTPUT/ALARM ランプ、外部コントロール機能有

効時、リモート状態時、パターン運転時、プログラム

運転時、ＩＶ運転時のアイコンを表示します。 

 

⑤ 計測値表示部 

本機の電圧計測値、電流計測値、電力計測値を表

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ マルチ表示部 

各リミット状態および出力状態を表示します。 

 

⑦ モード表示部 

本機の動作モードと運転モードを表示します。 

 

⑧ 出力値設定部 

出力の設定値を表示します。白枠内を押すとテンキー入

力表示画面が表示されます。 

 

⑨ 設定桁ランプ 

方向キーでの設定可能桁を表示します。緑色に点灯して

いる桁が変更可能となります。 

 

⑩ START UP キー 

1 秒ほど長押しすることで運転準備入を行います。 

切り替え中は点滅し、運転準備入状態になるとキーが消

えます。 

 

② 

① ③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
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⑪ 方向キー 

出力電圧、出力電流、出力電力を設定するための 

キーです。 

運転準備入状態でなければ表示されません。 

 

⑫ RUN キー 
   パターン運転／プログラム運転／ＩＶ運転／ＭＰＰＴ 

運転を開始するためのキーです。 

運転準備入状態でなければ表示されません。 

 

⑬ OUTPUT キー 
出力の「ＯＮ／ＯＦＦ」を行います。 

出力「ＯＮ」のときに点灯します。 

運転準備入状態でなければ表示されません。 

 

⑭ MODE キー 
出力モードおよび電圧/電流レンジを設定するため 

のキーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

⑮ ＬＩＭＩＴキー 
出力制限値および出力保護値を設定するためのキーです。 

 

⑯ ALARM キー 
アラーム発生時に赤色に点滅します。 

   アラームのリセットおよびアラーム履歴の確認が可能です。 

 

⑰ ＤＩＳＰＬＡＹキー 

運転モードの状態表示画面に切り替えます。 
   再度押すと元の画面に戻ります。 

 

⑱ MENU キー 

各種機能を設定するためのキーです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 

⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ 

⑫ ⑬ 
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運転準備の操作 
 本機は静音性向上・省エネのために運転準備状態があり、起動直後は運転準備切状態となっております。 

 運転準備切状態であれば、冷却ファンなどの停止により電力消費を抑え、静音性が向上します。 

 

 運転準備入状態は、出力 ON や運転モード RUN の制御が行えるようになります。 

 

運転準備入 操作手順 

「START UP」キーを長押し、運転準備入状態にします。 

 ＨＯＭＥ画面中に「START UP」キーを１秒以上の長押しにより「START UP」キーが点滅し、内部回路が動作を開始します。 

内部回路の起動が完了すると、運転準備入状態となり、「START UP」キーが消え、「RUN」キー、「方向」キー、「OUTPUT」キーが 

表示されます。 
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運転準備切 操作手順 

「ＳＴＡＮＤＢＹ」を押し、運転準備切状態にします。 

 「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面の「ＳＴＡＮＤＢＹ」キーを押します。 

運転準備切状態に移行するかポップアップが表示されますので、「ＹＥＳ」キーを押すことで運転準備切状態へ移行し、ＨＯＭＥ画面を 

表示します。 

 

 

                                

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポップアップで「ＮＯ」キーを押した場合は運転準備切状態へ移行せず、ポップアップが消え、Ｍｅｎｕ画面を維持します。 
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出力値の設定 
本装置は動作モードに応じた出力値を HOME 画面より設定することができます。 

 

「出力の設定値」を押し、出力値を変更します。 
「出力の設定値」の白枠内を押すことで、テンキーが表示されます。 

テンキーにより出力値を入力し、「ENTER」キーで確定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
運転準備入状態であれば、「方向」キーでも出力値を設定することができます。 

「←」、「→」キーで桁を移動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                                             「↑」、「↓」キーで数値の加算減算ができます。 
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出力 ON/OFF の操作 

出力 ON 操作 
 出力 ON するには、あらかじめ運転準備入状態にしておく必要があります。 

 

 「OUTPUT」キーを１秒以上の長押しにより「OUTPUT」キーが点灯し、出力値の設定に従って出力します。 

 

                                

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力 OFF 操作 

 出力を停止したい場合、「OUTPUT」キーを押すことにより「OUTPUT」キーが消灯し、出力を停止します。 
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運転モード RUN/STOP の操作 

運転モード RUN 操作 
 運転モードを RUN するには、あらかじめ運転準備入状態にしておく必要があり、動作可能な運転モードのデータが必要です。 

 

 「RUN」キーを１秒以上の長押しにより「RUN」キーが点灯し、各運転モードの設定に応じて制御を開始します。 

 運転モードが RUN の時は、「出力 ON/OFF」、「出力値」が運転モードによって制御されるためコンソール画面から制御できなくなりますので 

 注意してください。 

 

                                

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HOME 画面の表示切替え操作 

 「DISPLAY」キーを押すことで「出力の設定」表示と「運転モードの状態」表示を切り替えることができます。 
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運転モード STOP 操作 

 運転モードを停止したい場合、「RUN キーを押すことにより「RUN」キーが消灯し、運転モードを停止します。 

 運転モードの設定によって出力を停止しない場合もありますので、その場合は追加で出力 OFF 操作を行ってください。 
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出力モード・レンジの設定 
本機は、出力モードを定値出力時の制御対象を指定する「動作モード」と装置設定に応じて自動で出力値を可変する「運

転モード」の 2 つの設定を組み合わせて設定できます。 

 

また、出力可能な電圧、電流、電力の範囲は「電圧レンジ」「電流レンジ」の設定に応じて変化します。 

 

動作モードの種類 

動作モード 機能 

ＣＶモード 定電圧運転にて動作します。 

定電圧とは負荷電流を変化させた場合でも出力電圧を一定に保つ動作モードです。 

ＣＣモード 定電流運転にて動作します。 

定電流とは負荷電圧を変化させた場合でも出力電流を一定に保つ動作モードです。 

ＣＰモード 定電力運転にて動作します。 

定電力とは負荷電圧または負荷電流を変化させた場合でも出力電力を一定に保つ

動作モードです。 

 

運転モードの種類 

運転モード 機能 

パターン運転 本機にあらかじめ設定された指令値と制御時間、制御タイプに従い、出力値を可変

しながら運転します。 

設定は最大 5 つまでとなっており、本装置だけで使用可能です。 

プログラム運転 

（オプション） 

本機にあらかじめ設定されたダウンロードされた制御データに従い、出力値を可変

しながら運転します。 

パターン運転と比べて設定を多く保持できるため、より複雑な出力制御が可能で

す。 

プログラムモードで運転する場合は、オプションのソフトウェア(ＬｉｎｋＡｎｙＡｒｔｓ－ＳＣ

２)によりデータの作成と登録が必要になります。 

ＩＶ運転 

（オプション） 

ＣＶモードでのみ利用可能で、本機にあらかじめダウンロードされた電流・電圧の特

性データに従って出力電圧を制御します。 

ＩＶモードで運転する場合は、オプションのソフトウェア（ＬｉｎｋＡｎｙＡｒｔｓ－ＢＴ）によりデ

ータの作成と登録が必要になります。 

ＭＰＰＴ運転 ＣＶモードかつ、電圧のレンジがＨIＧＨ設定の時のみ利用可能で、本機にあらかじめ

設定された動作設定に従ってＭＰＰＴ（最大電力点追従制御）運転を行います。 
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出力モード・レンジ設定手順 

 

MEMO 

・出力ＯＮ状態、または運転モードＲＵＮ状態、外部アナログによる出力電圧コントロール、または出力電流コントロ

ールが有効である状態の場合は出力モードの変更を行えません。 

 

１．「ＭＯＤＥ」キーを押し、モード・レンジ変更画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「MODE」キーを押してＭｏｄｅ ａｎｄ Range 画面に移行してください。 
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２．Outpuｔ Mode からの動作モードを選択します。 
「Ｏｕｔｐｕｔ Ｍｏｄｅ（動作モード）」のモードについて「ＣＶ」「ＣＣ」「ＣＰ」から選択してください。 

変更しない場合は選択不要です。 

 

選択した「ＣＶ」、「ＣＣ」、「ＣＰ」キーが点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．Voltage Range と Current Range から目的の出力範囲に合わせたレンジを選択します。 
「Ｖｏｌｔａｇｅ Ｒａｎｇｅ（電圧レンジ）」、「Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｒａｎｇｅ（電流レンジ）」の各レンジについて「ＨＩＧＨ」、「ＬＯＷ」から選択してください。 

変更しない場合は選択不要です。 

 

選択した「ＨＩＧＨ」、「ＬＯＷ」キーが点滅します。設定範囲と分解能は下表の通りです。 

 

 

                                     ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

 設定範囲 

Voltage 

Range 

HIGH レンジ +0.00V  - +787.50V 

LOW レンジ +0.000V - +78.750V 

Current 

Range 

HIGH レンジ -420.00A － +420.00A 

LOW レンジ -42.000A － +42.000A 
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４．Operation Mode から運転モードを選択します。 
「Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ（運転モード）」のモードについて「ＰＡＴＴＥＲＮ」、「ＰＲＯＧＲＡＭ」、「ＩＶ」、「ＭＰＰＴ」から選択してください。 

変更しない場合は選択不要です。 

 

選択した「ＰＡＴＴＥＲＮ」、「ＰＲＯＧＲＡＭ」、「ＩＶ」、「ＭＰＰＴ」キーが点滅します。 
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５．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
点滅状態では設定が変更されていませんので、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。（点滅→点灯に変更） 

※動作モード・レンジ変更時は出力制限(リミット)、出力保護、可変スルーレート、内部抵抗の設定がレンジ設定に 

合わせてデフォルト値になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
変更確定後「ＨＯＭＥ」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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リモートセンシング 
     出力端子から負荷までの配線による電圧降下が問題となる場合、リモートセンシング機能により、配線の電圧降下 

     を補償することができます。補償できる電圧は片道あたり５Ｖまでです。 下図のように配線してください。 

     最大出力電圧付近にてリモートセンシング機能を使用する場合には、出力端子（ＤＣ ＯＵＴＰＵＴ）電圧が 

定格電圧の１０５％を超えないようにご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモートセンス端子『＋Ｓ』 

（付属コネクタ） 

リモートセンス端子『－Ｓ』 

（付属コネクタ） 
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！ 危険
 

！
 

必ず行う  

出力配線およびセンシング配線は耐電圧３０００Ｖ以上のケーブルをご使用下さい。 

センシング配線は、0.14mm2－1.5 mm2 のケーブルを使用して下さい。 

 
禁止 

出力端子に結線するときは、必ず入力電源ブレーカを「ＯＦＦ」にしてから行ってください。 

 

 

 

 
禁止 

リモートセンシングをおこなった状態で出力ラインをスイッチなどで開閉しないでください。 

故障の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意

供試体

配線材はより合わせるか、
極力近づけて配線します。

出力端子カバー

M12ボルト

M12圧着端子

+

-

センシング端子

+S -SNCNC
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RZ-X本機

+OUT

+S

-S

-OUT

供試体

＋

ー

より合わせるか
極力近づけて
配線します。

C1 C2

C3

C4

or

or

 

     負荷端での出力リップル・ノイズを低減させたいとき、または負荷までの配線が長い場合、下記構成図のように 

     負荷端子及び出力端子にコンデンサを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 危険
 

 

 
禁止 

出力端子に結線するときは、必ず入力電源ブレーカを「ＯＦＦ」にしてから行ってください。 

 

 

 

 
禁止 

リモートセンシングをおこなった状態で出力ラインをスイッチなどで開閉しないでください。 

故障の原因となります。 

  

MEMO 

 

Ｃ１ ：電解コンデンサ １００－１０００μＦ 

 （低インピーダンス品） 

Ｃ２ ：フィルムコンデンサ １－１０μＦ 

※Ｃ１，２は負荷端での出力リップル・ノイズを低減したいときに接続します。 

 

Ｃ３ , Ｃ４ ：電解コンデンサまたはフィルムコンデンサ １０－４７０μＦ 

※Ｃ３，４は負荷までの配線が長い場合、出力が不安定になる為、接続します。 

電解コンデンサを使用する際は両極性となるように上図を参考に接続して 

ください。また、直列に接続する為、容量が半分となりますので、ご注意ください。 

 

注意



 基本的な使い方 
 

                                                                                  

39 

出力制限(リミット) 
 

本機は出力電圧、出力電流および出力電力に対して出力制限値を設定することができます。 

出力制限値の設定範囲は電圧レンジおよび電流レンジによって異なります。 

出力制限の種類については下表を参照してください。 

 

出力リミット 機能 

ＵＶＬ 出力電圧制限値の上限値を設定します。 

上限電圧制限（Upper Voltage Limit） 

※一般的な用途として電池等の 

過充電防止機能として使用します。 

(注：UVL を使用しての放電は推奨しません。) 

※定電圧(CV)モード時は UVL 機能を使用できません。 

 

ＬＶＬ 出力電圧制限値の下限値を設定します。 

下限電圧制限（Lower Voltage Limit） 

※一般的な用途として電池等の 

過放電防止機能として使用します。 

(注：LVL を使用しての充電は推奨しません。) 

※定電圧(CV)モード時は LVL 機能を使用できません。 

 

ＳＯＣＬ 出力電流制限値の供給側上限値を設定します。供給電流制限（Source Current Limit） 

ＳＩＣＬ 出力電流制限値の吸収側上限値を設定します。吸収電流制限（Sink Current Limit） 

ＳＯＰＬ 出力電力制限値の供給側上限値を設定します。供給電力制限（Source Power Limit） 

ＳＩＰＬ 出力電力制限値の吸収側上限値を設定します。吸収電力制限（Sink Power Limit） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電圧(V)

電流(A)

下限出力電圧制限

供給側電流制限
吸収側電流制限

上限出力電圧制限

吸収側電力制限 供給側電力制限

0

電
池
電
圧
(V)

時間(t)充
電
電
流
(A)

UVL
設定値

時間(t)

LVL
設定値

時間(t)

電
池
電
圧
(V)

放
電
電
流
(A)



 基本的な使い方 
 

                                                                                  

40 

 

出力制限設定範囲 
 

  ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

項 目 仕 様 

上限電圧制限設定範囲 

Upper Voltage Limit 

電圧：HI ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+7.50V － +787.50V 

電圧：LO ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+0.750V － +78.750V 

下限電圧制限設定範囲 

Lower Voltage Limit 

電圧：HI ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：0.00V － +780.00V 

電圧：LO ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：0.000V － +78.000V 

供給電流制限設定範囲 

Source Current Limit 

電流：HI ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+4.00A － +420.00A 

電流：LO ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+0.400A － +42.000A 

吸収電流制限設定範囲 

Sink Current Limit 

電流：HI ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：-420.00A － -4.00A 

電流：LO ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：-42.000A － -0.400A 

供給電力制限設定範囲 

Source Power Limit 

電圧:Hi/電流:Hi 設定範囲：+1.00kW － +105.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo 設定範囲：+0.300kW － +31.500kW 

電圧:Lo/電流:Hi 設定範囲：+0.300kW － +31.500kW 

電圧:Lo/電流:Lo 設定範囲：+0.0300kW － +3.1500kW 

吸収電力制限設定範囲 

Sink Power Limit 

電圧:Hi/電流:Hi 設定範囲：-105.00kW － -1.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo 設定範囲：-31.500kW － -0.300kW 

電圧:Lo/電流:Hi 設定範囲：-31.500kW － -0.300kW 

電圧:Lo/電流:Lo 設定範囲：-3.1500kW － -0.0300kW 
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出力制限(リミット)設定手順 

１．「ＬＩＭＩＴ」キーを押します。 
「ＬＩＭＩＴ」キーを押して、Ｌｉｍｉｔ ａｎｄ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ画面に移行させ、設定する項目の「白枠内」を押します。 

「白枠内」を押すことで、選択した項目のテンキーが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２．ＬＩＭＩＴ値を設定します。 
表示されたテンキーに設定値を入力します。 

「ＥＮＴＥＲ」キーで確定しすることでテンキーが非表示となり、選択した項目の内容が入力した値に書き換わり、点滅表示となります。 

「ＥＮＴＥＲ」キーで確定せずに「×」キーでテンキーを非表示にした場合は、入力した値に書き換わらず、テンキー表示前に戻ります。 
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３．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
テンキーの「ＥＮＴＥＲ」では設定が変更されていませんので、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 

変更確定後点滅が停止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４．制限値の動作表示について 
 制限値によって出力状態が制御されている状態にある場合、ＨＯＭＥ画面の「マルチ表示部」に制御しているリミット項目が表示されます。 
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出力保護 
 

本機は出力電圧、出力電流および出力電力に対して出力保護値を設定することができます。 

出力保護値の設定範囲は電圧レンジおよび電流レンジによって異なります。 

出力保護設定の種類については下表を参照してください。 

 

 

出力保護 機能 

ＯＶＰ 出力過電圧値を設定します。 

過電圧保護（Over Voltage Protection） 

ＳＯＯＣＰ 供給側の出力過電流値を設定します。 

供給側過電流保護（Source Over Current Protection） 

ＳＩＯＣＰ 吸収側の出力過電流値を設定します。 

吸収側過電流保護（Sink Over Current Protection） 

ＳＯＯＰＰ 供給側の出力過電力値を設定します。 

供給側過電力保護（Source Over Power Protection） 

ＳＩＯＰＰ 吸収側の出力過電力値を設定します。 

吸収側過電力保護（Sink Over Power Protection） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電圧(V)

電流(A)

供給側過電流
吸収側過電流

過電圧保護

吸収側過電力 供給側過電力

0
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出力保護の設定範囲 
 

ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

項 目 仕 様 

過電圧設定範囲 

Over Voltage Protection 

電圧:HI ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+7.50V － +825.00V 

電圧:LO ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+7.500V － +82.500V 

供給過電流設定範囲 

Source Over Current Protection 

電流:HI ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+4.00A － +440.00A 

電流:LO ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：+0.400A － +44.000A 

吸収過電流設定範囲 

Sink Over Current Protection 

電流:HI ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：-440.00A － -4.00A 

電流:LO ﾚﾝｼﾞ 設定範囲：-44.000A － -0.400A 

供給過電力設定範囲 

Source Over Power Protection 

電圧:Hi/電流:Hi 設定範囲：+1.00kW － +110.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo 設定範囲：+0.30kW － +33.00kW 

電圧:Lo/電流:Hi 設定範囲：+0.30kW － +33.00kW 

電圧:Lo/電流:Lo 設定範囲：+0.0300kW － +3.3000kW 

吸収過電力設定範囲 

Sink Over Power Protection 

電圧:Hi/電流:Hi 設定範囲：-110.00kW － -1.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo 設定範囲：-33.00kW － -0.30kW 

電圧:Lo/電流:Hi 設定範囲：-33.00kW － -0.30kW 

電圧:Lo/電流:Lo 設定範囲：-3.3000kW － -0.0300kW 
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出力保護設定手順 

１．「ＬＩＭＩＴ」キーを押します。 
「ＬＩＭＩＴ」キーを押して、Ｌｉｍｉｔ ａｎｄ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ画面に移行させ、「矢印」キーを押して２／２を表示する。 

設定する項目の「白枠内」を押します。 

「白枠内」を押すことで、選択した項目のテンキーが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２．出力保護を設定します。 
選択した項目を押すと、テンキーが表示されますので設定値を入力します。 

 「ＥＮＴＥＲ」キーで確定せずに「×」キーでコンソール画面に戻った場合は、入力した値は確定されません。 
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３．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
テンキーの「ＥＮＴＥＲ」では設定が変更されていませんので、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 

変更確定後点滅が停止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

４．出力保護時の動作 

 アイコン表示部およびＡＬＡＲＭキーが点滅します。 

 また、アラームが発生すると、装置は運転準備切状態となります。 
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アラーム 
 

アラーム発生時の表示 
アラームが発生した場合、アイコン表示部および「ＡＬＡＲＭ」キーが赤色に点滅します。 

「ＡＬＡＲＭ」キーを押すと、Ａｌａｒｍ Ｈｉｓｔｏｒｙ画面に移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｄａｔｅ ＆ Ｔｉｍｅ ｏｆ Ｅｖｅｎｔ：発生した日時を表示します。 

Ｃｏｄｅ：エラーコードを表示します。 

Ａｌａｒｍ：アラーム内容を表示します。 

 

アラームのリセット 
アラームの原因を取りのぞいた後、「ＡＬＡＲＭ ＲＥＳＥＴ」キーを押すと、アラームを解除できます。 

アラームを解除後、数秒ほど装置内部のリレー制御などで運転準備入できない状態となります。 

その間はＨＯＭＥ画面の「マルチ表示部」にＷａｉｔと表示されますので、表示が消えるのを待ってから運転準備入を行ってください。 
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エラーコード一覧 
 

エラー 

表示 
Ｃｏｄｅ エラー内容 確認／復帰 

ALM_DET 

E0011 
内部ハードウェアに 

異常が発生しました。 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 
E0012 

CPU FW の異常を検出 

しました。 

E0013 内部ハードウェアに 

異常が発生しました。 E0014 

COM_ALM 

E0031 

ブースター機でアラームを 

検出しました。 

（マスター機にのみ表示） 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。（※マスター、ブースター接続時にブース

ター機の入力電源ブレーカを先に OFFするとマスター機

にエラー表示される場合がありますが故障ではありませ

ん。 

E0032 

直列、並列運転時に 

通信異常を検出しました。 

マスター機、ブースター機間の接続を 

確認してください。 

E0033 

E0034 

E0035 

COM_DEVICE

_FAULT 

E0041 

直列、並列運転時に 

通信異常を検出しました。 

マスター機、ブースター機間の接続を確認してくださ

い。 

E0042 

E0043 

E0044 

COM_DEVECE

_LOSS 

E0051 

直列、並列運転時に 

通信異常を検出しました。 

マスター機、ブースター機間の接続を確認してくださ

い。 

E0052 

E0053 

E0054 

DRV_ALM 

E0061 

内部ハードウェアに 

異常が発生しました。 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 

E0062 

E0063 

E0064 

E0065 

FAN_ALM 

E0081 

FANの回転数が低下しているか 

停止しています。 

弊社カスタマーセンターに連絡し、ファンの交換手配を

行ってください。 

E0082 

E0083 

E0084 

FUSE_ALM E0111 
ヒューズの溶断を 

検出しました。 

内部ヒューズが溶断しました。 

弊社カスタマーセンターにご連絡ください。 
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エラー 

表示 
Ｃｏｄｅ エラー内容 確認／復帰 

OCP 

E0151 

内部回路の過電流保護機能が

動作しました。 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 

E0152 

E0153 

E0154 

E0155 

E0156 

E0157 

E0158 

E1151 

過電流保護機能が 

動作しました。 

過電流設定を確認ください。 

解除方法は P47を参照ください。 

E1152 

E1153 

E1154 

OVP 

E0171 

内部回路の過電圧保護機能が

動作しました。 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 

E0172 

E0173 

E0174 

E0175 

E0176 

E0177 

E1171 

動作電源の入力過電圧を 

検出しました。 

動作電源をご確認ください。 

電圧範囲はを P15参照下さい。 
E1172 

E1173 

E1174 
過電圧保護機能が動作 

しました。 

過電圧設定を確認ください。 

解除方法は P47を参照ください。 
E1175 

E1176 

PS_ALM 

E0181 

制御回路用電圧の異常を 

検出しました。 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 

E0182 

E0183 

E0185 

E0186 

E3181 

PWM_ALM 

E0191 

内部パワー回路の制御異常が

動作しました。 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 

E0192 

E0193 

E0194 
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エラー 

表示 
Ｃｏｄｅ エラー内容 確認／復帰 

TEMP_ERR 

E0231 

過温度保護が動作しました。 

・電源ブレーカをＯＦＦし、しばらく放置 

（内部温度を下げる）してから再度電源ブレーカを 

ＯＮにしてください。 

・使用環境温度を確認してください。 

E0232 

E0233 

E1231 

E1232 

E1233 

E1234 

WDT_ALM 

E0271 
内部ハードウェアに 

異常が発生しました。 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 
E0272 

E0273 

BST_ALM 

E1021 

ブースター機でアラームを 

検出しました。 

（マスター機にのみ表示） 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。（※マスター、ブースター接続時にブース

ター機の入力電源ブレーカを先に OFFするとマスター機

にエラー表示される場合がありますが故障では 

ありません。） 

E1022 

ブースター機の内部ハード 

ウェアに異常が発生しました 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 

E1023 

E1024 

E1025 

E2P_ALM 
E1071 起動時初期化に 

失敗しました。 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 E1072 
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エラー 

表示 
Ｃｏｄｅ エラー内容 確認／復帰 

FREQ_ERR 

E1101 
系統周波数の異常を 

検出しました。 

動作電源をご確認ください。 

周波数範囲はを P15参照下さい。 
E1102 

E1103 

ISLANDING 

E1131 
単独運転（受動)を 

検出しました。 

動作電源をご確認ください。 

(※装置の入力電源ブレーカを OFF するとエラー表示され

る場合がありますが故障ではありません。) 

E1132 
単独運転（能動)を 

検出しました。 
動作電源をご確認ください。 

INT_COM 

_ALM 

E3031 シリアル通信異常（LCD) 

故障の可能性があります。弊社カスタマーセンターへご

連絡ください。 
E3032 シリアル通信異常（PWR) 

E3033 CAN IF内部通信異常 

E3034 LAN無通信タイムアウト 
LANパケット受信の停止を検出しました。 

LANの通信状態をご確認ください。 

E3035 LANコネクタ抜け LANケーブルの接続状況を確認ください。 

E3036 CANバス OFF 
CANのバス OFFを検出しました。 

CANの通信状態をご確認ください。 

E3037 
CANストリーム(指令値)無通信

タイムアウト 

CANストリーム(指令値)受信の停止を検出しました。 

CANの通信状態をご確認ください。 

E3038 
CANストリーム(出力制御)無通

信タイムアウト 

CANストリーム(指令値)受信の停止を検出しました。 

CANの通信状態をご確認ください。 

E3039 
CANリモート無通信タイムアウ

ト 

CANストリーム(指令値)受信の停止を検出しました。 

CANの通信状態をご確認ください。 

LVP 

E1141 
系統不足電圧を 

検出しました。 

動作電源をご確認ください。 

電圧範囲はを P15参照下さい。 

E1142 

内部ハードウェアに 

異常が発生しました。 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 

E1143 

E1144 

E1145 

E1146 

OPP 

E1161 過電力保護機能が 

動作しました。 

 

出力電力が本機の定格電力を上回った可能があります。 

出力構成をご確認下さい。 E1162 

RANGE_ERR 
E1201 内部ハードウェアに異常が発

生しました。 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 E1202 
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エラー 

表示 
Ｃｏｄｅ エラー内容 確認／復帰 

SEQ1_ERR 

E1211 
起動シーケンス異常が 

発生しました。 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 

E1212 起動シーケンス異常 

が発生しました。 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 E1213 

E1214 
入力電源の欠相を検出しまし

た。 
入力端子台への配線接続を確認してください。 

E1215 
入力電源の位相同期異常を検

出しました。 

E1216 
三相交流電源の動作範囲外の

電圧を検出しました。 

動作電源電圧を確認してください。 

電圧範囲はを P15参照下さい。 

E1217 内部ハードウェアに異常が発

生しました。 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 E1218 

SEQ2_ERR 

E1221 出力シーケンス異常が 

発生しました。 
故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 

E1222 

E1223 
内部ハードウェアに異常が発

生しました。 
E1224 

E1225 

UNIT_RECOG

NITION 

E1241 
直列、並列運転時の接続ミス

を検出しました。 

マスター機、ブースター機間の接続を 

確認してください。 

E1242 
並列接続台数の上限異常を検

出しました。 
並列接続台数を確認してください。 

E1243 
直列接続台数の上限異常を検

出しました。 
直列接続台数を確認してください。 

E1244 
直列、並列運転時の接続ミス

を検出しました。 

マスター機、ブースター機間の接続を 

確認してください。 

E1245 
ブースター電源異常を検出し

ました。 

ブースター機の電源ＳＷがＯＦＦしていないか 

確認してください。 

E1246 
直列、並列運転時の装置 

TYPE異常を検出しました。 

マスター機、ブースター機が同一機種である 

ことを確認してください。 

E1247 
直列、並列運転時の接続ミス

を検出しました。 

マスター機、ブースター機間の接続を 

確認してください。 

E1248 
並列運転時の接続ミスを検出

しました。 

マスター機、ブースター機間の接続を 

確認してください。 

E1249 
直列、並列運転時の台数欠落

を検出しました。 
直並列接続台数を確認して下さい。 

E3241 直並列台数認識タイムアウト 
マスター機、ブースター機間の接続を 

確認してください。 
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エラー 

表示 
Ｃｏｄｅ エラー内容 確認／復帰 

FLASH_ERR 

E3091 SPI Flash 読み込み異常 
故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 E3092 
内蔵データ Flash読み込み異

常 

INIT_ALM E3121 初期化異常 
故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 

UPDATE_CHK

_ERR 

E3251 ブランクチェック異常 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 

E3252 ベリファイ異常 

E3253 プログラム異常 

E3254 コマンド異常 

E3255 アンロック異常 

E3256 データ再チェック異常 

UPDATE_COM

_ERR 

E3261 
PWR更新時のオートボーレート

設定異常 

故障の可能性があります。 

弊社カスタマーセンターへご連絡ください。 

E3262 
カーネル転送のチェックサム

異常 

E3263 
初期化データ転送時のチェッ

クサム異常 

E3264 コマンドパケット異常 

E3265 
FWデータ転送時のチェックサ

ム異常 

SDC 

E3281 SDC処理開始 
SDC 処理開始のため、エラーではありません。 

他のアラーム要因がないかご確認ください。 

E3282 SDC処理タイムアウト 

ＳＤＣの終了時間の設定時間内で電圧・電流が 

目標電圧・電流まで抑えられませんでした。 

装置構成に合わせてＳＤＣ設定をご確認ください 
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日付と時刻の設定 
日付と時刻の設定を行います。 

 

■ 操作手順 

１．ＨＯＭＥ画面で「ＭＥＮＵ」キーを押します。 

ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「MAINTENANCE」キーを押して Maintenance 画面を表示します。 

Maintenance 画面で「ＤＡＴＥ TIME」キーを押してＤａｔｅ Ｔｉｍｅ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＤＡＴＥ ＴＩＭＥ画面で日付と時刻を設定します。 

日付または時刻表示部の「白枠内」を押すとテンキーが表示されますので、変更値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 基本的な使い方 
 

                                                                                  

55 

３．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

秒のデータは０秒となります。 

 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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単独運転機能の設定 
単独運転検出機能の有効／無効の設定ができます。 

単独運転検出機能とは、商用電源から切り離された系統内において、本機の回生動作によって供給される電力供給のみで 

配電線に電気が通じている状態を検出し、運転を停止させる機能です。 

 

■ 操作手順 

１．「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「SETTING」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面に移行します。 

そして、Ｓｅｔｔｉｎｇ画面で「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２．「Anti-Islanding Operation Protection」が表示される画面へ移行します。 
「Ｆｕｎｃｔｉoｎ」画面に移行したら、「矢印」キーを２回押して３／３ページを表示します。 
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３．「Anti-Islanding Opration Protection」を設定します。 
「Ａｎｔｉ-Islanding Ｏｐｒａｔｉｏｎ Ｐｒｏｔｅcｔｉｏｎ」の有効・無効を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。 

変更確定後点滅していたキーが点灯となり、変更前の設定が消灯します。 
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工場出荷時の設定に戻す 
  本機の各設定を初期化することができます。 

 

１．「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キー、Menu 画面にて「MAINTENANCE」キーの順に押して Maintenance 画面に移行し、 

「ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ」キーを押します。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．初期化する項目を選択します。 
各キーにて初期化される項目は下記の通りです。 

 

ＡＬＬ：設定内容、メモリに保存している内容、校正情報の 

全てを初期化します。 

ＳＥＴＴＩＮＧ：設定内容を初期化します。 

ＭＥＭＯＲＹ：メモリに保存している内容を初期化します。 

ＡＤＪＵＳＴ：校正情報を初期化します。 
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３．「ＹＥＳ」キーを押します。 

 
「ＹＥＳ」キーを押すと初期化が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
初期化が完了すると、下記の画面が表示されます。 

 

初期状態 

  工場出荷時及び初期化操作後の設定は下記のようになっています。 

設定項目 RZ-X-100K-H 

MODE 

Ｏｕｔｐｕｔ Ｍｏｄｅ ＣＶ 

Ｖｏｌｔａｇｅ Ｒａｎｇｅ ＬＯＷ 

Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｒａｎｇｅ ＬＯＷ 

Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ ＰＡＴＴＥＲＮ 

ＬＩＭＩＴ 

Ｕｐｐｅｒ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｌｉｍｉｔ ７８．７５０Ｖ 

Ｌｏｗｅｒ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｌｉｍｉｔ ０．０００Ｖ 

Ｓｏｕｒｃｅ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｌｉｍｉｔ ４２．０００Ａ 

Ｓｉｎｋ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｌｉｍｉｔ －４２．０００Ａ 

Ｓｏｕｒｃｅ Ｐｏｗｅｒ Ｌｉｍｉｔ ３．１５００ｋＷ 

Ｓｉｎｋ Ｐｏｗｅｒ Ｌｉｍｉｔ －３．１５００ｋＷ 

Ｏｖｅｒ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ ８２．５００Ｖ 

Ｓｏｕｒｃｅ Ｏｖｅｒ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ ４４．０００Ａ 
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Ｓｉｎｋ Ｏｖｅｒ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ －４４．０００Ａ 

Ｓｏｕｒｃｅ Ｏｖｅｒ Ｐｏｗｅｒ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ ３．３０００ｋＷ 

Ｓｉｎｋ Ｏｖｅｒ Ｐｏｗｅｒ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ －３．３０００ｋＷ 

ＰＲＥＳＥＴ ０．０００Ｖ 

ＭＥＮＵ 

ＳＥＴＴＩＮＧ 

ＥＸＴＥＲＮＡＬ 

ＣＯＮＴＲＯＬ 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Control Ｖｏｌｔａｇｅ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Control Current ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Contact Ｉｎｐｕｔ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Control Ｒｅａｄｙ ＤＩＳＡＢＬＥ 

ＳＴＡＴＵＳ 

Ｓｔａｔｕｓ Ｏｕｔｐｕｔ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｓｔａｔｕｓ Ｃｈ１ ＯＵＴＰＵＴ ＯＮ／ＯＦＦ ＳＴＡＴＵＳ 

Ｓｔａｔｕｓ Ｃｈ２ 
ＣＯＮＳＴＡＮＴ VOLTAGE ＳＴＡＴ

ＵＳ 

Ｓｔａｔｕｓ Ｃｈ３ 
ＣＯＮＳＴＡＮＴ ＣＵＲＲＥＮＴ ＳＴＡ

ＴＵＳ 

Ｓｔａｔｕｓ Ｃｈ４ 

ＡＵＸＩＬＩＡＲＹ ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬ

Ｙ  

ＧＯＯＤ ＳＴＡＴＵＳ 

Ｓｔａｔｕｓ Ｃｈ５ ＡＬＡＲＭ ＯＵＴＰＵＴ ＳＴＡＴＵＳ 

ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

Ｃｏｎｓｔａｎｔ Voltage Ｓｌｅｗ Ｒａｔｅ Ｒｉｓｉｎｇ ０．３８Ｖ／ｍｓ 

Ｃｏｎｓｔａｎｔ Voltage Ｓｌｅｗ Ｒａｔｅ Ｆａｌｌｉｎｇ ０．３８Ｖ／ｍｓ 

Ｃｏｎｓｔａｎｔ Current Ｓｌｅｗ Ｒａｔｅ Ｒｉｓｉｎｇ ０．２０Ａ／ｍｓ 

Ｃｏｎｓｔａｎｔ Current Ｓｌｅｗ Ｒａｔｅ Ｆａｌｌｉｎｇ ０．２０Ａ／ｍｓ 

Ｏｕｔｐｕｔ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ ｂｙ  

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｆｕｌｌ Ｓｃａｌｅ Ｒａｎｇｅ ｏｆ  

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｉｎｐｕｔ Ｖｏｌｔａｇｅ 

０Ｖ ｔｏ １０Ｖ 

Ｏｕｔｐｕｔ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ ｂｙ  

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｆｕｌｌ Ｓｃａｌｅ Ｒａｎｇｅ ｏｆ  

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｉｎｐｕｔ Ｖｏｌｔａｇｅ 

－１０Ｖ ｔｏ １０Ｖ 

Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ ０．００００Ω 

Ｈｏｔ Ｓｔａｒｔ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ａｎｔｉ-Ｉｓｌａｎｄｉｎｇ Operation Protection ＥＮＡＢＬＥ 

ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ 

ＰＡＴＴＥＲＮ 

ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ 

Ｏｕｔｐｕｔ ｏｆｆ ａｔ ｔｈｅ ｅｎｄ ｏｆ the Operation ＥＮＡＢＬＥ 

Ｏｕｔｐｕｔ Mode ＣＶ 

ＰＲＯＧＲＡＭ 

ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ 
Ｏｕｔｐｕｔ ｏｆｆ ａｔ ｔｈｅ ｅｎｄ ｏｆ the Operation ＥＮＡＢＬＥ 

ＩＶ 

ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ 
Ｃｕｔｏｆｆ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ３００．０ 
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ＭＰＰＴ 

ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ 

Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｗｈｅｎ Ｓｔｏｐｐｅｄ ＳＴＯＰ 

Ｓｔａｒｔｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ １００．０Ｖ 

Ｗａｉｔｉｎｇ Ｔｉｍｅ ６０Ｓ 

Ｓｔｏｐｐｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ ５０．０Ｖ 

Ｓｕｐｅｒｍｐｏｓｅｄ Ｖｏｌｔａｇｅ Ａｍｐｌｏｕｄｅ ３Ｖ 

Ｓｕｐｅｒｍｐｏｓｅｄ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ １０．０Ｈｚ 

ＲＥＭＯＴＥ 

ＬＡＮ 

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Protocol Address １９２．１６８．１００．２ 

Subnet Mask ２４ 

Default Gateway １９２．１６８．１００．１ 

Control Ｐｏｒｔ ５０２５ 

ＣＡＮ 

ＳＥＴＴＩＮＧ 

Ｐｒｏｔｏｃｏｌ ＣＡＮ ２．０ 

Ａｒｂｉｔｒａｔｉｏｎ Ｐｈａｓｅ Ｓｐｅｅｄ ５００ｋｂｐｓ 

Ｄａｔａ Ｐｈａｓｅ Ｓｐｅｅｄ ２Ｍｂｐｓ 

Ｆｒａｍｅ Ｆｏｒｍａｔ ＮＯＲＭＡＬ 

ＩＤ Ｏｆｆｓｅｔ ０ｘ１００ 

Ａｌａｒｍ Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｏｕｔｐｕｔ ｏｆｆ ａｔ ｔｈｅ ｂｕｓ ｏｆｆ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｔｉｍｉｎｇ Ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ Ｊｕｍｐ Ｗｉｄｔｈ ０ｘ００ 

Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ １ ０ｘ００ 

Ｔｉｍｅ Ｓｅｇｍｅｎｔ ２ ０ｘ００ 

Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ Ｄｅｌａｙ Ｏｆｆｓｅｔ ０ｘ００ 

Ｄａｔａ Ｐｈａｓｅ Ｐｒｅｓｃａｌｅｒ ４０Ｍ 

ＣＡＮ 

ＳＴＲＥＡＭ 

Ｃａｎ Ｓｔｒｅａｍ ＤＩＳＡＢＬＥ 

ＯＵｔｐｕｔ Ｃｏｎｔｒｏｌ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｏｕｔｐｕｔ ｏｆｆ ａｔ ＣＡＮ Ｓｔｒｅａｍ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｉｍｅｏｕｔ 
ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｏｕｔｐｕｔ ｏｆｆ ａｔ Ｏｕｔｐｕｔ Ｃｏｎｔｒｏｌ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｉｍｅｏｕｔ 
ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｒｅｓｐｏｎｄ Ｓｔａｔｕｓ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｒｅｓｐｏｎｄ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｒｅｓｐｏｎｄ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｒｅｓｐｏｎｄ Ｐｏｗｅｒ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｒｅｓｐｏｎｄ Ｏｕｔｐｕｔ Ｃｏｎｔｒｏｌ ＤＩＳＡＢＬＥ 

ＣＡＮ 

ＲＥＭＯＴＥ 

Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ＤＩＳＡＢＬＥ 

Ｏｕｔｐｕｔ ｏｆｆ ａｔ ＣＡＮ Ｒｅｍｏｔｅ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｉｍｅｏｕｔ 
ＤＩＳＡＢＬＥ 



 基本的な使い方 
 

                                                                                  

62 

ソフトウェア・バージョンの表示 
本機のソフトウェアバージョンを表示します。 

 

■ 操作手順 

１．ＨＯＭＥ画面で「ＭＥＮＵ」キーを押します。 

ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥ」キーを押してＭａｉｎｔｅｎａｎｃｅ画面を表示します。 

Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ画面で「ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ」キーを押してＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＤＡＴＥ ＴＩＭＥ画面で日付と時刻を設定します。 

Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ画面に本機のソフトウェアバージョンが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Power Control Firmware Ｖｅｒｓｉｏｎ パワー部の制御ソフトウェアバージョンが

表示されます 

Ｍａｓｔｅｒ Control Firmware Ｖｅｒｓｉｏｎ ＬＣＤ部の制御ソフトウェアバージョンが 

表示されます 

LCD Ｖｅｒｓｉｏｎ ＬＣＤのソフトウェアバージョンが表示され

ます 

Power Control FPGA Ｖｅｒｓｉｏｎ パワー部のＦＰＧＡソフトウェアバージョン

が表示されます 

Ｍａｓｔｅｒ Control FPGA Ｖｅｒｓｉｏｎ ＬＣＤ部のＦＰＧＡソフトウェアバージョンが

表示されます 

ＣＡＮ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｆｉｒｍｗａｒｅ Ｖｅｒｓｉｏｎ  ＣＡＮ ＩＦ部の制御ソフトウェアバージョン

が表示されます（オプション） 

Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 装置の直並列接続構成を表示します 

Ｓｅｒｉａｌ Ｎｕｍｂｅｒ 本装置の製造番号を表示します 
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便利な機能 

可変スルーレート 
 

出力電圧、出力電流の上昇率、下降率をそれぞれ独立して設定することができます。  

 

 

 

 

 

■定電圧（ＣＶ）スルーレート 

定電圧動作で、出力電圧の変化率を可変したい場合に使用します。 

 

 

設定範囲 
定電流（ＣＶ）スルーレートの設定範囲は電圧レンジおよび直列接続台数によって変更されます。 

 

ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

 

直列台数 
電圧レンジ Ｌｏ 電圧レンジ Ｈｉ 

設定範囲 設定分解能 設定範囲 設定分解能 

1 ０．１５Ｖ － ７．５０Ｖ／ｍｓ ０．０１Ｖ／ｍｓ １．５Ｖ － ７５．０Ｖ／ｍｓ ０．１Ｖ／ｍｓ 

2 ０．３０Ｖ － １５．００Ｖ／ｍｓ ０．０１Ｖ／ｍｓ ３．０Ｖ － １５０．０Ｖ／ｍｓ ０．１Ｖ／ｍｓ 

 

 

 

 

 

 

MEMO 

・スルーレート値が大きい場合、負荷環境によっては出力電圧にオーバーシュートが発生し、過電圧保護が 

働く場合があります。その場合はスルーレート値を小さくして使用してください。 

・スルーレート値を大きく設定する場合は、電流レンジＨi に設定してご使用ください。電流 Lo レンジの場合、 

本機内部電流リミッターによりＣＶスルーレートが制限を受けることで、急激な電圧変動指令（スルーレート値大） 

に追従しないことがあります。 

・スルーレート値が大きく、入力配線等による系統インピーダンスが高い場合、入力過電圧アラームが発生する 

ことがあります。その場合は系統インピーダンスの低い配電盤に接続していただくか、スルーレート値を小さく 

して使用してください。 

 

  

CVモードでスルーレート設定をした例

電
圧

（
Ｖ

）
→

①

①
②

②
Δt

ΔV
Δt

ΔV

時間（mｓ）→

①ＣＶスルーレート立ち上がり
②ＣＶスルーレート立ち下がり

スルーレート（ＣＶ）＝　　　　（Ｖ／ｍｓ）
ΔＶ

Δｔ
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■定電流（ＣＣ）スルーレート 

定電流動作で、出力電流の変化率を可変したい場合に使用します。 

 

設定範囲 

定電流（ＣＣ）スルーレートの設定範囲は電流レンジおよび並列接続台数によって変更されます。 

 

ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

 

並列台数 
電流レンジ Ｌｏ 電流レンジ Ｈｉ 

設定範囲 設定分解能 設定範囲 設定分解能 

1 ０．０４Ａ － ４０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ０．４Ａ － ４００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

2 ０．０８Ａ － ８０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ０．８Ａ － ８００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

3 ０．１２Ａ － １２０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ １．２Ａ － １２００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

4 ０．１６Ａ － １６０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ １．６Ａ － １６００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

5 ０．２０Ａ － ２００．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ２．０Ａ － ２０００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

6 ０．２４Ａ － ２４０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ２．４Ａ － ２４００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

7 ０．２８Ａ － ２８０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ２．８Ａ － ２８００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

8 ０．３２Ａ － ３２０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ３．２Ａ － ３２００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

9 ０．３６Ａ － ３６０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ３．６Ａ － ３６００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

10 ０．４０Ａ － ４００．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ４．０Ａ － ４０００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

11 ０．４４Ａ － ４４０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ４．４Ａ － ４４００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

12 ０．４８Ａ － ４８０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ４．８Ａ － ４８００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

13 ０．５２Ａ － ５２０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ５．２Ａ － ５２００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

14 ０．５６Ａ － ５６０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ５．６Ａ － ５６００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

15 ０．６０Ａ － ６００．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ６．０Ａ － ６０００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

16 ０．６４Ａ － ６４０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ６．４Ａ － ６４００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

17 ０．６８Ａ － ６８０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ６．８Ａ － ６８００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

18 ０．７２Ａ － ７２０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ７．２Ａ － ７２００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

19 ０．７６Ａ － ７６０．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ７．６Ａ － ７６００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

20 ０．８０Ａ － ８００．００Ａ／ｍｓ ０．０１Ａ／ｍｓ ８．０Ａ － ８０００．０Ａ／ｍｓ ０．１Ａ／ｍｓ 

 

MEMO 

・スルーレート値が大きい場合、負荷環境によっては出力電流にオーバーシュートが発生し、過電流保護が 

働く場合があります。その場合はスルーレート値を小さくして使用してください。 

・スルーレート値が大きい場合、負荷環境によっては出力電力制限（SiPL、SoPL）に掛かりスルーレート設定通りの 

 可変スピードとならない場合があります。 
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可変スルーレート設定手順 

１．「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「Ｓｌｅｗ Ｒａｔｅ Ｒｉｓｉｎｇ／Ｆａｌｌｉｎｇ」を設定します。 
Ｆｕｎｃｔｉｏｎ画面に移行したら、設定する項目を選択することでテンキーが表示されますので、設定値を入力します。 

「ＥＮＴＥＲ」キーで確定させずに「×」キーでコンソール画面に戻った場合は、入力した値は確定されません。 
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３．「ＥＮＴＥＲ」キーを押して設定を確定させます。 
テンキーの「ＥＮＴＥＲ」では設定が変更されていませんので、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 

変更確定後「ＨＯＭＥ」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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内部可変抵抗機能 
 

 定電圧モードで動作しているとき、負荷電流による電圧降下を意図的に発生させることができます。 

 化学電池（放電時）の内部抵抗や太陽光電池、燃料電池のＩ－Ｖ特性を近似させることができます。 

 

 

内部抵抗機能は直流的な動作に限ります。過渡的な現象の近似には適しません。 

 

内部可変抵抗手順 

１．「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「SETTING」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面に移行します。 

そして、Ｓｅｔｔｉｎｇ画面で「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

注意
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２．「Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ」が表示される画面へ移行します。 
「Ｆｕｎｃｔｉoｎ」画面に移行したら、「矢印」キーを２回押して３／３ページを表示します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ」を設定します。 
移行したら、「Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ」の白線枠を押すことでテンキーが表示されますので、設定値を入力します。 

「ＥＮＴＥＲ」キーで確定させずに「×」キーでコンソール画面に戻った場合は、入力した値は確定されません。 
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４．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。 

変更確定後点滅が停止します。 
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キーロック機能 
不用意な操作から設定を保護したい場合にキーロック機能の使用をお勧めいたします。 

キーロック機能を有効にすることで、ＬＣＤからの画面操作に制限をかけた状態となります。 

 

キーロック設定手順 

１．「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「ＬＯＣＫ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＭＯＤＥを選択します。 
キーロックは下記の３種類の状態を選択できます。 

 

ＭＯＤＥ０ ：「DISPLAY」キー、「UNLOCK」キー以外無効(工場出荷設定) 

ＭＯＤＥ１ ：「OUTPUT」キー、「RUN」キー、「DISPLAY」キー、 

「UNLOCK」キー以外無効 

ＭＯＤＥ2 ：「PRESET」キー、「OUTPUT」キー、「RUN」キー、 

「DISPLAY」キー、「UNLOCK」キー以外無効 
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３．キーロック表示 
ＭＯＤＥを選択すると、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 

ＨＯＭＥ画面下に「ＵＮＬＯＣＫ」キーが表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．キーロックの解除。 
「ＵＮＬＯＣＫ」キーを長押しすると、すべてのキーが有効になります。 
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ブレーカ ON 時の自動制御機能 
入力電源ブレーカ投入時の出力状態を変更することができます。 

この設定を有効にすると、動作電源を投入すると、運転準備入の操作などを行わずに出力を開始できます。 

  ※並列接続、直列接続、直並列接続時に入力電源ブレーカを同時に投入することが難しいため、ご使用になれません。 

ブレーカ ON 時の自動制御設定手順 

１．「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「SETTING」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面に移行します。 

そして、Ｓｅｔｔｉｎｇ画面で「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２．「Hot Start」が表示される画面へ移行します。 
「Ｆｕｎｃｔｉoｎ」画面に移行したら、「矢印」キーを２回押して３／３ページを表示します。 
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３．「Hot Start」を設定します。 
Ｈｏｔ Ｓｔａｒｔの出力状態を変更することができます。 

 電源投入後、自動で運転準備入り動作を行い、出力ＯＮとなります。 

 
ＯＵＴＰＵＴ  ：出力をＯＮします。 

ＰＲＧ ＲＵＮ ：運転モードを開始(RUN)します。 

 

 選択しキーは点滅状態となりますが、この時点で設定変更は 

確定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。 

変更確定後点滅していたキーが点灯となり、変更前の設定が消灯します。 
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マルチメータ機能 
電圧、電流、電力の表示以外にも入力電力量（積算値）、出力電力量（積算値）および出力電気量（積算値）を表示することが 

できます。 

 

確認・リセット手順 

１．Ｍｅｔｅｒ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「ＭＥＴＥＲ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．マルチメータ表示 
マルチメータは下記の１２種類のモニタ値を表示できます。 

 

Ｖｏｌｔａｇｅ⇒出力電圧値 

Ｃｕｒｒｅｎｔ⇒出力電流値 

Ｐｏｗｅｒ ⇒出力電力値 

Amount ｏｆ Ｉｎｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｏｗｅｒ(Ｓｏｕｒｃｅ) 

⇒入力電力量（力行の積算電力） 

Amount ｏｆ Ｉｎｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｏｗｅｒ(Ｓｉｎｋ) 

 ⇒入力電力量（回生の積算電力） 

Amount ｏｆ Ｉｎｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｏｗｅｒ(Ｔｏｔａｌ) 

⇒入力電力量（力行・回生の積算電力） 

Amount ｏｆ Ｏｕｔｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｏｗｅｒ（Ｓｏｕｒｃｅ） 

⇒出力電力量（力行の積算電力） 

Amount ｏｆ Ｏｕｔｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｏｗｅｒ（Ｓｉｎｋ） 

  ⇒出力電力量（回生の積算電力） 

Amount ｏｆ Ｏｕｔｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐｏｗｅｒ（Ｔｏｔａｌ） 

⇒出力電力量（力行・回生の積算電力） 

Amount ｏｆ Ｏｕｔｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃｉｔｙ(Ｓｏｕｒｃｅ） 

  ⇒出力電気量（力行の積算電流） 

Amount ｏｆ Ｏｕｔｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃｉｔｙ(Ｓｉｎｋ） 

⇒出力電気量（回生の積算電流） 

Amount ｏｆ Ｏｕｔｐｕｔ Ｅｌｅｃｔｒｉｃｉｔｙ(Ｔｏｔａｌ） 

⇒出力電気量（力行・回生の積算電流） 
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３．積算値のリセット① 
「ＣＬＥＡＲ」キーを押すと、リセットしたい項目を設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．積算値のリセット② 
リセットしたい項目を設定した後、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ＡＬＬ」キーを押すとすべての項目を設定できます。 
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パターン運転機能 
定電圧、定電流モードおよび定電力モードにて、出力を経過時間とともに変動させる「パターン運転」が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 

・パターン運転機能使用時は、本機にある定電圧(CV)スルーレート及び定電流(CC)スルーレートは 

無効になります。 

 

パターン運転設定範囲 

設定 英語表記 表示画面 設定範囲 

パターン運転終了時

出力停止制御 

Output off at the end of 

the operation 
Pattern Operation 画面 

有効/無効 

(ENABLE/DISABLE) 

パターン運転動作モ

ード 
Output Mode Pattern Operation 画面 CV/CC/CP 

制御値 Preset Pattern Operation 画面 装置出力設定範囲と同様 

制御時間 Control Time Pattern Operation 画面 ０．００１ － ９９９９．９９９秒 

制御タイプ Control Type Pattern Operation 画面 
STEP/SWEEP/ 

OUTPUT OFF/END 

繰り返し回数 Number of Repetition 
Home 画面 

(DISPLAY キーにより切り替え) 

０、１ － ６５５３５回 

(０：繰り返し回数による停止なし) 

 

  

時間（s) 

出
力

電
圧

（Ｖ
）

 

１回目 ２回目 

パターン運転開始 
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パターンデータ解説 

パターン運転ではパターンデータを最大 5 行分登録することができます。 

パターンデータは【制御値】【制御時間】【制御タイプ】の 3 データで成り立っており、1 つ前の行の【制御値】を 

開始制御値として以下のような出力内容となります。(最初の行の場合 PRESET 値を開始制御値とします。) 
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最大で 5 行まで登録可能ですが、4 行以下のパターンとしたい場合は、作成した行以降の【制御タイプ】を END にすることで 5

行未満のパターンデータとすることができます。 

 

パターンデータ作成手順 

１．Ｐａｔｔｅｒｎ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「ＰＡＴＴＥＲＮ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」キーを押します。 

※Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画面で「ＰＲＯＧＲＡＭ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」、「ＩＶ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」キーが表示されるのはそれぞれの専用ソフトで運転データが 

 保存されている時のみとなります。 
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２．パターン運転終了時出力停止制御を選択します。 
「Ｏｕｔｐｕｔ ｏｆｆ ａｔ Ｔｈｅ ｅｎｄ ｏｆ the Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ」にてパターン運転終了時出力停止制御を選択できます。 

  ＥＮＡＢＬＥ：パターン運転停止後、出力を停止します。 

  ＤＩＳＡＢＬＥ：パターン運転停止後、出力を維持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「ＯＵＴＰＵＴ ＭＯＤＥ」を選択します。 
出力動作モードを「ＣＶ」，「ＣＣ」，「ＣＰ」より選択します。 

  モード切替え時 Output Mode 以降のデータがすべて初期化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     モード切り替え時、この領域のデータが初期化されます。 
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４．「Ｐｒｅｓｅｔ」を設定します。 
テンキーにてＰｒｅｓｅｔ値を入力し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｔｉｍｅ」を設定します。 
テンキーにてＣｏｎｔｒｏｌ Ｔｉｍｅ値を入力し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 
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６．「Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｔｙｐｅ」を設定します。 
各ＮｏのＣｏｎｔｒｏｌ Ｔｙｐｅキーを押して動作を選択し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 

    ＳＴＥＰ        ：時間ｔの間、出力を一定に保つ動作です。 

出力の上昇は、可変スルーレートの最大値と同値になります。 

    ＳＷＥＥＰ      ：時間ｔかけて、出力を直前の出力値から、Preset へ向けて増減する動作です。 

    ＯＵＴＰＵＴ ＯＦＦ ：出力を停止します。 

    ＥＮＤ           ：パターンの終了と判断します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．4－6 を繰り返し、最大５段階の制御を１つのパターンとして登録します。 
4-6 を No 毎に繰り返すことで、最大５段階の変化を行うパターンとすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      No.2-5 設定 
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８．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。点滅が点灯に変わります。 

設定保存が完了しましたら「ＨＯＭＥ」キーを押してＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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パターン運転開始手順 

１．「ＭＯＤＥ」画面でパターン運転が運転可能な設定に変更します。 
「ＨＯＭＥ」画面で「ＭＯＤＥ」キーを押し、Ｍｏｄｅ ａｎｄ Ｒａｎｇｅ画面を表示します。 

Ｍｏｄｅ ａｎｄ Ｒａｎｇｅ画面で、先に作成したパターンと「同じ動作モード」と「Ｐｒｅｓｅｔの値が出力可能なレンジ」を選択します。 

そして、運転モードとして「ＰＡＴＴＥＲＮ」を選択し、「Ｅｎｔｅｒ」キーを押して設定を保存します。 
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９．「ＤＩＳＰＬＡＹ」キーを押します。 
「ＤＩＳＰＬＡＹ」キーを押して、Ｐａｔｔｅｒｎ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画面を表示します。 

   ・パターン繰り返し回数：繰り返し回数を設定し、指定した回数終了後運転 STOP します。 

0-65535 回の設定が可能で、0 が設定されている場合は無制限に繰り返しを行います。 

 

   ・パターン運転回数：パターンを繰り返した回数を表示します。 

                0 設定時は回数のみを表示します。 

1-65535 回が設定されている場合は「現在の試行回数/パターン繰り返し回数の設定値」となります。 

 

    ・現在の経過時間：パターン運転開始からの経過時間を表示します。 

 

   ・パターン運転の進行率：パターン繰り返し回数とパターンの処理内容から進行率を計算して表示します。 

                   パターン繰り返し回数の設定が 0 の場合は、パターン 1 回当たりの進行率を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の経過時間 

パターン運転回数 

パターン運転の進行率 

パターン繰り返し回数 
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１０．「Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ」を押して繰り返し回数を設定します。 
「Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ」を押して、テンキーにて繰り返し回数を設定します。 

無限回数の場合は「Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ」を「０」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．「ＲＵＮ」キーを長押ししてパターン運転を開始します。 
運転準備切状態の場合は、「START UP」キーを長押しして運転準備入状態にします。 

 

「ＲＵＮ」キーが表示されたら、「ＲＵＮ」キー１秒以上長押ししてパターン運転を開始します。 

   運転開始すると、進行に合わせてＰａｔｔｅｒｎ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ表示部が更新されます。 

   設定などが装置状態と合致しない場合、「ＲＵＮ」キーを長押ししても運転開始することができませんので注意してください。 
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１２．パターン運転を停止する。 
パターン運転を停止する場合は点灯状態の「ＲＵＮ」キーを押すことで運転ＳＴＯＰします。 

この時、ＯＵＴＰＵＴ状態の場合は、パターンデータ作成手順で設定した「パターン運転終了時出力停止制御」の設定内容に応じて、 

ＯＵＴＰＵＴの状態をＯＦＦ、または維持します。 
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ＭＰＰＴ運転機能 
MPPT(Maximum Power Point Tracking)とは、気象条件により随時変化する太陽電池の最大電力点を追従するように 

定電圧制御を可変する機能です。RZ-X を PV パワーコンディショナー模擬装置としてＰＶパネルの評価に使用できます。 

 

MPPT 制御の方式は「山登り方式」を採用しております。 

制御電圧(Vcv)に【重畳電圧 振幅】と【重畳電圧 周波数】によって算出したサイン波電圧(Vac)を加算して変化させ、 

【重畳電圧周波数】の 1 周期毎に最大の電力となった計測電圧値を制御電圧(Vcv)に上書きすることで、最大電力点 

を追従する方式です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MPPT 運転設定範囲 

開始開放電圧 

直列台数 
ＲＺ－Ｘ １００Ｋ－Ｈ 

設定範囲 設定分解能 

1  (※1) － ７８７．５Ｖ ０．１Ｖ 

2  (※1) － １５７５．０Ｖ ０．１Ｖ 

(※1)：出力停止電圧の２倍以上の数値が設定可能です。小数２桁以下は切り上げとなります。 

 

開始待機時間 

ＲＺ－Ｘ １００Ｋ－Ｈ 

設定範囲 

１ － ６０秒 

 

出力停止電圧 

直列台数 
ＲＺ－Ｘ １００Ｋ－Ｈ 

設定範囲 設定分解能 

1 ５０．０V－ (※2) ０．１Ｖ 

2 １００．０V-(※2) ０．１Ｖ 

(※2)：開放開始電圧の１／２以下の数値が設定可能です。小数２桁以下は切り捨てとなります。 

 

重畳電圧 振幅 

直列台数 
ＲＺ－Ｘ １００Ｋ－Ｈ 

設定範囲 設定分解能 

1 ２．０ － ７．５Ｖ0-p ０．１Ｖ0-p 

2  ４．０ － １５．０Ｖ0-p ０．１Ｖ0-p 

 

重畳電圧 周波数 

ＲＺ－Ｘ １００Ｋ－Ｈ 

設定範囲 

１．０ － １０．０Ｈｚ 

電

力

電圧

Vcv+Vac

Vcv

最大電力点

Vmax

電

力

電圧

Vcv+Vac
最大電力点

Vcv

Vcv

-1
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ＭＰＰＴ運転フローチャート 

 MPPT 運転モードは以下のフローチャートで動作します。 

 
 

フローチャートの解説 

① 運転モードの開始は他運転モードと同様に HOME 画面の「RUN」キー長押しで開始します。 

 

② MPPT 運転が RUN 状態になると、太陽電池の発電が安定していることを確認するために【開始待機時間】の間継

続して、計測電圧が【開始開放電圧】を超える状態を待ちます。 

 

③ 太陽電池の開放電圧が安定したことを確認することで、出力を開始し MPPT 制御を行います。 

 

④ MPPT 制御後、計測電圧が【出力停止電圧】を下回ったことを検知すると、太陽電池の発電量が低下したと判断し

て、出力を停止し MPPT 制御を停止します。 

 

⑤ MPPT 制御停止時に【MPPT 運転停止時動作】の設定が「RUN」の場合は②へ戻ります。「STOP」を設定していた場

合は、運転モードを STOP 状態にして MPPT 運転を完全に停止します。 

 

  

計測電圧＞【開始開放電圧】を【開始待機時間】継続

MPPT制御

RUN長押しにより運

転モードRUN

計測電圧＜【停止出力電圧】

【MPPT運転停止時動作】

太陽電池電圧低下
により運転モード

STOP

YES

NO

YES

NO

YES

NO
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ＭＰＰＴ運転設定手順 

１．MPPT Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画」キーを押します。 

Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画面で「MPPT ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」キーを押します。 

※Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画面で「ＰＲＯＧＲＡＭ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」、「ＩＶ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」キーが表示されるのはそれぞれの専用ソフトで運転データが 

  保存されている時のみとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＭＰＰＴ運転停止時動作を選択します。 
ＭＰＰＴ運転時に出力停止電圧を下回った際の挙動を設定します。 

 「ＳＴＯＰ」キーを選択するとことで、ＭＰＰＴ運転そのものをＳＴＯＰします。 

 「ＲＵＮ」キーを選択することで、1 度出力を停止して、太陽電池の安定待ち状態になります。 
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３．開始開放電圧(Ｓｔａｒｔｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)の設定をします。 
テンキーにて開始開放電圧(Ｓｔａｒｔｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)を入力し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 

  出力停止電圧(Ｓｔｏｐｐｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)の２倍の数値が最小値として入力可能な範囲ですので、低い数値を入力したい場合は先に 

「５．出力停止電圧(Ｓｔｏｐｐｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)の設定をします」を参照して変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．開始待機時間を設定します。 
テンキーにて開始待機時間(Ｗａｉｔｉｎｇ Ｔｉｍｅ)を入力し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 
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５．出力停止電圧(Ｓｔｏｐｐｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)の設定をします。 
テンキーにて出力停止電圧(Ｓｔｏｐｐｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)を入力し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 

  開始開放電圧(Ｓｔartｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)の１／２の数値が最大値として入力可能な範囲ですので、高い数値を入力したい場合は先に 

「３．開始開放電圧(Ｓｔａｒｔｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ)の設定をします」を参照して変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．重畳電圧 振幅(Ｓｕｐｅｒｉｍｐｏｓｅｄ Ｖｏｌｔａｇｅ Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ)を設定します。 
テンキーにて重畳電圧 振幅(Ｓｕｐｅｒｉｍｐｏｓｅ Ｖｏｌｔａｇｅ Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ)を入力し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 
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７．重畳電圧 周波数(Ｓｕｐｅｒｉｍｐｏｓｅｄ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ)を設定します。 
テンキーにて重畳電圧 周波数(Ｓｕｐｅｒｉｍｐｏｓｅ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ)を入力し、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。点滅が点灯に変わります。 

設定保存が完了しましたら「ＨＯＭＥ」キーを押してＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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ＭＰＰＴ運転開始手順 

１．「ＭＯＤＥ」画面でＭＰＰＴ運転が運転可能な設定に変更します。 
「ＨＯＭＥ」画面で「ＭＯＤＥ」キーを押し、Ｍｏｄｅ ａｎｄ Ｒａｎｇｅ画面を表示します。 

Ｍｏｄｅ ａｎｄ Ｒａｎｇｅ画面で、動作モード(Ｏｕｔｐｕｔ Ｍｏｄｅ)「ＣＶ」、電圧レンジ(Ｖｏｌｔａｇｅ Ｒａｎｇｅ)「ＨＩＧＨ」を選択します。 

運転モード(Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ)「ＭＰＰＴ」を選択して、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して設定を確定し、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     電流レンジは太陽電池 

                                                 の発電量に応じて変更 

してください 

 

 

 

２．「ＤＩＳＰＬＡＹ」キーを押します。 
「ＤＩＳＰＬＡＹ」キーを押して、ＭＰＰＴ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ画面を表示します。 
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３．「ＲＵＮ」キーを長押しして MPPT 運転を開始します。 
運転準備切状態の場合は、「START UP」キーを長押しして運転準備入状態にします。 

 

「ＲＵＮ」キーが表示されたら、「ＲＵＮ」キー１秒以上長押ししてパターン運転を開始します。 

   運転開始すると、進行に合わせて MPPT Ｓｔａｔｕｓが「Ｓｔｏｐ」「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ」「Ｗａｉｔｉｎｇ」「ＭＰＰＴ」と更新されます。 

状態 表示文字列 

ＭＰＰＴ運転モードがＲＵＮ状態ではない状態 Ｓｔｏｐ 

計測電圧値がＳｔａｒｔｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄの設定値を超えていない状態 Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ 

計測電圧値がＳｔａｒｔｉｎｇ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄの設定値を超え、Ｗａｉｔｉｎｇ Ｔｉｍｅの時間継続待ち状態 Ｗａｉｔｉｎｇ 

ＭＰＰＴ制御を行っている状態 ＭＰＰＴ 

 

   設定などが装置状態と合致しない場合、「ＲＵＮ」キーを長押ししても運転開始することができませんので注意してください。 

 

   また、Ｗａｉｔｉｎｇ ＴｉｍｅなどのＨＯＭＥ画面に表示されている数値はＭＰＰＴモード動作中でも変更し、即時適用することができます。 
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４．パターン運転を停止する。 
パターン運転を停止する場合は点灯状態の「ＲＵＮ」キーを押すことで運転ＳＴＯＰします。 

この時、ＯＵＴＰＵＴ状態もＯＵＴＰＵＴ ＯＦＦ状態となります。 
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Web サーバ機能 

本装置と PC を LAN で接続し、ブラウザソフトを利用して制御を行うことができます。 

動作には Javascript を使用していますので Javascript は有効にしてください。 

 

推奨ブラウザ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ（Ｃｈｒｏｍｉｕｍ版）、Ｇｏｏｇｏｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ 

 

接続手順 

１．PC と本装置を LAN で接続しブラウザソフトを起動してください 

 PC と本装置の IP アドレスなどの設定は取扱説明書の「LAN 通信の設定」を参考に合わせてください。 

 ※LAN ケーブルの接続は、運転準備入、OUTPUT_ON 状態では行わないでください。 

２．URL に本装置の IP アドレスをアドレスバーに入力し、Enter を押下してください。 
以下の様に「http://【IP アドレス】/」を入力してください。 

 

 
 

  

３．ユーザー名、ログインパスワードを入力してログインしてください。 
以下の様なユーザー名、ログインパスワードを入力する為の画面が表示されますので入力して LOGIN ボタンを押下してください。 

初期ユーザー名、ログインパスワードは以下の様になっています。 

 

ユーザー名：admin 

ログインパスワード：password 

 

※Web サーバ機能内の設定で変更することが可能です。 

 画面からの初期化処理で「SETTING」または「ALL」を選択した場合も初期化されます。 

 ユーザー名、ログインパスワードを忘れてしまった場合などは初期化してログインし、設定を戻してください。 

 その場合は他の設定も初期化されますので注意してください。 

 

 
 

  

http://【ipアドレス】/
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４．ログイン完了。 
ユーザー名、ログインパスワードがあっていれば以下の様な「MAIN」画面を表示します。 

 

 
 

画面左側にあるサイドメニューから確認したい内容、変更したい設定のページに切り替えることができます。 

現在の画面で設定を変更した上でその設定を本装置に未送信の場合や、保存していない場合、ブラウザ上部に遷移を行うか選択が出ます。 

変更を保存するならば一度キャンセルして設定の送信ボタン、保存ボタンを押下してください。 
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ブラウザ画面の説明 

1. MAIN 画面 

コンソールパネルにおける HOME 画面と MODE 画面、LIMIT 画面、PATTERN 画面、PROGRAM 画面、IV 画面、 

ＭＰＰＴ画面を兼ねています。 
 

1.1. MAIN 画面（画面更新設定、計測表示、出力制御） 

 

 
 

 

 
 

①：画面の自動更新設定プルダウンメニュー 

 

②：画面更新ボタン 

 

③：運転準備切り替えボタン 

 

④：装置情報表示 

 

⑤：アラームリセットボタン 

 

⑥：OUTPUT ボタン 

 

⑦：RUN ボタン 

  

① 

② 

④

② 

③ 

⑤

② 

⑦

② 

⑥

② 
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1.1.1. 表示情報の更新 

Web ブラウザを使用しての装置制御ではコンソールパネル画面やアプリケーションのように高速での表示更新が行えず、

Web ブラウザから表示更新の処理をユーザーが動的に行う必要があります。表示更新を行わなければ装置の情報と 

ブラウザの表示情報で大きく食い違う場合があります。 

①のプルダウンメニューは起動初期では DISABLE(無効)となっており、①の設定を ENABLE(有効)に変更することで、Web

ブラウザの Javascript により、約 5 秒毎に装置へ自動的に表示情報を要求するようになります。 

ただし、数値入力部などを選択中は一時的に DISABLE となり、更新が行われなくなりますのでご注意ください。 

自動更新を無効にしている場合でも、②のボタンをクリックすることで更新することができます。 

 

 

1.1.2. 運転準備入/切の切り替え 

運転準備の切り替えは③のボタンをクリックすることで実行することができます。 

ボタン左側に運転準備切状態(STANDBY)、運転準備入状態(STARTUP)、切り替え中（WAIT）を表示しますので、 

切り替え中(WAIT)表示の場合は②の更新ボタンをクリックするなどして表示を更新してください。 

  

 

1.1.3. アラームリセット 

 装置でアラーム発生時、⑤のボタンをクリックすることでアラームリセットを実行します。 

  

 

1.1.4. 出力の開始/停止制御 

 出力の制御は⑥のボタンをクリックすることで制御することができます。 

 ⑥のボタンは運転準備入状態でなければ表示されません。 

 ただし、アラーム発生中や RUN 状態である場合などの出力状態にできない場合は異常と判断され、出力制御を 

 行いません。 

 

 

1.1.5. 運転モードの RUN/STOP 制御 

 運転モード(PATTERN 制御、PROGRAM 制御、IV 制御)の RUN/STOP 制御は⑦のボタンをクリックすることで制御する 

ことができます。 

 ⑦のボタンは運転準備入状態でなければ表示されません。 

 ただし、アラーム発生中やデータ不一致などの RUN 状態にできない場合は異常と判断され、RUN 状態になりません。 
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1.2. MAIN 画面（PRESET 設定） 

 
 

①：電圧レンジ設定プルダウンメニュー 

 

②：電流レンジ設定プルダウンメニュー 

 

③：定値運転制御の設定プルダウンメニュー 

 

④：定値運転制御設定の送信ボタン 

 

⑤：プリセット値設定 

  

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 



 便利な機能 

                                                                                  

101 

 

1.2.1. レンジ設定変更 

 レンジの設定は①②のプルダウンメニューで制御することができます。 

 プルダウンメニューで選択した時点でレンジの変更を行います。 

 出力中などのレンジの変更ができない時は異常と判断され、適用されません。 

 

 

1.2.2. 定値運転制御設定 

 定値運転制御の設定は③のプルダウンメニューと④のボタンで制御することができます。 

 ③のプルダウンメニューで動作させたい定値運転制御を選択し、④のボタンをクリックすることで装置の定値運転制御 

 の設定変更を行います。 

 ③のプルダウンメニューで選択しただけでは装置に設定変更が行われませんので注意してください。 

 出力中などの定値運転制御の設定変更することができない時は異常と判断され、適用されません。 

 

 

1.2.3. プリセット値の設定 

 プリセット値の入力は半角での数値入力になります。 

 入力は⑤の入力ボックスの枠をクリックすることで可能になります。 

 また、選択中は自動応答が無効になり、Ｅｎｔｅｒキーを押下するか、入力ボックスの枠外をクリックすると入力している数値 

 を装置に送信し、無効になっていた自動応答が復旧します。(選択前から自動応答が無効の場合は無効を継続します) 

 入力範囲は表の左側に記載されますのでその範囲内で入力してください。 

 RUN 中などの値の変更ができない時は異常と判断し入力した数値は適用されません。 
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1.3. MAIN 画面（CONTROL(PATTERN 設定)） 

運転モードでパターン運転を選択していた場合、以下の表示となります。 

 

 

①：運転モードの選択 

 

②：運転モードの選択送信ボタン 

 

③：パターン運転試行回数設定 

 

④：STOP 時の出力停止設定 

 

⑤：パターン運転の定値動作設定 

 

⑥：パターン設定 

 

⑦：パターン設定保存ボタン 

 

⑧：再読み込みボタン 

  

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 
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1.3.1. 運転モードの切り替え 

 運転モードの切り替えは①のプルダウンメニューと②のボタンで制御することができます。 

 ①のプルダウンメニューで動作させたい運転モードを選択し、②のボタンをクリックしてください。 

 ①のプルダウンメニューで選択しただけでは運転モードは切り替わらないので注意してください。 

 ただし、RUN 中などの運転モードを変更することができない時は異常と判断し、現在の運転モードの状態に戻ります。 

 

 

1.3.2. 繰り返し回数の変更 

 PATTERN 運転モードでは、RUN 状態の時に作成したパターンを指定した回数繰り返した後、自動的に STOP することが 

 できます。 

 ③の入力ボックスの枠をクリックしてから数値を入力して Enter キーを押下するか、入力ボックスの枠外をクリックした時に 

 装置に設定されます。 

 最大で 65535 回まで設定でき、回数を 0 回に設定することで繰り返し回数を無限とすることができます。 

 

 

1.3.3. STOP 時の出力 OFF 制御 
 PATTERN 運転モードでは、RUN 状態から STOP 状態になった時に出力状態を OFF するか選択できるように 

 なっています。 

 ④の設定が Disbale であれば、STOP 時の出力が ON 状態ならば ON 状態を継続します。 

 逆に④の設定が Enable であれば、STOP 時の出力が ON 状態の場合は出力を OFF 状態にします。 

 

 

1.3.4. パターンの作成 
 PATTERN 運転モードで使用するパターンは Web ブラウザからでも編集することができます。 

 ⑤⑥で編集し、⑦のボタンで装置に上書き保存することができます。 

 ⑧の再読み込みボタンをクリックすることで現在の装置内部で保存されているパターンの情報をブラウザの画面に 

 再適用します。 

 

パターンの作成手順 

 １．⑤でパターンの動作モードを選択する。動作モードを切り替えると⑥の設定がすべて初期値となるので最初に設定し 

てください。 

 ２．⑥のＰＲＥＳＥＴに動作時の電圧や電流の設定値を入力してください。 

 ３．⑥の CONTROL TIME に動作時間を入力してください。 

 ４．⑥の CONTROL TYPE のプルダウンメニューで『END』、『STEP』、『SWEEP』、『OUTPUT OFF』の 4 種から選択してく 

ださい。 

 ５．２-４を使用する行数分繰り返してから⑦のボタンをクリックして装置に保存してください。 

  



 便利な機能 

                                                                                  

104 

1.4. MAIN 画面（CONTROL(PROGRAM 設定)） 

運転モードでプログラム運転を選択していた場合、以下の表示となります。 

 

①：運転モードの選択 

 

②：運転モードの選択送信ボタン 

 

③：プログラム運転試行回数設定 

 

④：STOP 時の出力停止設定 

 

⑤：登録プログラムの選択表示 

 

⑥：選択プログラムのデータ表示領域 

 

⑦：選択プログラムの適用ボタン 

  

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑥ 
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1.4.1. 運転モードの切り替え 

 運転モードの切り替えは①のプルダウンメニューと②のボタンで制御することができます。 

 ①のプルダウンメニューで動作させたい運転モードを選択し、②のボタンをクリックしてください。 

 ①のプルダウンメニューで選択しただけでは運転モードは切り替わらないので注意してください。 

 ただし、RUN 中などの運転モードを変更することができない時は異常と判断し、現在の運転モードの状態に戻ります。 

 

 

1.4.2. 繰り返し回数の変更 

 PROGRAM 運転モードでは、RUN 状態の時に指定したプリグラムを指定した回数繰り返した後、自動的に STOP すること 

 ができます。 

 ③の入力ボックスの枠をクリックしてから数値を入力して Enter キーを押下するか、入力ボックスの枠外をクリックした時に 

 装置に設定されます。 

 最大で 65535 回まで設定でき、回数を 0 回に設定することで繰り返し回数を無制限とすることができます。 

 

 

1.4.3. STOP 時の出力 OFF 制御 
 PROGRAM 運転モードでは、RUN 状態から STOP 状態になった時に出力状態を OFF するか選択できるように 

 なっています。 

 ④の設定が Disbale であれば STOP 時の出力が ON 状態ならば ON 状態を継続します。 

 逆に④の設定が Enable であれば STOP 時の出力が ON 状態の場合は出力を OFF 状態にします。 

 

 

1.4.4. 使用するプログラムの変更 
 Web ブラウザからは⑤のプルダウンメニューで保存されているプログラムを選択したあとで⑦のボタンをクリックすること 

で制御に使用するプログラムの変更を行うことができます。 

 ⑤のプルダウンメニューで選択したプログラムの情報は⑥に表示されますが、現在の装置構成では使用不可能なデータ 

 が含まれる場合(『装置の設定が定電圧モードでプログラムは定電流モードで作成されている』、『プログラム内の最大 or 

 最小の設定値が制御範囲を超えている』など)、ブラウザの該当箇所が赤文字で表示されるようになっています。 

 上記の赤文字表示や RUN 状態の場合は⑦をクリックしてもプログラムを変更することができないので注意してください。 
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1.5. MAIN 画面（CONTROL(IV 設定)） 

1.5.1. IV 運転でシンプルモードを選んだ場合 

 

①：運転モードの選択 

 

②：運転モードの選択送信ボタン 

 

③：IV テーブル運転モードの選択 

 

④：IV テーブル運転モードの選択送信ボタン 

 

⑤：シンプルモード時の動作 IV テーブルの選択 

 

⑥：シンプルモード時の動作 IV テーブルの選択送信ボタン 

 

⑦：出力フィルタ設定 

 

⑧：ＩＶテーブル情報 

  

① ② 

③ ④ 

⑥ ⑤ 

⑦ 

⑧ 
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1.5.1.1. 運転モードの切り替え 
 運転モードの切り替えは①のプルダウンメニューと②のボタンで制御することができます。 

 ①のプルダウンメニューで動作させたい運転モードを選択し、②のボタンをクリックしてください。 

 ①のプルダウンメニューで選択しただけでは運転モードは切り替わらないので注意してください。 

 ただし、RUN 中などの運転モードを変更することができない時は異常と判断し、現在の運転モードの状態に戻ります。 

 

 

1.5.1.2. IV テーブル運転モードの切り替え 
 運転モードの内、IV 運転を選択していた場合さらにモードが分割されます。 

 IV テーブル運転モードは③のプルダウンメニューと④のボタンで制御することができます。 

 ③のプルダウンメニューで選択後に④のボタンをクリックしてください。 

 RUN 中やデータの不一致などの変更できない時は異常と判断し設定が適用されません。 

 

 

1.5.1.3. IＶテーブルの切り替え 
 ⑤のプルダウンメニューから現在利用可能なＩＶテーブルを選択することが可能です。 

 ⑤で選択したＩＶテーブルの情報は⑧に表示されいます。 

 ⑤で選択しただけでは表示が切り替わるだけなので装置の設定を切り替える場合は⑥のボタンをクリックしてください。 

 

 

1.5.1.4. 出力フィルタ 
 全てのバッテリーエミュレション動作で使用する IV 動作発振抑制のため制御パラメータです。 

 IV 動作での RZ-X シリーズの出力が発振する場合、この値を小さい値に調整してください。 

 応答は遅くなりますが、発振を抑えることができる場合があります。 

 ⑦の入力ボックスに入力してください。(入力範囲は 0.1Hz － 999.9Hz) 
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1.5.2. シンプルモード以外を選択した場合 

 

 

①：SOC(充電率)の遷移方法設定 

 

②：SOC の設定 

 

③：電池容量の設定 

 

④：温度の遷移方法設定 

 ＳＯＣモードの時は未表示 

 

⑤：温度の設定 

 ＳＯＣモードの時は未表示 

 

⑥：等価回路パラメータ表示 

 Ｅｑｕｉｖａｌence モードのみ表示 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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1.5.2.1. SOC モード、SOC&Temperature モード、Equivalence モードの表示 
 SOC モードでは①-③、SOC&Temperature モードでは①-⑤、Equivalence モードでは①-⑥まで表示します。 

 

 

1.5.2.2. SOC(充電率)の設定 
 ①では SOC の遷移の方法を決めることができます。 

 Preset を選択した場合、②に直接入力した SOC で動作し、新たに数値を入力しない限り SOC は変化しません。 

 Measurement を選択した場合は、③で設定した電池容量を元に装置の計測電流で SOC の値が増減します。②で直接 

 数値を入力することで急変させることもできます。 

 

 

1.5.2.3. 温度の設定 
 SOC&Temperature モード、Equivalence モードでは温度の設定も制御に絡めることができます。 

 ただし④の遷移方法ですが、現在(2020 年 12 月時点)では Program モードは未実装となっていますので 

Preset(直接入力)のみの動作となっています。 

 ⑤に温度を直接入力することができます。(入力範囲は-30.0℃ － 130.0℃) 

 

 

1.5.2.4. 等価回路の情報表示 
 等価回路の設定は弊社の専用 PC アプリケーション(LinkAnyArts-BT 別売り)を使用することでのみ変更でき、 

 Web サーバでは確認のみ行うことができます。 
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1.6. MAIN 画面（LIMIT） 

 

 

①：制限値入力部 

 

②：制限値設定送信ボタン 

 

1.6.1. 制限値の設定 
 制限値の設定は①に値を入力後に②をクリックすることで装置に設定をすることができます。 

 ②をクリックするまでは装置の設定は変更されません。 

  

① 

② 
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1.7. MAIN 画面（PROTECTION） 

 

 

①：保護値入力部 

 

②：保護値設定送信ボタン 

 

1.7.1. 保護値の設定 
 保護値の設定は①に値を入力後に②をクリックすることで装置に設定をすることができます。 

 ②をクリックするまでは装置の設定は変更されません。 

  

① 

② 
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2. METER 画面 

コンソールパネルと同様の積算電力量の表示、積算電力量のクリアが行えます。 

 

 

①：画面の自動更新設定 

 

②：画面更新ボタン 

 

③：計測・積算データ表示領域 

 

④：クリア用チェックボックス 

 

⑤：クリア実行ボタン 

  

① ② 

③ 

④ 

⑤ 
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2.1. 表示情報の更新 

 Web ブラウザを使用しての装置装置制御ではコンソールパネル画面やアプリケーションのように高速での表示切替が 

 行えず、Web ブラウザから表示更新の処理をユーザーが行う必要があります。更新を定期的に行わなければ装置の 

 情報とブラウザの情報で大きく食い違う場合があります。 

 ①：画面の自動更新設定プルダウンメニューでは起動初期では DISABLE(無効)となっており、①の設定を ENABLE(有効) 

 に変更することで、Web ブラウザの Javascript により、約 5 秒毎に装置に対して新規の表示情報を要求するようにな 

ります。 

ただし、数値入力部などで選択中は一時的に DISABLE となり、更新が行われなくなりますのでご注意ください。 

 自動更新を無効にしている場合でも、②：画面更新ボタンで更新することができます。 

 

 

2.2. 積算データのクリア 

 積算データのクリアが Web サーバでも出来、④のチェックボックスでクリアしたい対象の積算データを選択し、⑤のボタンを 

 クリックすることで積算データをクリアすることができます。 
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3. FUNCTION 画面 

コンソールパネルにおける SETTING 画面、REMOTE 画面、LOCK 画面、STATUS 画面を兼ねています。 

設定範囲、設定内容についてはコンソールパネルでの操作と同等の範囲となります。 

下画像の①②③は、コンソールパネルでは初期化のみ可能で、ブラウザからのみ変更することができます。 

 

 

①：ユーザー名設定 

 

②：ログインパスワード設定 

 

③：ログアウトタイマー設定 

  

④：設定送信ボタン 

 

⑤：装置設定の再読み込みボタン 

 

⑥：設定ファイル参照 

 

⑦：設定ファイルの読み出しボタン 

 

⑧：設定ファイル出力ボタン 

 

⑨：工場出荷時設定ボタン 

  

① 

② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑨ 
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3.1. ユーザー名とパスワードの変更 

 Web サーバのログイン時に使用するユーザー名とパスワードは Web サーバ機能から変更が出来、コンソールパネルなど 

 から装置の初期化を行われた時に同時に初期化されます。 

 半角英数字で 1 文字以上 30 文字以下までとなっています。 

 

 

3.2. ログアウトタイマーの設定 
 Web サーバ機能ではログアウト操作がされないままブラウザソフトを停止した場合などを考慮して、自動ログアウト 

 するまでの時間を設定しています。 

 ログアウトせずにブラウザソフトを停止した場合、ログイン情報が装置に残っているので、タイムアウト時間経過するまで 

 他の PC が後から接続できなくなります。(装置再起動でもログイン情報は消えます) 

 タイムアウトの時間は 1 分-60 分までの設定が可能で、0 に設定することで自動ログアウトを無効にすることができます。 

 タイムアウトの時間設定はユーザー名とパスワードと同様に初期化時にデフォルトの設定(10 分)に戻ります。 

 

 

3.3. FUNCTION 設定の変更 
 ブラウザ表示上の設定を変更しただけでは設定を装置に適用しませんので、ブラウザ表示上の設定を変更した後に 

 ④の設定送信ボタンをクリックして、ブラウザ表示上の設定を装置に送信してください。 

 また、送信ボタンをクリックした際に変更している設定を装置に適用を試みますが、変更予定の設定の内いずれか 1 つ 

でも変更できない状態の設定があった場合はすべての変更が適用されません。 

 ブラウザ表示の上から順に変更可能か確認をしていき、変更不可の設定を見つけた場合に変更不可だった設定を上部に 

 赤文字で表示していますので、変更可能な状態にするなどしてから装置の設定を変更するようにしてください。 

 ⑤の再読み込みボタンをクリックすることでブラウザ表示上の設定を装置の設定状態に戻すことができます。 

 

 

3.4. インポート機能とエクスポート機能 
 エクスポート機能として⑧のボタンをクリックすることでブラウザ表示上の設定を CSV ファイルとしてダウンロードすること 

 ができます。ダウンロード先などはブラウザソフトで指定しているのでブラウザソフトの設定で保存先などを指定するように 

 してください。 

 インポート機能として⑥⑦のファイル参照とボタンを使用してエクスポート機能で保存した CSV ファイルから設定を 

 ブラウザ表示に適用することができます。 

 ブラウザ表示上に適用するだけですので、④の設定送信ボタンをクリックして装置に適用するようにしてください。 

 

 

3.5. 工場出荷時設定 
 ⑨のボタンをクリックすることでブラウザ表示上の設定を工場出荷時の設定にすることができます。 

 ブラウザ表示上に適用するだけですので、④の設定送信ボタンをクリックして装置に適用するようにしてください。 
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4. ALARM 画面 
コンソールパネルの ALARM 画面と同様にアラームの履歴を確認することができます。 

 

 

①：アラームリセットボタン 

 

②：ページ選択 

 

③：ページ選択送信 

 

4.1. アラームリセット 
 MAIN 画面のアラームリセットと同様に①のボタンをクリックすることで装置のアラーム検出状態をリセットすることが 

 できます。 

 

 

4.2. ページ切り替え 
 アラームの履歴は検出が新しい順に並んでいます。 

 1 度に表示できる履歴は 50 件までですが、ページを切り替えることで古いアラーム履歴も確認することができます。 

 ページの切り替えは②のプルダウンメニューで表示したい履歴のページを選択した後に③のボタンをクリックすることで 

 切り替えることができます。 

  

 

② ③ 
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5. CLOCK 画面 
本装置の内蔵時刻の設定を行えます。 

 

 

①：表示時刻のカウントアップ 

 

②：時刻入力領域 

 

③：設定送信ボタン 

 

④：装置時刻取得ボタン 

 

⑤：PC 時刻取得ボタン 

 

5.1. 内蔵時計の変更 
 ①が有効であった場合はブラウザの表示データが Javascript によって 1 秒単位でカウントアップを行うようになっています 

 が、無効にすることでカウントアップを停止することができます。 

 時刻の内容は②の左から順に西暦の下 2 桁、月、日、時、分、秒となっています。 

 コンソールパネル（LCD）の内部 RTC の関係で最長 2038 年 1 月 19 日 3 時 14 分 7 秒まで設定可能です。 

 ③のボタンをクリックすることで装置に設定を送信することができます。 

 ④のボタンをクリックすることで装置内蔵の時刻をブラウザ上に再表示することができます。 

 ⑤のボタンをクリックすることで、ご使用の PC の時計の時刻をブラウザ上に適用することができます。ブラウザ上に適用 

 するだけなので③のボタンをクリックして装置に設定を送信してください。 
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6. INFORMATION 画面 
 装置構成、F/W バージョン、シリアル番号、MAC アドレスなどの確認ができます。 

 

 

7. INQUIRY 画面 
 お問い合わせに関する説明が表示されます。 

 この画面はすべて日本語での表示になります。 
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デジタル通信で使う  

概要 
本機前面コネクタパネルの LAN ポートを使用することで、通信によるリモートコントロールができます。 

プロトコルは TCP/IP を使用しています。 

コマンドの形式は、IEEE488.2 共通コマンド及び(以降共通コマンドと記述)、SCPI プロトコルに準拠したコマンド(以降

SCPI コマンドと記述)です。 
 

■ LAN コネクタ(RJ-45)について 

 

1 8

 
本体側：RJ-45 コネクタ 

 

ピンアサイン表 

ピン No. 名称 IN/OUT ピン No. 名称 IN/OUT 

1 TD+ OUT 2 TD- OUT 

3 RD+ IN 4 - - 

5 - - 6 RD- IN 

7 - - 8 - - 
 

 

 

・LAN コネクタへの接続 

ご使用になる PC と本機を接続するケーブルはストレート、クロスどちらでも使用できます。 

ノイズの多い環境に施設するときは、なるべく短く、シールドされている LAN ケーブルを使用してください。 

・LAN ポートのデータについて 

本機は、LAN のプロトコルとして TCP/IP を使用しています。他のネットワーク機器が多数接続されたネットワークの場

合、データ送受信の遅延が発生する場合があります。 

・LAN コネクション切断時の動作について 

本機と接続されている LAN コネクションをリモート制御中に切断した場合、本機は切断直前の設定状態及び出力状態を

保持しますので注意願います。 

意図しない LAN コネクション切断時に出力を停止したい場合は「LAN 通信監視機能設定手順」に従って通信監視を行う

ようにしてください。 

・前面パネルからの操作について 

リモート接続が完了すると、「REMOTE」アイコンが表示されます。 

この状態では前面パネルからの操作は「ＵＮLOCK」キーと「ALARM」キー「DISPLAY」キー「LOCAL」キー以外は無

効となります。 

 

 

  

注意
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ＬＡＮ通信の設定 
本機のＬＡＮ通信の設定方法について説明します。 

 

LAN 通信設定手順 

１．Ｌａｎ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「REMOTE」キーを押してＲｅｍｏｔｅ画面に移行します。 

Ｒｅｍｏｔｅ画面にて「ＬＡＮ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｒｅｓｓを設定します。 
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｒｅｓｓの数値部を押すとテンキーが表示されますので、IP アドレスを設定してください。 
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３．Ｓｕｂｎｅｔ Ｍａｓｋを設定します。 
Ｓｕｂｕｎｅｔ Ｍａｓｋの数値部を押すとテンキーが表示されますので、サブネットマスクを設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．Ｄｅｆａｕｌｔ Ｇａｔｅｗａｙを設定します。 
Ｄｅｆａｕｌｔ Ｇａｔｅｗａｙの数値部を押すとテンキーが表示されますので、ゲートウェイのアドレスを設定してください。 
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５．Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐｏｒｔを設定します。 
Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐｏｒｔの数値部を押すとテンキーが表示されますので、コントロールポートを設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「ＥＮＴＥＲ」キーを押して設定を確定させます。 
テンキーの「ＥＮＴＥＲ」では設定が変更されていませんので、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 

  変更した数値は点滅しています。点滅状態では設定が確定していませんので「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 
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LAN 通信監視機能設定手順 

LAN 通信によるコマンド制御を行う際に、LAN 制御元の停止によるコマンドが来なくなった場合の保護として通信監視機能

があります。 

「通信途絶監視時間(Ｒｅｍｏｔｅ Ｗａｔｃｈｄｏｇ Ｔｉｍｅ)」の設定、「通信途絶検出時動作(Ｒｅｍｏｔｅ Ｗａｔｃｈｄｏｇ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ)」

の設定、「リンクダウン監視(Ｌｉｎｋ Ｄｏｗｎ Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ)」の設定手順を以下に記します。 

１．Ｌａｎ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「REMOTE」キーを押してＲｅｍｏｔｅ画面に移行します。 

Ｒｅｍｏｔｅ画面にて「ＬＡＮ」キーを押します。 

Ｌａｎ画面にて キーを押します。 
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２．Ｒｅｍｏｔｅ Ｗａｔｃｈｄｏｇ Ｔｉｍｅを設定します。 
Ｒｅｍｏｔｅ Ｗａｔｃｈｄｏｇ Ｔｉｍｅの数値部を押すとテンキーが表示されますので、通信監視時間を設定してください。 

制御元のコマンド送信周期よりも長い時間を設定してください。 

0.0s に設定した場合、通信監視を無効にすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．Ｒｅｍｏｔｅ Ｗａｔｃｈｄｏｇ Operation を設定します。 
Ｒｅｍｏｔｅ Ｗａｔｃｈｄｏｇ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎを「ALARM」キーか「STATUS OUTPUT」キーで選択してください。 

ALARM：通信途絶検出時、アラーム発生状態にします。 

STATUS OUTPUT：通信途絶検出時、アラーム発生状態にはしません。 

 

どちらの設定でも通信途絶検出時にはステータス出力の No.23 を 1 にします。 
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４．Ｌｉｎｋ Ｄｏｗｎ Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇを設定します。 
Ｌｉｎｋ Ｄｏｗｎ Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇを「DISABLE」キー「ALARM」キー「STATUS OUTPUT」キーで選択してください。 

DISABLE：Link Down 検出時、ステータス出力の制御も行いません。 

ALARM：Link Down 検出時、アラーム発生状態にします。 

STATUS OUTPUT：Link Down 出時、アラーム発生状態にはしません。 

 

「ALARM」「STATUS OUTPUT」設定の場合は Link Down 検出時にはステータス出力の No.23 を 1 にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「ＥＮＴＥＲ」キーを押して設定を確定させます。 
テンキーの「ＥＮＴＥＲ」では設定が変更されていませんので、「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 

  変更した数値は点滅しています。点滅状態では設定が確定していませんので「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定してください。 
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通信コマンド 
 

コマンドフォーマット 

コマンド記述の基本 
全てのコマンド及びレスポンスは ASCII 文字列です。 

コマンドワードとパラメータの間には１文字のスペースが必要です。 

本書ではコマンドを記載している箇所では「[]」を半角スペースの代わりとしています。 

実際に使用される場合は「[]」を半角スペースに置き換えてご使用ください。 

＜例＞ 

OUTPut[]１ 

 

文中において、コマンドワードとは STATus、OUTPut などのコマンドキャラクタを意味します。 

また、プログラムメッセージとは OUTPut：PROTection：CLEar などの一連の送信文字列を意味します。 

 

クエリコマンド 
コマンドには設定コマンドとクエリコマンドが存在します。設定コマンドはパラメータの設定を行うコマンドで、クエリコマン

ドは、現在の設定値の状態などを要求するコマンドです。コマンドワードの末尾にクエスチョンマーク「?」を付加すること

でクエリコマンドと判断されます。 

クエリコマンドにもパラメータを設定することができるものがあり、パラメータとして使用できるものには DEFault・

MAXimum・MINimum で、使用する場合は通常のクエリコマンドのクエスチョンマーク「?」とパラメータの間に 1 文字のス

ペースを入れる必要があります。 

＜例＞ 

OUTPut? 

VOLTage?[]MAXimum 

 

オプションコマンド 
コマンドワードの中には省略可能なオプションコマンドが存在します。文中では、オプションコマンドはカッコ（[ ]）で囲ん

で表記しています。実際に送信する際はカッコを省くように注意して下さい。 

＜例＞ 

以下の２つのコマンドは同じ意味のコマンド 

VOLTage 

[SOURce：]VOLTage[：LEVel] [：IMMediate] [：AMPLitude] 

 

大文字と小文字の区別 
共通コマンド及び SCPI コマンドはコマンドワードの大文字と小文字の区別がありません。 

＜例＞ 

OUTPUT 

Output 

Outp 

OUTP 

OUTPut 
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ショートフォームとロングフォーム 
SCPI コマンドには短縮形（ショートフォーム）と通常形（ロングフォーム）とがあり、どちらでも送信することができます。コ

マンドワードはロングフォームかショートフォームのいずれかでなければならず、その中間の表記はエラーとなり実行さ

れません。 

本書に記載のコマンド表では大文字でショートフォームまでを記載し、残りを小文字で表記する形でロングフォームを記

載しています。 

＜例＞ 

OUTPut ロングフォーム 

OUTP ショートフォーム 

OUTPut[：STAT]ロングとショートフォームの組み合わせ 

OUTPu 不正なコマンドと認識 

 

SCPI コマンドの記述方法 

SCPI コマンドは以下のように階層構造となっています。 

＜例＞ 

OUTPut ルートコマンド 

：MODE コマンド 

：TABLe パスコマンド 

SELect[]＜NR1＞ コマンドとパラメータ 

SELect?         クエリコマンド 

（記述時では、＜NR1＞はパラメータ、[]は半角スペースに置き換える。） 

 

プログラムメッセージは省略可能なオプションコマンドを除いて、必ずルートコマンドで始まらなければなりません。 

ルートコマンド自体がオプションコマンドである場合は、次のレベルのコマンドがルートコマンドとして処理されます。 

プログラムメッセージの中にコロン「：」を検出すると次のコマンドレベルへ移動し、コロンの前までのルートコマンド・パス

コマンドをパスの位置（パスポインタ）として記憶します。 

 

プログラムメッセージの先頭にコロン（：）を置くことが可能です。 

＜例＞ 

以下の２つのコマンドは同じ意味のコマンド 

SYSTem：VERSion? 

：SYSTem：VERSion? 

 

複数のプログラムメッセージをセミコロン「；」で区切って連結することが可能です。 

セミコロン「；」の直後に続くコロン「：」を検出するとパスポインタがルートコマンドレベルまでリセットされ、ルートコマンド

から記述を開始する状態になります。 

＜例＞ 

SYSTem：VERSion?；：SYSTem：KLOCk? 

 

逆にセミコロンの直後にコロンが続かない場合は、パスポインタを利用してルートコマンド・パスコマンドの省略をするこ

とができます。 

＜例＞ 

SYSTem：VERSion?；KLOCk? 

 

SYSTem：VERSion?までの処理でパスポインタが SYSTem までとなっており、セミコロン後のプログラムメッセージは

SYSTem：KLOCk?として処理される。 

 

以下は連結の失敗例。 

SYSTem：VERSion?；SYSTem：KLOCk? 
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この場合、セミコロン後のプログラムメッセージが SYSTem：SYSTem：KLOCk?として処理されてしまいます。 

 

共通コマンドは SCPI コマンドのパスポインタの影響を受けずに記述ができます。また、パスポインタも共通コマンドには

影響を受けません。 

＜例＞ 

SYSTem：VERSion?；*IDN?；KLOCk? 

 

デリミタ 
プログラムメッセージの末尾には CR/LF/CR+LF（CR：キャリッジリターン（0x0d）、LF：ラインフィード 0x0A）の何れかを

付加して下さい。 

 

コマンドの実行について 
コマンドはプログラムメッセージが現れる順番に従って実行されます。 

無効なコマンドはエラーと判断し、実行されません。 

マルチコマンドプログラムメッセージに有効なコマンドと無効なコマンドが含まれる場合は、無効なコマンドを検出する直

前の有効なコマンドまでが実行されます。無効なコマンド以降は有効なコマンドを含んでいたとしても無視されます。 

＜例＞ 

OUTPut：PROTection：CLEar までは有効なコマンドなため実行される。それ以降は無効なコマンドとなり無視される。 

OUTPut：PROTection：CLEar；OUTPut：TABLe：SELect[]＜NR1＞ 

 

アクノリッジメッセージ 
正常なコマンドを受信した時は“OK”、異常なコマンドを受信したときは“ＥＲＲＯＲ”を返す設定を用意しています。 

デフォルトの設定ではコマンドを受信した際の応答を返さない設定となっています。 
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コマンドリスト 
 

IEEE488.2 共通コマンド 

IEEE488.2 共通コマンドに準拠したコマンドについて説明します。 

 

共通コマンド一覧 

コマンド名 処理概要 コマンド形態 

*CLS イベントレジスタのクリア 設定のみ 

*ESE イベントステータスイネーブルレジスタビット設定 両方 

*ESR イベントステータスレジスタ問い合わせ クエリのみ 

*IDN 装置情報問い合わせ クエリのみ 

*OPC イベントステータスレジスタの OPC ビット設定 両方 

*OPT オプション実装状態の問い合わせ クエリのみ 

*PSC イネーブルレジスタ設定の初期化設定 両方 

*RST 設定パラメータの初期化 設定のみ 

*SRE サービスリクエストイネーブルビット設定 両方 

*STB ステータスバイトとマスタサマリステータスビットの問い合わせ クエリのみ 

*TRG 未対応 設定のみ 

*TST 自己診断の実行 クエリのみ 

*WAI 未対応 設定のみ 

 

*CLS：イベントレジスタのクリア 

機能： ステータスバイト、イベントステータスとエラー列を含むすべてのイベントレジスタをクリアします。 

書式： *CLS 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： 無し 

<例>  

 *CLS 

 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

130 

*ESE：イベントステータスイネーブルレジスタビット設定 

機能： イベントステータスイネーブルレジスタの設定、問い合わせをします。 

書式： *ESE[]＜NR1＞ 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0-255 

レスポンス： ＜NR1＞ イベントステータスイネーブルレジスタのビット数を返答 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 *ESE[]64 

*ESE? 

64 

 

 

*ESR：イベントステータスレジスタ問い合わせ 

機能： イベントステータスレジスタを問い合わせします。 

イベントステータスレジスタは、読み取られるとクリアされます。 

書式： *ESR 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ＜NR1＞ イベントステータスレジスタのビット数を返答、レジスタのクリア 

<例>  

 
*ESR? 

1 

 

 

*IDN：装置情報の問い合わせ 

機能： 装置情報（メーカ名、機種名、ソフトウェアバージョン 5 つ、シリアル番号）を取得します。 

書式： *IDN? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： メーカ名,機種名,PWR-CONT バージョン,MST-CONT バージョン,LCD バージョン,PWR-CONT(FPGA)バージョ

ン,MST-CONT(FPGA)バージョン,シリアル番号 

<例>  

 
*IDN? 

TAKASAGO,RZ-X-100K-H,FW_VER 01.00,01.00,01.00,01.00,01.00,1234567890AB 
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*OPC：イベントステータスレジスタの OPC ビット設定 

機能： 待機中のすべてのコマンド処理が完了したときにイベントステータスレジスタの OPC ビット（ビット：0）を設 

定します。 

書式： *OPC 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 1 すべてのコマンド処理が完了すると返答 

<例>  

 *OPC 

*OPC? 

1 

 

 

*OPT：オプション実装状態の問い合わせ 

機能： オプション実装状態を問い合わせします。 

書式： *OPT 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： オプション未実装時：00000000 

オプション実装時の返信内容は各オプションの取扱説明書をご参照ください。 

<例>  

 
*OPT? 

00000000 

 

 

*PSC：イネーブルレジスタ設定の初期化設定 

機能： 起動時のイベントステータスイネーブルレジスタとサービスリクエストイネーブルレジスタ初期化処理を有効 

にするか設定します。 

書式： *PSC 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0・・・起動時にクリアしない 

 

レスポンス： 

1・・・起動時にクリアする 

0, 1 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 *PSC 1 

*PSC? 

1 
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*RST：設定パラメータの初期化 

機能： 

 

設定パラメータの初期化（工場出荷時設定）を行ないます。 

ただし、通信設定・外部コントロール設定に関しては初期化しません。 

書式： *RST 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： 無し 

<例>  

 *RST 
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*SRE：サービスリクエストイネーブルビット設定 

機能： サービスリクエストイネーブルレジスタビットの設定、問い合わせをします。サービスリクエストイネーブル 

 

 

 

 

書式： 

レジスタによって、ステータスバイトレジスタの中のどのサマリメッセージがサービスリクエストを行うかを 

選択できます。 

サービスリクエストイネーブルレジスタをクリアするには、「*SRE 0」を送信します。クリアされたレジスタで 

は、ステータス情報によってサービスリクエストを生成することはできません。 

*SRE[]＜NR1＞ 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0-255 

レスポンス： ＜NR1＞ サービスリクエストイネーブルレジスタのビット数を返答 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 *SRE[]2 

*SRE? 

2 

 

 

*STB：ステータスバイトとマスタサマリステータスビットの問い合わせ 

機能： ステータスバイトレジスタと、RQS ビット(ビット：6)の代わりに MSS ビットの問い合わせをします。 

書式： *STB? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ステータスバイトレジスタと MSS メッセージ(ビット：6)を返答  

<例>  

 
*STB? 

66 

 

 

*TRG：トリガーコマンド(未対応) 

機能： 

 

本装置ではトリガーコマンドによる動作を用意していないので未対応。 
動作は用意していませんがエラーは返さず、アクノリッジを返信します。 

書式： *TRG 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： 無し 

<例>  

 *TRG 
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*TST：自己診断の実行 

機能： 本体の自己診断を実行します。 

書式： *TST? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： 0・・・異常なし 

1・・・異常あり 

<例>  

 
*TST? 

0 

 

 

*WAI：コマンド待機 

機能： 

 

本装置ではコマンド待機による動作を用意していないので未対応。 

動作は用意していませんがエラーは返さず、アクノリッジを返信します。 

書式： *WAI 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： 無し 

<例>  

 *WAI 
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SCPI コマンド 

SCPI プロトコルに準拠したコマンドについて説明します。 

 

CONTrol 階層 

CONTrol 階層のコマンドは、主に運転準備に関する機能が該当します。 

 

コマンド名 処理概要 コマンド形態 

CONTrol － － 

：PERMisson － － 

：CONDition 運転準備指令 両方 

：MODE 外部接点による運転準備制御の設定 両方 

 

CONTrol：PERMisson：CONDition：運転準備指令 

機能： 運転準備の制御を行います。クエリコマンドでは、装置の運転準備指令の発行状態を確認できます。 

書式： CONTrol：PERMisson：CONDition[]{＜bool＞｜STANdby｜STARtup｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(STANdby,DEFault) … 運転準備 切指令 

1(STARtup) … 運転準備 入指令 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・運転準備 待機状態の時。 

 ・外部コントロール(運転準備)が有効である時。 

<例>  

 CONT：PERM：COND[]1 

CONT：PERM：COND? 

1 
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CONTrol：PERMisson：MODE：外部接点による運転準備制御の設定 

機能： 外部接点による運転準備制御の設定、問い合わせを行います。 

書式： CONTrol：PERMisson：MODE[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 外部接点制御 無効 

1(ON) … 外部接点制御 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・運転準備 待機状態の時。 

<例>  

 CONT：PERM：MODE[]1 

CONT：PERM：MODE? 

1 

 
 

 

OUTPut 階層 

OUTPut 階層のコマンドは、出力制御やオートシーケンス動作の設定に関する機能が該当します。 

 

コマンド名 処理概要 コマンド形態 

OUTPut － － 

：MODE 動作モードの設定 両方 

：ＭＰＰＴ － － 

：ＳＴＡＲｔ － － 

[：ＡＭＰＬｉｔｕｄｅ] ＭＰＰＴ運転時の開始開放電圧の設定 両方 

：ＴＩＭＥ ＭＰＰＴ運転時の開始待機時間の設定 両方 

：ＳＴＯＰ － － 

[：ＡＭＰＬｉｔｕｄｅ] ＭＰＰＴ運転時の出力停止電圧の設定 両方 

：ＭＯＤＥ ＭＰＰＴ運転時のＭＰＰＴ停止時動作の設定 両方 

：ＳＵＰｅｒｉｍｐｏｓｅ － － 

[：ＡＭＰＬｉｔｕｄｅ] ＭＰＰＴ運転時の重畳電圧振幅の設定 両方 

：ＦＲＥＱｕｅｎｃｙ ＭＰＴＴ運転時の重畳電圧周波数の設定 両方 

：OPERation － － 

：MODE 運転モードの設定 両方 

：PATTern － － 

：LOOP パターン運転時の繰り返し回数の設定 両方 

[：MODE] パターン運転時の動作モードの設定 両方 

：REGister パターン運転データ登録 両方 

：STOP パターン終了時の出力状態の設定 両方 

：PON － － 

[：STATe] 装置起動時の動作設定 両方 

：PROTection － － 
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：BUZZer ブザー停止 設定のみ 

：MODE ブザー鳴動設定 両方 

：CLEar アラームクリア 設定のみ 

：WDOG － － 

[：DELay] 通信途絶監視時間の設定 両方 

：MODE 通信途絶検出時動作の設定 両方 

：PROGram － － 

：LOOP プログラム運転時の繰り返し回数の設定 両方 

[：MODE] プログラム運転の使用状態の問い合わせ クエリのみ 

：SELect プログラム運転に使用するプログラムの選択 両方 

：STOP プログラム終了時の出力状態の設定 両方 

：RUN RUN/STOP 制御 両方 

[：STATe] － － 

[：IMMediate] OUTPUT ON/OFF 制御 両方 

：TABLe － － 

：CAPacity 電池定格容量の設定 両方 

：EQUivalent 等価回路パラメータの問い合わせ クエリのみ 

：HORizonal 横軸データの設定 両方 

：MODE 横軸データの動作設定 両方 

[：MODE] IV 特性模擬モードの設定 両方 

：SELect SIMPLE 選択時の IV テーブル選択 両方 

：VERTical 縦軸データの設定 両方 

：MODE 縦軸データの動作設定 両方 
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OUTPut：MODE：動作モードの設定 

機能： 

 

出力動作の設定、問い合わせを行います。 

本コマンドの設定が装置の制御動作になります。 

書式： OUTPut：MODE[]{＜NR1＞｜CV｜CC｜CP | DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(CV、DEFault) … 定電圧制御 

1(CC) … 定電流制御 

2(CP)… 定電力制御 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 OUTP：MODE[]1 

OUTP：MODE? 

1 

 

 

OUTPut：MPPT：STARt[：AMPLitude]：ＭＰＰＴ運転時の開始開放電圧の設定 

機能： MPPT 運転時の開始開放電圧の設定を行います。 

書式： OUTPut：MPPT：ＳＴＡＲｔ[：ＡＭＰＬｉｔｕｄｅ][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 出力停止電圧設定の 2 倍 

DEFault … 100V×直列台数 

MAXimum … 最大値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

直列台数 

開始開放電圧設定範囲[V] 

H-TYPE  U-TYPE 

1 100.00- 787.5 100.0 - 1575.0 

2 200.0 - 1575.0 ― 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・出力停止電圧設定が 50V×直列台数超えの設定時に DEFault を引数とした場合。 

<例>  

 OUTP:MPPT:STAR[]200.00 

OUTP:MPPT:STAR? 

200.00 
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OUTPut：MPPT：STARt：TIME：ＭＰＰＴ運転時の開始待機時間の設定 

機能： MPPT 運転時の開始待機時間の設定を行います。 

書式： OUTPut：MPPT：ＳＴＡＲｔ：TIME[]{＜NR1＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 1 

DEFault … 60 

MAXimum … 60  

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP:MPPT:STAR:TIME[]15 

OUTP:MPPT:STAR:TIME? 

15 

 

 

OUTPut：MPPT：STOP[：AMPLitude]：ＭＰＰＴ運転時の出力停止電圧の設定 

機能： MPPT 運転時の出力停止電圧の設定を行います。 

書式： OUTPut：MPPT：ＳＴOP[：ＡＭＰＬｉｔｕｄｅ][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

DEFault … 50V×直列台数 

MAXimum … 開始開放電圧×50% 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

直列台数 

出力停止電圧設定範囲[V] 

H-TYPE  U-TYPE 

1 50.0 - 393.7 50.0 - 787.5 

2 100.0 - 787.5 ― 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP:MPPT:STOP[]100.00 

OUTP:MPPT:STOP? 

100.00 
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OUTPut：MPPT：STOP：MODE：ＭＰＰＴ運転時の停止時動作の設定 

機能： MPPT 運転時の停止時動作の設定を行います。 

書式： OUTPut：MPPT：STOP：MODE[]{＜NR1＞｜RUN｜STOP | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： STOP … 0 

RUN … 1 

Default … 1  

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP:MPPT:STOP:MODE[]0 

OUTP:MPPT:STOP:MODE? 

0 

 

 

OUTPut：MPPT：SUPerimpose[：AMPLitude]：ＭＰＰＴ運転時の重畳電圧振幅の設定 

機能： MPPT 運転時の重畳電圧振幅の設定を行います。 

書式： OUTPut：MPPT：ＳUPerimpose[：ＡＭＰＬｉｔｕｄｅ][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

DEFault … 3.0V×直列台数 

MAXimum … 最大値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

直列台数 

重畳電圧振幅設定範囲[V0-p] 

H-TYPE  U-TYPE 

1 1.0 – 7.5 1.0 – 7.5 

2 2.0 – 15.0 ― 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中 

<例>  

 OUTP:MPPT:SUP[]5.0 

OUTP:MPPT:SUP? 

5.0 
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OUTPut：MPPT：SUPerimpose：FREQuency：ＭＰＰＴ運転時の重畳電圧周波数の設定 

機能： MPPT 運転時の重畳電圧周波数の設定を行います。 

書式： OUTPut：MPPT：ＳUPerimpose：FREQuency[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NRｆ＞… 1.0 – 10.0Hz 

MINimum … 1.0Hz 

DEFault … 10.0Hz 

MAXimum … 10.0Hz  

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中 

<例>  

 OUTP:MPPT:SUP:FREQ[]7.0 

OUTP:MPPT:SUP:FREQ? 

7.0 

 

 

OUTPut：OPERation：MODE：運転モードの設定 

機能： 

 

運転モードの設定、問い合わせを行います。 

前面パネルや専用アプリケーションから設定された情報を元にどのモードで動くのかを決定します。 

書式： OUTPut：OPERation：MODE[]{＜NR1＞} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0 … PATTERN 運転 

1 … PROGRAM 運転 

2 … IV 運転 

3 … MPPT 運転 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中。 

<例>  

 OUTP：OPER：MODE[]1 

OUTP：OPER：MODE? 

1 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

142 

 

OUTPut：PATTern：LOOP：パターン運転時の繰り返し回数の設定 

機能： 

 

 

 

パターン運転時のパターン繰り返し回数の設定、問い合わせを行います。 

設定した値分の繰り返しを行った場合、運転停止状態へ移行します。 

すでに繰り返した回数よりも低い値を設定した場合、パターンの途中でも運転停止状態へ移行します。 

0 に設定した場合は繰り返し回数による運転停止が発生しなくなります。 

書式： OUTPut：PATTern：LOOP[]{＜NR1＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … 繰り返し回数無制限 

1(MINimum) - 65535(MAXimum) … 最大繰り返し回数 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：PATT：LOOP[]65535 

OUTP：PATT：LOOP? 

65535 

 

 

OUTPut：PATTern[：MODE]：パターン運転時の動作モードの設定 

機能： 

 

パターン運転時の動作モードの設定、問い合わせを行います。 

※※※設定時にパターン運転データが初期化されますので注意してください。※※※ 

書式： OUTPut：PATTern[：MODE][]{＜NR1＞｜CV｜CC｜CP |DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(CV、DEFault) … 定電圧制御 

1(CC) … 定電流制御 

2(CP) … 定電力制御 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・パターン運転で RUN 中。 

<例>  

 OUTP：PATT[]1 

OUTP：PATT? 

1 
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OUTPut：PATTern：REGister：パターン運転データ登録 

機能： 

 

 

パターン運転のデータを 1 行ずつ設定、問い合わせすることができます。 

前頁の「パターン運転時の動作モードの設定」コマンドで予め動作モードを指定した上で 

本コマンドによるデータの登録を行ってください。 

書式： OUTPut：PATTern：REGister[]{＜NR1＞,＜NRf＞,＜NRf＞,＜NR1＞} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 第 1 引数：行番号 

 設定するパターンの行を指定します。 

 データ範囲：1-5 

 

第 2 引数：制御値 

 制御するプリセット値になります。 

 データ範囲は設定された動作モードでの設定範囲となります。 

 

第 3 引数：制御時間 

 制御を行う時間になります。 

 データ範囲：0.001-9999.999 秒 

 

第 4 引数：制御内容 

 制御の内容になります。 

 データ範囲：0 … 終了行 

1 … STEP 

2 … SWEEP 

3 … OUTPUT OFF 

レスポンス： クエリパラメータとして行番号が必須。 

クエリパラメータで指定した行番号の情報をレスポンスします。 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・パターン運転で RUN 中。 

<例>  

 OUTP：PATT：REG[]1,20.000,10.000,2 

OUTP：PATT：REG?[]1 

1,20.000,10.000,2  

OUTP：PATT：REG? 

ERROR 
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OUTPut：PATTern：STOP：パターン終了時の出力状態の設定 

機能： パターン運転が RUN から STOP へ遷移した際に出力状態を停止するかの設定、問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：PATTern：STOP[]{＜NR1＞｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0 … 出力状態保持 

1(DEFault) … STOP 遷移時に出力停止 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：PATT：STOP[]1 

OUTP：PATT：STOP? 

1 

 

 

OUTPut：PON[：STATe]：装置起動時の動作設定 

機能： 

 

装置起動完了後、設定に応じて行う動作の設定、問い合わせを行います。 

汎用入力による制御が設定されていた場合はそちらが優先されます。 

書式： OUTPut：PON[：STATe][]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … 未使用 

1 … OUTPUT 制御 起動時、初期化完了後に運転準備入動作を行って、OUTPUT を ON にします。 

2 … RUN 制御 起動時、初期化完了後に転準備入動作を行って、起動時の設定で運転を開始します。 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：PON[]1 

OUTP：PON? 

1 
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OUTPut：PROTection：BUZZer：ブザー停止 

機能： 鳴動中のブザーを停止します。 

書式： OUTPut：PROTection：BUZZer 

形態： 設定コマンド 

パラメータ： 無し 

例>  

 OUTP：PROT：BUZZ 

 

 

OUTPut：PROTection：BUZZer：MODE：ブザー鳴動設定 

機能： アラーム発生時のブザー鳴動の設定・問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：PROTection：BUZZer：MODE[]{＜NR1＞｜OFF｜ON｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF) … 鳴動無効 

1(ON、DEFault) … 鳴動有効 

例>  

 OUTP：PROT：BUZZ：MODE 0 

OUTP：PROT：BUZZ：MODE? 

0 

 

 

OUTPut：PROTection：CLEar：アラームクリア 

機能： アラームリセット処理の実行。 

書式： OUTPut：PROTection：CLEar 

形態： 設定コマンド 

パラメータ： 無し 

<例>  

 OUTP：PROT：CLE 

注意  
注意事項：アラームリセットは、必ず原因を取り除いた後、実行して下さい。 
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OUTPut：PROTection：WDOG[：DELay]：通信途絶監視時間の設定 

機能： 通信途絶監視の監視時間の設定・問い合わせを行います。 

0.0 秒設定の場合、通信途絶監視を行いません。 

書式： OUTPut：PROTection：WDOG[：DELay] []{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド 

パラメータ： MINimum、DEFault … 0.0 

MAXimum … 3600.0 

例>  

 OUTP：PROT：WDOG 10.0 

OUTP：PROT：WDOG? 

10.0 

 

 

OUTPut：PROTection：WDOG：MODE：通信途絶検出時動作の設定 

機能： 通信途絶検出した際の装置動作の設定・問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：PROTection：WDOG：MODE[]{＜NR1＞｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … 異常としてアラーム状態とし、ステータス出力も行う 

1 … 異常とはせず、ステータス出力のみ行う 

例>  

 OUTP：PROT：WDOG：MODE 0 

OUTP：PROT：WDOG：MODE? 

0 

 

 

 

OUTPut：PROGram：LOOP：プログラム運転時の繰り返し回数の設定 

機能： 

 

 

 

プログラム運転時のプログラム繰り返し回数の設定、問い合わせを行います。 

設定した値分の繰り返しを行った場合、運転停止状態へ移行します。 

すでに繰り返した回数よりも低い値を設定した場合、プログラムの途中でも運転停止状態へ移行します。 

0 に設定した場合は繰り返し回数による運転停止が発生しなくなります。 

書式： OUTPut：PROGram：LOOP[]{＜NR1＞｜MINimum｜MAXimum | DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … 繰り返し回数無制限 

1(MINimum) - 65535(MAXimum) … 最大繰り返し回数 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 
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<例>  

 OUTP：PROG：LOOP[]65535 

OUTP：PROG：LOOP? 

65535 
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OUTPut：PROGram[：MODE]：プログラム運転の使用状態の問い合わせ 

機能： プログラム運転の使用状態の問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：PROGram[：MODE]? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： 4 種のデータをカンマ「,」区切りでレスポンスします。 

第 1 データ：運転状態を数値で返します。(0(STOP)or1(RUN)) 

第 2 データ：現在繰り返し回数 

第 3 データ：実行中の行番号 

第 4 データ：運転開始からの経過時間(hhhh:mm:ss 最大で 9999 時間 59 分 59 秒までカウント可能、最大になっ

た場合はカウントを保持します) 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：PROG：MODE? 

1,5,60,0000:01:23 

 

上記の場合、RUN 中、繰り返し回数 5 回目、60 行目を実行中、RUN 開始から 1 分 23 秒経過と判断できます。 

 

 

OUTPut：PROGram：SELect：プログラム運転に使用するプログラムの選択 

機能： 

 

プログラム運転時に使用するプログラムを設定、問い合わせを行います。 

未登録のプログラム番号を選択することも可能ですが、運転を開始することはできません。 

書式： OUTPut：PROGram：SELect[]{＜NR1＞} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 1 - 20 … プログラム番号 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・プログラム運転で RUN 中。 

<例>  

 OUTP：PROG：SEL[]1 

OUTP：PROG：SEL? 

1 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

149 

 

OUTPut：PROGram：STOP：プログラム終了時の出力状態の設定 

機能： プログラム運転が RUN から STOP へ遷移した際に出力状態を停止するかの設定、問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：PROGram：STOP[]{＜NR1＞｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0 … 出力状態保持 

1(DEFault) … STOP 遷移時に出力停止 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：PROG：STOP[]1 

OUTP：PROG：STOP? 

1 
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OUTPut：RUN：RUN/STOP 制御 

機能： 

 

運転の開始/停止の設定、問い合わせを行います。 

予め設定している運転モードを開始/停止します。 

書式： OUTPut：RUN[]{＜NR1＞｜STOP｜RUN } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(STOP)   … 停止 

1(RUN)    … 運転 

2(RESTart) … 再開(プログラム運転の再開データがある場合のみ再開、それ以外の状態では 1(RUN)と同様) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・運転準備切状態。 

 ・動作モードの不一致状態。※１ 

 ・運転に使用するデータに不備がある場合。※2 

<例>  

 OUTP：RUN[]1 

OUTP：RUN? 

1 

※１：【動作モードの設定】で設定している動作モードと【運転モードの設定】で選択した運転モードでの動作が一致しない場

合、制御を開始できないようになっています。 

 例）【運転モードの設定】で「IV 運転」を選択した場合 

「IV 運転」は定電圧制御となるため、【動作モードの設定】で定電流動作を設定している時は RUN することができませ

ん。 

 

※2：登録している IV データが装置構成と合致しない場合(電流レンジが異なる、電圧の使用範囲を超えているなど)や 

   制御に必要なデータが不足している場合などが考えられます。 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

151 

 

OUTPut[：STATe][：IMMediate]：OUTPUT ON/OFF 制御 

機能： 本装置の出力 ON/OFF の設定、問い合わせを行います。 

書式： OUTPut [:STATe][:IMMediate][]{＜NR1＞｜OFF｜ON } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF) … OUTPUT OFF 

1(ON) … OUTPUT ON 

レスポンス： 本装置の出力状態(停止時：0、出力時：1) 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・運転準備切状態。 

 ・RUN 中。 

 ・汎用入力で出力制御中。 

<例>  

 OUTP[]1 

OUTP? 

1 

 

 

OUTPut：TABLe：CAPacity：電池定格容量の設定 

機能： 

 

バッテリー模擬時の電池定格容量の設定、問い合わせを行います。 

バッテリー模擬でのみ使用し、SOC(充電率)の計算に使用されます。 

書式： OUTPut：TABLe：CAPacity[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0.1(MINimum) - 999.9(MAXimum) 単位：Ah 

レスポンス： パラメータと同様。 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：TABL：CAP[]20.0 

OUTP：TABL：CAP? 

20.0 
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OUTPut：TABLe：EQUivalent：等価回路パラメータの問い合わせ 

機能： 装置に登録してある等価回路パラメータの問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：TABLe：EQUivalent? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： レスポンスのデータはカンマ「,」区切りで 10 個送られます。 

未使用時のデータは表記なしで次のカンマが送られます。 

第 1 データ：Rd_c 充電時抵抗 

第 2 データ：Rd_d 放電時抵抗 

第 3 データ：R1 抵抗 1 番目データ 

第 4 データ：C1 静電容量 1 番目データ 

第 5 データ：R2 抵抗 2 番目データ 

第 6 データ：C2 静電容量 2 番目データ 

第 7 データ：R3 抵抗 3 番目データ 

第 8 データ：C3 静電容量 3 番目データ 

第 9 データ：R4 抵抗 4 番目データ 

第 10 データ：C4 静電容量 4 番目データ 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：TABL：EQU? 

0.549,0.549,,,0.139,13100.000,0.074,5110.000,, 

 

 

OUTPut：TABLe：HORizonal：横軸データの設定 

機能： 

 

IV 特性模擬運転時の横軸データの設定、問い合わせを行います。 

バッテリー模擬の場合は SOC のデータとして使用する。 

書式： OUTPut：TABLe：HORizonal[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： バッテリー模擬使用時 

0.0(MINimum) - 100.0(MAXimum) 単位：% 

レスポンス： 横軸データの値を返します。 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：TABL：HOR[]20.0 

OUTP：TABL：HOR? 

20.0 
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OUTPut：TABLe：HORizonal：MODE：横軸データの動作設定 

機能： IV 特性模擬運転時の横軸データ動作の設定、問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：TABLe：HORizonal：MODE[]{＜NR1＞｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 固定で使用するか、制御により可変させるかの設定。 

0（DEFault） … 固定 

1 … 可変 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・PV 模擬アプリ登録時、可変用のデータを登録していない状態で可変設定にしようとした時。 

<例>  

 OUTP：TABL：HOR：MODE[]1 

OUTP：TABL：HOR：MODE? 

1 

 

 

OUTPut：TABLe[：MODE]：IV 特性模擬のモード設定 

機能： IV 特性模擬のモードの設定、問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：TABLe[：MODE][]{＜NR1＞｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0（DEFault） … SIMPLE 

1 … 直線座標(横軸データを元にテーブルを参照します) 

2 … 直交座標(縦軸・横軸両方のデータをもとにテーブルを参照します) 

3 … 等価回路(バッテリー模擬の場合のみ選択可能になります) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中。 

 ・アプリケーションデータ未登録時。 

<例>  

 OUTP：TABL[]1 

OUTP：TABL? 

1 
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OUTPut：TABLe：SELect：SIMPLE 選択時の IV テーブル選択 

機能： SIMPLE モード運転時の IV テーブルの設定、問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：TABLe：SELect[]{＜NR1＞} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 1 – 121 … IV テーブル番号 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・登録されていない IV テーブル番号を選択しようとした時。 

<例>  

 OUTP：TABL：SEL[]1 

OUTP：TABL：SEL? 

1 

 

 

OUTPut：TABLe：VERTical：縦軸データの設定 

機能： 

 

IV 特性模擬運転時の縦軸データの設定、問い合わせを行います。 

データとしては温度データとなります。 

書式： OUTPut：TABLe：VERTical[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： バッテリー模擬使用時 

-100.0(MINimum) - 100.0(MAXimum) 単位：℃ 

レスポンス： 縦軸データの値を返します。 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 OUTP：TABL：VERT[]20.0 

OUTP：TABL：VERT? 

20.0 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

155 

 

OUTPut：TABLe：VERTical：MODE：縦軸データの動作設定 

機能： IV 特性模擬運転時の縦軸データ動作の設定、問い合わせを行います。 

書式： OUTPut：TABLe：VERTical：MODE[]{＜NR1＞｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 固定で使用するか、制御により可変させるかの設定。 

0（DEFault） … 固定 

1 … 可変 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・可変用のデータを登録していない状態で可変設定にしようとした時。 

<例>  

 OUTP：TABL：VERT：MODE[]1 

OUTP：TABL：VERT：MODE? 

1 
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MEASure 階層 

MEASure 階層のコマンドは、計測値の取得や計測積算データの取得・クリアや計測のユーザー調整など、計測に関す

る機能が該当します。 

 

コマンド名 処理概要 コマンド形態 

MEASure － － 

[：SCALar] － － 

：CURRent － － 

[：DC] 電流計測値の取得 クエリのみ 

：OUTPut － － 

：INTegrate 出力電気量の総合値 両方 

：SINK 出力電気量のシンク値 両方 

：SOURce 出力電気量のソース値 両方 

：VOLTage － － 

[：DC] 電圧計測値の取得 クエリのみ 

：POWer － － 

[：DC] 電力計測値の取得 クエリのみ 

：INPut － － 

：INTegrate 入力電力量の総合値 両方 

：SINK 入力電力量のシンク値 両方 

：SOURce 入力電力量のソース値 両方 

：OUTPut － － 

：INTegrate 出力電力量の総合値 両方 

：SINK 出力電力量のシンク値 両方 

：SOURce 出力電力量のソース値 両方 

 

MEASure［：SCALar］：CURRent［：DC］：電流計測値の取得 

機能： 電流計測値の問い合わせを行います。 

書式： MEASure［：SCALar］：CURRent［：DC］? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： 前面パネルの表示と同様の分解能のデータを返す。単位：A 

制限： 以下の状態の場合、正常なクエリコマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：CURR? 

12.000 
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MEASure［：SCALar］：CURRent：OUTPut：INTegrate：出力電気量の総合値 

機能： 

 

装置の出力電気量の総合値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：CURRent：OUTPut：INTegrate 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 出力電気量の総合値。 単位：Ah 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：CURR：OUTP：INT? 

20.0 

MEAS：CURR：OUTP：INT 

MEAS：CURR：OUTP：INT? 

0.0 

 

 

 

MEASure［：SCALar］：CURRent：OUTPut：SINK：出力電気量のシンク値 

機能： 

 

装置の出力電気量のシンク値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：CURRent：OUTPut：SINK 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 出力電気量のシンク値。シンクなのでデータはマイナスとなる。 単位：Ah 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：CURR：OUTP：SINK? 

-20.0 

MEAS：CURR：OUTP：SINK 

MEAS：CURR：OUTP：SINK? 

0.0 
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MEASure［：SCALar］：CURRent：OUTPut：SOURce：出力電気量のソース値 

機能： 

 

装置の出力電気量のソース値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：CURRen：OUTPut：SOURce 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 出力電気量のソース値。 単位：Ah 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：CURR：OUTP：SOUR? 

20.0 

MEAS：CURR：OUTP：SOUR 

MEAS：CURR：OUTP：SOUR? 

0.0 

 

 

 

MEASure［：SCALar］：VOLTage[：DC]：電圧計測値の取得 

機能： 電圧計測値の問い合わせを行います。 

書式： MEASure［：SCALar］：VOLTage［：DC］? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： 前面パネルの表示と同様の分解能のデータを返す。単位：V 

制限： 以下の状態の場合、正常なクエリコマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：VOLT? 

30.00 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

159 

 

MEASure［：SCALar］：POWer [：DC]：電力計測値の取得 

機能： 電力計測値を取得します。 

書式： MEASure［：SCALar］：POWer［：DC］? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： 前面パネルの表示と同様の分解能のデータを返す。単位：kW 

制限： 以下の状態の場合、正常なクエリコマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：POW? 

3.0000 

 

 

MEASure［：SCALar］：POWer：INPut：INTegrate：入力電力量の総合値 

機能： 

 

装置の入力電力量の総合値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：POWer：INPut：INTegrate 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 入力電力量の総合値。 単位：kWh 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：POW：INP：INT? 

20.0 

MEAS：POW：INP：INT 

MEAS：POW：INP：INT? 

0.0 
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MEASure［：SCALar］：POWer：INPut：SINK：入力電力量のシンク値 

機能： 

 

装置の入力電力量のシンク値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：POWer：INPut：SINK 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 入力電力量のシンク値。シンクなのでデータはマイナスとなる。 単位：kWh 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：POW：INP：SINK? 

-20.0 

MEAS：POW：INP：SINK 

MEAS：POW：INP：SINK? 

0.0 

 

 

 

MEASure［：SCALar］：POWer：INPut：SOURce：入力電力量のソース値 

機能： 

 

装置の入力電力量のソース値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：POWer：INPut：SOURce 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 入力電力量のソース値。 単位：kWh 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：POW：INP：SOUR? 

20.0 

MEAS：POW：INP：SOUR 

MEAS：POW：INP：SOUR? 

0.0 
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MEASure［：SCALar］：POWer：OUTPut：INTegrate：出力電力量の総合値 

機能： 

 

装置の出力電力量の総合値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：POWer：OUTPut：INTegrate 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 出力電力量の総合値。 単位：kWh 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：POW：OUTP：INT? 

20.0 

MEAS：POW：OUTP：INT 

MEAS：POW：OUTP：INT? 

0.0 

 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

162 

 

MEASure［：SCALar］：POWer：OUTPut：SINK：出力電力量のシンク値 

機能： 

 

装置の出力電力量のシンク値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：POWer：OUTPut：SINK 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 出力電力量のシンク値。シンクなのでデータはマイナスとなる。 単位：kWh 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：POW：OUTP：SINK? 

-20.0 

MEAS：POW：OUTP：SINK 

MEAS：POW：OUTP：SINK? 

0.0 

 

 

 

MEASure［：SCALar］：POWer：OUTPut：SOURce：出力電力量のソース値 

機能： 

 

装置の出力電力量のソース値の問い合わせを行います。 

設定コマンドを送信することで積算値をクリアすることができます。 

書式： MEASure[：SCALar]：POWer：OUTPut：SOURce 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 無し 

レスポンス： 出力電力量のソース値。 単位：kWh 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 MEAS：POW：OUTP：SOUR? 

20.0 

MEAS：POW：OUTP：SOUR 

MEAS：POW：OUTP：SOUR? 

0.0 
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SOURce 階層 

SOURce 階層のコマンドは、プリセット設定値の設定など、出力設定に関する機能が該当します。 

 

コマンド名 処理概要 コマンド形態 

[SOURce] － － 

：CURRent － － 

：EXTernal － － 

：SOURce 外部アナログ(電流)制御の設定 両方 

：RANGe 外部アナログ(電流)のレンジ設定 両方 

[：LEVel] － － 

[：IMMediate] － － 

[：AMPLitude] 定電流動作の制御値設定 両方 

：LIMit － － 

：SINK シンク電流制限の設定 両方 

：SOURce ソース電流制限の設定 両方 

：PROTection － － 

：SINK － － 

[：LEVel] シンク過電流保護の設定 両方 

：SOURce － － 

[：LEVel] ソース過電流保護の設定 両方 

：RANGe 電流レンジの設定 両方 

：SLEW － － 

：RISing CC スルーレート(上昇)設定 両方 

：FALLing CC スルーレート(下降)設定 両方 

：POWer － － 

[：LEVel] － － 

[：IMMediate] － － 

[：AMPLitude] 定電力動作の制御値設定 両方 

：LIMit － － 

：SINK シンク電力制限の設定 両方 

：SOURce ソース電力制限の設定 両方 

：PROTection － － 

：SINK － － 

[：LEVel] シンク過電力保護の設定 両方 

：SOURce － － 

[：LEVel] ソース過電力保護の設定 両方 

：RESistance － － 

：INTernal 内部抵抗の設定 両方 
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コマンド名 処理概要 コマンド形態 

[SOURce] － － 

：VOLTage － － 

：EXTernal － － 

：SOURce 外部アナログ(電圧)制御の設定 両方 

：RANGe 外部アナログ(電圧)のレンジ設定 両方 

[：LEVel] － － 

[：IMMediate] － － 

[：AMPLitude] 定電圧動作の制御値設定 両方 

：LIMit － － 

：HIGH 電圧上限の設定 両方 

：LOW 電圧下限の設定 両方 

：PROTection － － 

[：LEVel] 出力過電圧保護の設定 両方 

：RANGe 電圧レンジの設定 両方 

：SLEW － － 

：RISing CV スルーレート(上昇)設定 両方 

：FALLing CV スルーレート(下降)設定 両方 

 

[SOURce]：CURRent：EXTernal：SOURce：外部アナログ(電流)制御の設定 

機能： 

 

定電流制御時の制御情報として外部アナログからの入力を使用するか設定、問い合わせを行います。 

有効にした場合、プリセットの設定は使用されず、外部アナログからの入力が優先されます。 

書式： [SOURce]：CURRent：EXTernal：SOURce[]{＜NR1＞｜NONE｜VOLTage｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0（NONE、DEFault） … 無効 

1(VOLTage) … 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中 

<例>  

 CURR：EXT：SOUR[]1 

CURR：EXT：SOUR? 

1 
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[SOURce]：CURRent：EXTernal：RANGe：外部アナログ(電流) のレンジ設定 

機能： 外部アナログの計測レンジの設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：EXTernal：RANGe[]{＜NR1＞｜LOW｜HIGH｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0（LOW、DEFault） … ±5V 

1(HIGH) … ±10V 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中 

<例>  

 CURR：EXT：RANG[]1 

CURR：EXT：RANG? 

1 
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[SOURce]：CURRent[：LEVel][：IMMediate][：AMPLitude]：定電流動作の制御値設定 

機能： 

 

定電流動作時の出力電流の設定、問い合わせを行います。 

外部アナログによる制御が有効であった場合は使用されません。 

書式： [SOURce]：CURRent[：LEVel][：IMMediate][：AMPLitude][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

DEFault … 0A 

MAXimum … 最大値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

並列台数 

出力電流設定範囲[A] 

H-TYPE   

L レンジ H レンジ   

1 -42.000 – 42.000 -420.00 - 420.00   

2 -84.000 – 84.000 -840.00 - 840.00   

3 -126.000 – 126.000 -1260.00 - 1260.00   

4 -168.000 – 168.000 -1680.00 - 1680.00   

5 -210.000 – 210.000 -2100.00 - 2100.00   

6 -252.000 – 252.000 -2520.00 - 2520.00   

7 -294.000 – 294.000 -2940.00 - 2940.00   

8 -336.000 – 336.000 -3360.00 - 3360.00   

9 -378.000 – 378.000 -3780.00 - 3780.00   

10 -420.000 – 420.000 -4200.00 - 4200.00   

11 -462.000 – 462.000 -4620.00 - 4620.00   

12 -504.000 – 504.000 -5040.00 - 5040.00   

13 -546.000 – 546.000 -5460.00 - 5460.00   

14 -588.000 – 588.000 -5880.00 - 5880.00   

15 -630.000 – 630.000 -6300.00 - 6300.00   

16 -672.000 – 672.000 -6720.00 - 6720.00   

17 -714.000 – 714.000 -7140.00 - 7140.00   

18 -756.000 – 756.000 -7560.00 - 7560.00   

19 -798.000 – 798.000 -7980.00 - 7980.00   

20 -840.000 – 840.000 -8400.00 - 8400.00   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 CURR[]30.000 

CURR? 

30.000 
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[SOURce]：CURRent：LIMit：SINK：シンク電流制限の設定 

機能： 定電流動作以外の動作時に使用される出力電流のシンク側制限を設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：LIMit：SINK[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

DEFault … MINimum と同値。 

MAXimum … 0A  

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

並列台数 

シンク電流制限設定範囲[A] 

H-TYPE  

L レンジ H レンジ   

1 -42.000- -0.400 -420.00 - 4.00   

2 -84.000 - -0.800 -840.00 - 8.00   

3 -126.00 - -1.20 -1260.0 - 12.0   

4 -168.00 - -1.60 -1680.0 - 16.0   

5 -210.00 - -2.00 -2100.0 - 20.0   

6 -252.00 - -2.40 -2520.0 - 24.0   

7 -294.00 - -2.80 -2940.0 - 28.0   

8 -336.00 - -3.20 -3360.0 - 32.0   

9 -378.00 - -3.60 -3780.0 - 36.0   

10 -420.00 - -4.00 -4200.0 - 40.0   

11 -462.00 - -4.40 -4620.0 - 44.0   

12 -504.00 - -4.80 -5040.0 - 48.0   

13 -546.00 - -5.20 -5460.0 - 52.0   

14 -588.00 - -5.60 -5880.0 - 56.0   

15 -630.00 - -6.00 -6300.0 - 60.0   

16 -672.00 - -6.40 -6720.0 - 64.0   

17 -714.00 - -6.80 -7140.0 - 68.0   

18 -756.00 - -7.20 -7560.0 - 72.0   

19 -798.00 - -7.60 -7980.0 - 76.0   

20 -840.00 - -8.00 -8400.0 - 80.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 CURR：LIM：SINK[]-30.000 

CURR：LIM：SINK? 

-30.000 
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[SOURce]：CURRent：LIMit：SOURce：ソース電流制限の設定 

機能： 定電流動作以外の動作時に使用される出力電流のソース側制限を設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：LIMit：SOURce[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 0A  

DEFault … MAXimum と同値。 

MAXimum … 最大値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

並列台数 

ソース電流制限設定範囲[A] 

H-TYPE  

L レンジ H レンジ   

1 0.400 - 42.000 4.00 – 420.00   

2 0.800 - 84.000 8.00 – 840.00   

3 1.2 – 126.00 12.0 – 1260.0   

4 1.60 – 168.00 16.0 – 1680.0   

5 2.00 – 210.00 20.0 – 2100.0   

6 2.40 – 252.00 24.0 – 2520.0   

7 2.80 – 294.00 28.0 – 2940.0   

8 3.20 – 336.00 32.0 – 3360.0   

9 3.60 – 378.00 36.0 – 3780.0   

10 4.00 – 420.00 40.0 – 4200.0   

11 4.40 – 462.00 44.0 – 4620.0   

12 4.80 – 504.00 48.0 – 5040.0   

13 5.20 – 546.00 52.0 – 5460.0   

14 5.60 – 588.00 56.0 – 5880.0   

15 6.00 – 630.00 60.0 – 6300.0   

16 6.40 – 672.00 64.0 – 6720.0   

17 6.80 – 714.00 68.0 – 7140.0   

18 7.20 – 756.00 72.0 – 7560.0   

19 7.60 – 798.00 76.0 – 7980.0   

20 8.00 – 840.00 80.0 – 8400.0   

限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 CURR：LIM：SOUR[]30.000 

CURR：LIM：SOUR? 

30.000 
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[SOURce]：CURRent：PROTection：SINK[：LEVel]：シンク過電流保護の設定 

機能： シンク過電流保護の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：PROTection：SINK[：LEVel][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum、DEFault … 最小値 

MAXimum … 最大値  

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

並列台数 

シンク過電流保護設定範囲[A] 

H-TYPE  

L レンジ H レンジ   

1 -44.000- -0.400 -440.00 - 4.00   

2 -88.000 - -0.800 -880.00 - 8.00   

3 -132.00 - -1.20 -1320.0 - 12.0   

4 -176.00 - -1.60 -1760.0 - 16.0   

5 -220.00 - -2.00 -2200.0 - 20.0   

6 -264.00 - -2.40 -2640.0 - 24.0   

7 -308.00 - -2.80 -3080.0 - 28.0   

8 -352.00 - -3.20 -3520.0 - 32.0   

9 -396.00 - -3.60 -3960.0 - 36.0   

10 -440.00 - -4.00 -4400.0 - 40.0   

11 -484.00 - -4.40 -4840.0 - 44.0   

12 -528.00 - -4.80 -5280.0 - 48.0   

13 -572.00 - -5.20 -5720.0 - 52.0   

14 -616.00 - -5.60 -6160.0 - 56.0   

15 -660.00 - -6.00 -6600.0 - 60.0   

16 -704.00 - -6.40 -7040.0 - 64.0   

17 -748.00 - -6.80 -7480.0 - 68.0   

18 -792.00 - -7.20 -7920.0 - 72.0   

19 -836.00 - -7.60 -8360.0 - 76.0   

20 -880.00 - -8.00 -8800.0 - 80.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 CURR：PROT：SINK[]-30.000 

CURR：PROT：SINK? 

-30.000 
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[SOURce]：CURRent：PROTection：SOURce [：LEVel]：ソース過電流保護の設定 

機能： ソース過電流保護の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：PROTection：SOURce[：LEVel][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

MAXimum、DEFault … 最大値  

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

並列台数 

ソース過電流保護設定範囲[A] 

H-TYPE  

L レンジ H レンジ   

1 0.400 - 44.000 4.00 – 440.00   

2 0.800 - 88.000 8.00 – 880.00   

3 1.20 – 132.00 12.0 – 1320.0   

4 1.60 – 176.00 16.0 – 1760.0   

5 2.000 – 220.00 20.0 – 2200.0   

6 2.40 – 264.00 24.0 – 2640.0   

7 2.80 – 308.00 28.0 – 3080.0   

8 3.20 – 352.00 32.0 – 3520.0   

9 3.60 – 396.00 36.0 – 3960.0   

10 4.00 – 440.00 40.0 – 4400.0   

11 4.40 – 484.00 44.0 – 4840.0   

12 4.80 – 528.00 48.0 – 5280.0   

13 5.20 – 572.00 52.0 – 5720.0   

14 5.60 – 616.00 56.0 – 6160.0   

15 6.00 – 660.00 60.0 – 6600.0   

16 6.40 – 704.00 64.0 – 7040.0   

17 6.80 – 748.00 68.0 – 7480.0   

18 7.20 – 792.00 72.0 – 7920.0   

19 7.60 – 836.00 76.0 – 8360.0   

20 8.00 – 880.00 80.0 – 8800.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 CURR：PROT：SOUR[]30.000 

CURR：PROT：SOUR? 

30.000 
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[SOURce]：CURRent：RANGe：電流レンジの設定 

機能： 装置の電流レンジの設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：RANGe[]{＜NR1＞｜LOW｜HIGH｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0（LOW、DEFault） … L レンジ 

1(HIGH) … H レンジ 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 CURR：RANG[]1 

CURR：RANG? 

1 
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[SOURce]：CURRent：SLEW：RISing：CC スルーレート(上昇)設定 

機能： 定電流制御動作時のスルーレート上昇量の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：SLEW：RISing[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

MAXimum … 最大値 

DEFault … （定格電流(A)÷200ms) 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

並列台数 

電流スルーレート設定範囲[A/ms] 

H-TYPE  

L レンジ H レンジ   

1 0.04 - 40.00 0.4 - 400.0   

2 0.08 - 80.00 0.8 – 800.0   

3 0.12 - 120.00 1.2 - 1200.0   

4 0.16 - 160.00 1.6 - 1600.0   

5 0.20 - 200.00 2.0 - 2000.0   

6 0.24 - 240.00 2.4 - 2400.0   

7 0.28 - 280.00 2.8 - 2800.0   

8 0.32 - 320.00 3.2 - 3200.0   

9 0.36 - 360.00 3.6 - 3600.0   

10 0.40 - 400.00 4.0 - 4000.0   

11 0.44 - 440.00 4.4 - 4400.0   

12 0.48 - 480.00 4.8 - 4800.0   

13 0.52 - 520.00 5.2 - 5200.0   

14 0.56 - 560.00 5.6 - 5600.0   

15 0.60 - 600.00 6.0 - 6000.0   

16 0.64 - 640.00 6.4 - 6400.0   

17 0.68 - 680.00 6.8 - 6800.0   

18 0.72 - 720.00 7.2 - 7200.0   

19 0.76 - 760.00 7.6 - 7600.0   

20 8.00 - 800.00 8.0 - 8000.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 CURR：SLEW：RIS[]3.00 

CURR：SLEW：RIS? 

3.00 
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[SOURce]：CURRent：SLEW：FALLing：CC スルーレート(下降)設定 

機能： 定電流制御動作時のスルーレート下降量の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：CURRent：SLEW：FALLing[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

MAXimum … 最大値 

DEFault … （定格電流(A)÷200ms) 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

並列台数 

電流スルーレート設定範囲[A/ms] 

H-TYPE  

L レンジ H レンジ   

1 0.04 - 40.00 0.4 - 400.0   

2 0.08 - 80.00 0.8 – 800.0   

3 0.12 - 120.00 1.2 - 1200.0   

4 0.16 - 160.00 1.6 - 1600.0   

5 0.20 - 200.00 2.0 - 2000.0   

6 0.24 - 240.00 2.4 - 2400.0   

7 0.28 - 280.00 2.8 - 2800.0   

8 0.32 - 320.00 3.2 - 3200.0   

9 0.36 - 360.00 3.6 - 3600.0   

10 0.40 - 400.00 4.0 - 4000.0   

11 0.44 - 440.00 4.4 - 4400.0   

12 0.48 - 480.00 4.8 - 4800.0   

13 0.52 - 520.00 5.2 - 5200.0   

14 0.56 - 560.00 5.6 - 5600.0   

15 0.60 - 600.00 6.0 - 6000.0   

16 0.64 - 640.00 6.4 - 6400.0   

17 0.68 - 680.00 6.8 - 6800.0   

18 0.72 - 720.00 7.2 - 7200.0   

19 0.76 - 760.00 7.6 - 7600.0   

20 8.00 - 800.00 8.0 - 8000.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 CURR：SLEW：FALL[]3.00 

CURR：SLEW：FALL? 

3.00 
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[SOURce]：POWer[：LEVel][：IMMediate][：AMPLitude]：定電力動作の制御値設定 

機能： 定電力動作時の出力電力の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：POWer[：LEVel][：IMMediate][：AMPLitude][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

DEFault … 0kW 

MAXimum … 最大値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

レンジ 

 

 

直並列台数 

定電力設定範囲[kW] 

装置タイプ/電圧レンジ-電流レンジ 

H-TYPE 

L- L L- H/ H-L H-H 

1 -3.1500 – 3.1500 -31.500 – 31.500 -105.00 - 105.00 

2 -6.3000 - 6.3000 -63.000 – 63.000 -210.00 – 210.00 

3 -9.4500 - 9.4500 -94.500 – 94.500 -315.00 – 315.00 

4 -12.600 - 12.600 -126.00 – 126.00 -420.00 – 420.00 

5 -15.750 - 15.750 -157.50 – 157.50 -525.00 – 525.00 

6 -18.900 - 18.900 -189.00 – 189.00 -630.00 – 630.00 

7 -22.050 - 22.050 -220.50 – 220.50 -735.00 – 735.00 

8 -25.200 - 25.200 -252.00 – 252.00 -840.00 – 840.00 

9 -28.350 - 28.350 -283.50 – 283.50 -945.00 – 945.00 

10 -31.500 - 31.500 -315.00 – 315.00 -1050.0 – 1050.0 

11 -34.650 - 34.650 -346.50 – 346.50 -1155.0 – 1155.0 

12 -37.800 - 37.800 -378.00 – 378.00 -1260.0 – 1260.0 

13 -40.950 - 40.950 -409.50 – 409.50 -1365.0 – 1365.0 

14 -44.100 - 44.100 -441.00 – 441.00 -1470.0 – 1470.0 

15 -47.250 - 47.250 -472.50 – 472.50 -1575.0 – 1575.0 

16 -50.400 - 50.400 -504.00 – 504.00 -1680.0 – 1680.0 

17 -53.550 - 53.550 -535.50 – 535.50 -1785.0 – 1785.0 

18 -56.700 - 56.700 -567.00 – 567.00 -1890.0 – 1890.0 

19 -59.850 - 59.850 -598.50 – 598.50 -1995.0 – 1995.0 

20 -63.000 - 63.000 -630.00 – 630.00 -2100.0 – 2100.0 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 POW[]30.000 

POW? 

30.000 
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[SOURce]：POWer：LIMit：SINK：シンク電力制限の設定 

機能： 定電力動作以外の動作時に使用される出力電力のシンク側制限を設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：POWer：LIMit：SINK[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

DEFault … MINimum と同値。 

MAXimum … 0kW 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

レンジ 

 

 

 

直並列台数 

シンク電力制限設定範囲[kW] 

装置タイプ/電圧レンジ-電流レンジ 

H-TYPE 

L- L L- H/ H-L H-H 

1 -3.1500 - -0.0300 -31.500 - -0.300 -105.00 – -1.00 

2 -6.3000 - -0.0600 -63.000 - -0.600 -210.00 – -2.00 

3 -9.4500 - -0.0900 -94.500 - -0.900 -315.00 – -3.00 

4 -12.600 - -0.120 -126.00 - -1.20 -420.00 – -4.00 

5 -15.750 - -0.150 -157.50 - -1.50 -525.00 – -5.00 

6 -18.900 - -0.180 -189.00 - -1.80 -630.00 – -6.00 

7 -22.050 - -0.210 -220.50 - -2.10 -735.00 – -7.00 

8 -25.200 - -0.240 -252.00 - -2.40 -840.00 – -8.00 

9 -28.350 - -0.270 -283.50 - -2.70 -945.00 – -9.00 

10 -31.500 - -0.300 -315.00 - -3.00 -1050.0 – -10.0 

11 -34.650 - -0.330 -346.50 - -3.30 -1155.0 – -11.0 

12 -37.800 - -0.360 -378.00 - -3.60 -1260.0 – -12.0 

13 -40.950 - -0.390 -409.50 - -3.90 -1365.0 – -13.0 

14 -44.100 - -0.420 -441.00 - -4.20 -1470.0 – -14.0 

15 -47.250 - -0.450 -472.50 - -4.50 -1575.0 – -15.0 

16 -50.400 - -0.480 -504.00 - -4.80 -1680.0 – -16.0 

17 -53.550 - -0.510 -535.50 - -5.10 -1785.0 – -17.0 

18 -56.700 - -0.540 -567.00 - -5.40 -1890.0 – -18.0 

19 -59.850 – -0.570 -598.50 – -5.70 -1995.0 – -19.0 

20 -63.000 - -0.600 -630.00 - -6.00 -2100.0 – -20.0 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

  

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 POW：LIM：SINK[]-30.000 

POW：LIM：SINK? 

-30.0 
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[SOURce]：POWer：LIMit：SOURce：ソース電力制限の設定 

機能： 定電力動作以外の動作時に使用される出力電力のソース側制限を設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：POWer：LIMit：SOURce[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 0W  

DEFault … MAXimum と同値。 

MAXimum … 最大値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

レンジ 

 

 

 

直並列台数 

ソース電力制限設定範囲[kW] 

装置タイプ/電圧レンジ-電流レンジ 

H-TYPE 

L- L L- H/ H-L H-H 

1 0.0300 – 3.1500 0.300 – 31.500 1.00 – 105.00 

2 0.0600 - 6.300 0.600 - 63.000 2.00 - 210.00 

3 0.0900 - 9.450 0.900 - 94.500 3.00 - 315.00 

4 0.120 - 12.60 1.20 - 126.00 4.00 - 420.00 

5 0.150 - 15.75 1.50 - 157.50 5.00 - 525.00 

6 0.180 - 18.90 1.80 - 189.00 6.00 - 630.00 

7 0.210 - 22.05 2.10 - 220.50 7.00 - 735.00 

8 0.240 - 25.20 2.40 - 252.00 8.00 - 840.00 

9 0.270 - 28.35 2.70 - 283.50 9.00 - 945.00 

10 0.300 - 31.50 3.00 - 315.00 10.0 - 1050.0 

11 0.330 – 34.65 3.30 – 346.50 11.0 – 1155.0 

12 0.360 - 37.80 3.60 - 378.00 12.0 - 1260.0 

13 0.390 - 40.95 3.90 – 409.50 13.0 – 1365.0 

14 0.420 - 44.10 4.20 - 441.00 14.0 - 1470.0 

15 0.450 - 47.25 4.50 – 472.50 15.0 – 1575.0 

16 0.480 - 50.40 4.80 - 504.00 16.0 - 1680.0 

17 0.510 - 53.55 5.10 – 535.50 17.0 – 1785.0 

18 0.540 - 56.70 5.40 - 567.00 18.0 - 1890.0 

19 0.570 - 59.85 5.70 – 598.50 19.0 – 1995.0 

20 0.600 - 63.00 6.00 - 630.00 20.0 - 2100.0 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 POW：LIM：SOUR[]30.000 

POW：LIM：SOUR? 

30.0 
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[SOURce]：POWer：PROTection：SINK[：LEVel]：シンク過電力保護の設定 

機能： シンク過電力保護の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：POWer：PROTection：SINK[：LEVel][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum、DEFault … 最小値 

MAXimum … 最大値  

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

レンジ 

 

 

 

直並列台数 

シンク過電力設定範囲[kW] 

装置タイプ/電圧レンジ-電流レンジ 

H-TYPE 

L- L L- H H-H 

1 -3.3000 - -0.0300 -33.000 - -0.300 -110.00 - -1.00 

2 -6.6000 - -0.0600 -66.000 - -0.600 -220.00 - -2.00 

3 -9.9000 - -0.0900 -99.000 - -0.900 -330.00 - -3.00 

4 -13.200 - -0.120 -132.00 - -1.20 -440.00 - -4.00 

5 -16.500 - -0.150 -165.00 - -1.50 -550.00 - -5.00 

6 -19.800 - -0.180 -198.00 - -1.80 -660.00 - -6.00 

7 -23.100 - -0.210 -231.00 - -2.10 -770.00 - -7.00 

8 -26.400 - -0.240 -264.00 - -2.40 -880.00 - -8.00 

9 -29.700 - -0.270 -297.00 - -2.70 -990.00 - -9.00 

10 -33.000 - -0.300 -330.00 - -3.00 -1100.0 - -10.0 

11 -36.300 - -0.330 -363.00 - -3.30 -1210.0 - -11.0 

12 -39.600 - -0.360 -396.00 - -3.60 -1320.0 - -12.0 

13 -42.900 - -0.390 -429.00 - -3.90 -1430.0 - -13.0 

14 -46.200 - -0.420 -462.00 - -4.20 -1540.0 - -14.0 

15 -49.500 - -0.450 -495.00 - -4.50 -1650.0 - -15.0 

16 -52.800 - -0.480 -528.00 - -4.80 -1760.0 - -16.0 

17 -56.100 - -0.510 -561.00 - -5.10 -1870.0 - -17.0 

18 -59.400 - -0.540 -594.00 - -5.40 -1980.0 - -18.0 

19 -62.700 – -0.570 -627.00 – -5.70 -2090.0 – -19.0 

20 -66.000 - -0.600 -660.00 - -6.00 -2200.0 - -20.0 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 POW：PROT：SINK[]-30.000 

POW：PROT：SINK? 

-30.0 
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[SOURce]：POWer：PROTection：SOURce[：LEVel]：ソース過電力保護の設定 

機能： ソース過電力保護の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：POWer：PROTection：SOURce[：LEVel][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

MAXimum、DEFault … 最大値  

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

レンジ 

 

 

 

直並列台数 

ソース過電力設定範囲[kW] 

装置タイプ/電圧レンジ-電流レンジ 

H-TYPE 

L- L L- H/ H-L H-H 

1 0.0300 – 3.3000 0.300 – 33.000 1.00 – 110.00 

2 0.0600 - 6.600 0.600 - 66.000 2.00 - 220.00 

3 0.0900 - 9.900 0.900 - 99.000 3.00 - 330.00 

4 0.120 – 13.200 1.20 - 132.00 4.00 - 440.00 

5 0.150 – 16.500 1.50 - 165.00 5.00 - 550.00 

6 0.180 – 19.800 1.80 - 198.00 6.00 - 660.00 

7 0.210 – 23.100 2.10 - 231.00 7.00 - 770.00 

8 0.240 – 26.400 2.40 - 264.00 8.00 - 880.00 

9 0.270 – 29.700 2.70 - 297.00 9.00 - 990.00 

10 0.300 – 33.000 3.00 - 330.00 10.0 - 1100.0 

11 0.330 – 36.300 3.30 – 363.00 11.0 – 1210.0 

12 0.360 - 39.600 3.60 - 396.00 12.0 - 1320.0 

13 0.390 – 42.900 3.90 – 429.00 13.0 – 1430.0 

14 0.420 - 46.200 4.20 - 462.00 14.0 - 1540.0 

15 0.450 – 49.500 4.50 – 495.00 15.0 – 1650.0 

16 0.480 - 52.800 4.80 - 528.00 16.0 - 1760.0 

17 0.510 – 56.100 5.10 – 561.00 17.0 – 1870.0 

18 0.540 - 59.400 5.40 - 594.00 18.0 - 1980.0 

19 0.570 – 62.700 5.70 – 627.00 19.0 – 2090.0 

20 0.600 - 66.000 6.00 - 660.00 20.0 - 2200.0 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 POW：PROT：SOUR[]30.000 

POW：PROT：SOUR? 

30.0 
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[SOURce]：RESistance：INTernal：内部抵抗の設定 

機能： 内部抵抗の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：RESistance：INTernal[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum、DEFault … 0Ω 

MAXimum … 最大値  

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

構成 

内部抵抗設定範囲[Ω] 

H-TYPE  

直列台数：1、並列台数：1 0.0000 - 0.6250  

直列台数：1、並列台数：2 0.0000 - 0.3125  

直列台数：1、並列台数：3 0.0000 - 0.2083  

直列台数：1、並列台数：4 0.0000 - 0.1563  

直列台数：1、並列台数：5 0.0000 - 0.1250  

直列台数：1、並列台数：6 0.0000 - 0.1042  

直列台数：1、並列台数：7 0.0000 - 0.0893  

直列台数：1、並列台数：8 0.0000 - 0.0782  

直列台数：1、並列台数：9 0.0000 - 0.0694  

直列台数：1、並列台数：10 0.0000 - 0.0625  

直列台数：1、並列台数：11 0.0000 - 0.0568  

直列台数：1、並列台数：12 0.0000 - 0.0521  

直列台数：1、並列台数：13 0.0000 - 0.0481  

直列台数：1、並列台数：14 0.0000 - 0.0446  

直列台数：1、並列台数：15 0.0000 - 0.0417  

直列台数：1、並列台数：16 0.0000 - 0.0391  

直列台数：1、並列台数：17 0.0000 - 0.0368  

直列台数：1、並列台数：18 0.0000 - 0.0347  

直列台数：1、並列台数：19 0.0000 - 0.0329  

直列台数：1、並列台数：20 0.0000 - 0.0312  

直列台数：2、並列台数：1 0.0000 - 1.2500  

直列台数：2、並列台数：2 0.0000 - 0.6250  

直列台数：2、並列台数：3 0.0000 – 0.4167  

直列台数：2、並列台数：4 0.0000 – 0.3125  

直列台数：2、並列台数：5 0.0000 – 0.2500  

直列台数：2、並列台数：6 0.0000 – 0.2083  

直列台数：2、並列台数：7 0.0000 – 0.1786  

直列台数：2、並列台数：8 0.0000 – 0.1563  

直列台数：2、並列台数：9 0.0000 – 0.1389  

直列台数：2、並列台数：10 0.0000 – 0.1250  
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制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 RES：INT[]0.1100 

RES：INT? 

0.1100 
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[SOURce]：VOLTage：EXTernal：SOURce：外部アナログ(電圧)制御の設定 

機能： 定電圧制御時の制御情報として外部アナログからの入力を使用するか設定、問い合わせを行います。 

有効にした場合、プリセットの設定は使用されず、外部アナログからの入力が優先されます。 

書式： [SOURce]：VOLTage：EXTernal：SOURce[]{＜NR1＞｜NONE｜VOLTage｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0（NONE、DEFault） … 無効 

1(VOLTage) … 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 VOLT：EXT：SOUR[]1 

VOLT：EXT：SOUR? 

1 

 

 

[SOURce]：VOLTage：EXTernal：RANGe：外部アナログ(電圧)のレンジ設定 

機能： 外部アナログの計測レンジの設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：VOLTage：EXTernal：RANGe[]{＜NR1＞｜LOW｜HIGH｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0（LOW、DEFault） … 5V 

1(HIGH) … 10V 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 VOLT：EXT：RANG[]1 

VOLT：EXT：RANG? 

1 
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[SOURce]：VOLTage[：LEVel][：IMMediate][：AMPLitude]：定電圧動作の制御値設定 

機能： 定電圧動作時の出力電圧の設定、問い合わせを行います。 

外部アナログによる制御が有効であった場合は使用されません。 

書式： [SOURce]：VOLTage[：LEVel][：IMMediate][：AMPLitude][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum、DEFault … 0V 

MAXimum … 最大値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

直列台数 

出力電圧設定範囲[V] 

H-TYPE  

L レンジ H レンジ   

1 0.000 – 78.750 0.00 - 787.50   

2 0.00 – 157.50 0.0 – 1575.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 VOLT[]30.000 

VOLT? 

30.000 
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[SOURce]：VOLTage：LIMit：HIGH：電圧上限の設定 

機能： 定電圧動作以外の動作時に使用される出力電圧の上限を設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：VOLTage：LIMit：HIGH[]{＜NRf＞｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MAXimum … 最大値 

DEFault … MAXimum と同値 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

直列台数 

電圧上限設定範囲[V] 

H-TYPE   

L レンジ H レンジ   

1 0.750 – 78.750 7.50 – 787.50   

2 1.50 – 157.50 15.00 – 1575.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・電圧下限設定値以下の設定を行おうとした時。 

<例>  

 VOLT：LIM：HIGH[]30.000 

VOLT：LIM：HIGH? 

30.000 
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[SOURce]：VOLTage：LIMit：LOW：電圧下限の設定 

機能： 定電圧動作以外の動作時に使用される出力電圧の下限を、問い合わせ設定を行います。 

書式： [SOURce]：VOLTage：LIMit：LOW[]{＜NRf＞｜MINimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum、DEFault … 0V 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

直列台数 

電圧下限設定範囲[V] 

H-TYPE   

L レンジ H レンジ   

1 0.000 - 78.000 0.00 - 780.00   

2 0.00 - 156.00 0.00 - 1560.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・電圧上限設定値以上の設定を行おうとした時。 

<例>  

 VOLT：LIM：LOW[]30.000 

VOLT：LIM：LOW? 

30.000 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

185 

 

[SOURce]：VOLTage：PROTection[：LEVel]：出力過電圧保護の設定 

機能： 出力過電圧保護の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：VOLTage：PROTection[：LEVel][]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

MAXimum、DEFault … 最大値  

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

直列台数 

出力過電圧保護設定範囲[V] 

H-TYPE   

L レンジ H レンジ   

1 7.500 – 82.500 7.50 – 825.00   

2 15.00 – 165.00 15.00– 1650.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 VOLT：PROT[]30.000 

VOLT：PROT? 

30.000 
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[SOURce]：VOLTage：RANGe：電圧レンジの設定 

機能： 装置の電圧レンジの設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：VOLTage：RANGe[]{＜NR1＞｜LOW｜HIGH｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0（LOW、DEFault） … L レンジ 

1(HIGH) … H レンジ 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 VOLT：RANG[]1 

VOLT：RANG? 

1 
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[SOURce]：VOLTage：SLEW：RISing：CV スルーレート(上昇)設定 

機能： 定電圧制御動作時のスルーレート上昇量の設定を行います。 

書式： [SOURce]：VOLTage：SLEW：RISing[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

MAXimum … 最大値 

DEFault … （定格電圧(V)÷200ms) 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

直列台数 

電圧スルーレート設定範囲[V/ms] 

H-TYPE   

L レンジ H レンジ   

1 0.15 – 7.50 1.5 – 75.0   

2 0.30 - 15.00 3.0 - 150.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 VOLT：SLEW：RIS[]3.00 

VOLT：SLEW：RIS? 

3.00 
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[SOURce]：VOLTage：SLEW：FALLing：CV スルーレート(下降)設定 

機能： 定電圧制御動作時のスルーレート下降量の設定、問い合わせを行います。 

書式： [SOURce]：VOLTage：SLEW：FALLing[]{＜NRf＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： MINimum … 最小値 

MAXimum … 最大値 

DEFault … （定格電圧(V)÷200ms) 

実際の数値は下表参照 

レスポンス： パラメータと同様 

機種タイプ 

レンジ 

直列台数 

電圧スルーレート設定範囲[V/ms] 

H-TYPE   

L レンジ H レンジ   

1 0.15 – 7.50 1.5 – 75.0   

2 0.30 - 15.00 3.0 - 150.0   

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 VOLT：SLEW：FALL[]3.00 

VOLT：SLEW：FALL? 

3.00 
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STATus 階層 

STATus 階層のコマンドは、レジスタ情報の設定・問い合わせ、装置ステータスの問い合わせなど、ステータス情報に関

する機能が該当します。 

 

コマンド名 処理概要 コマンド形態 

STATus － － 

：MEASure － － 

：CONDition アラーム、ステータスの問い合わせ クエリのみ 

：OPERation － － 

[：EVENt] OPERation ステータスイベントレジスタの問い合わせ クエリのみ 

：CONDition OPERation ステータスコンディションレジスタの問い

合わせ 
クエリのみ 

：ENABle OPERation ステータスイネーブルレジスタの設定 両方 

：NTRansition OPERation ステータスネガティブトランジションフィル

タの設定 
両方 

：PTRansition OPERation ステータスポジティブトランジションフィル

タの設定 
両方 

：PARallel 並列台数の問い合わせ クエリのみ 

：PRESet ステータスレジスタの初期化 設定のみ 

：QUEStionable － － 

[：EVENt] QUEStionableステータスイベントレジスタの問い合わ

せ 
クエリのみ 

：CONDition QUEStionable ステータスコンディションレジスタの問

い合わせ 
クエリのみ 

：ENABle QUEStionable ステータスイネーブルレジスタの設定 両方 

：NTRansition QUEStionable ステータスネガティブトランジションフィ

ルタの設定 
両方 

：PTRansition QUEStionable ステータスポジティブトランジションフィ

ルタの設定 
両方 

：SERial 直列台数の問い合わせ － 

 

 

 

STATus：MEASure：CONDition：アラーム、ステータスの問い合わせ 

機能： 装置のアラーム情報、ステータス情報の問い合わせを行います。 

書式： STATus：MEASure：CONDition? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： アラーム・ステータス 1(4Byte の 16 進数データ) 

アラーム・ステータス 2(4Byte の 16 進数データ) 

<例>  

 STAT：MEAS：COND? 

00010000,60000000 
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アラーム・ステータス 1 

bit 内容 1 0 

31(MSB) 

動作モード 

CV：0000 

CC：0001 

CP：0010 

30 

29 

28 

27 

運転モード 

パターン運転：0000 

プログラム運転：0001 

IV 運転：0010 

26 

25 

24 

23 未使用(常に 0) － － 

22 未使用(常に 0) － － 

21 未使用(常に 0) － － 

20 未使用(常に 0) － － 

19 未使用(常に 0) － － 

18 マスター/ブースター ブースター マスター 

17 RUN ステータス RUN STOP 

16 OUTPUT ステータス ON OFF 

15 未使用(常に 0) － － 

14 未使用(常に 0) － － 

13 シンク電力制限 制限 通常 

12 ソース電力制限 制限 通常 

11 シンク電流制限 制限 通常 

10 ソース電流制限 制限 通常 

9 出力電圧下限 制限 通常 

8 出力電圧上限 制限 通常 

7 未使用(常に 0) － － 

6 未使用(常に 0) － － 

5 FAN ステータス 異常 通常 

4 内部アラーム集約情報 アラーム 通常 

3 過温度流保護 アラーム 通常 

2 過電流保護 アラーム 通常 

1 過電流保護 アラーム 通常 

0(LSB) 過電圧保護 アラーム 通常 
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アラーム・ステータス 2 

bit 内容 1 0 

31(MSB) プログラム運転再スタートステータス 再スタート可 再スタート不可 

30 運転準備指令ステータス 入指令 切指令 

29 運転準備内部処理ステータス 入状態 切状態 

28 運転準備待機ステータス WAIT 正常 

27 未使用(常に 0) － － 

26 未使用(常に 0) － － 

25 未使用(常に 0) － － 

24 未使用(常に 0) － － 

23 未使用(常に 0) － － 

22 未使用(常に 0) － － 

21 未使用(常に 0) － － 

20 未使用(常に 0) － － 

19 未使用(常に 0) － － 

18 未使用(常に 0) － － 

17 未使用(常に 0) － － 

16 未使用(常に 0) － － 

15 未使用(常に 0) － － 

14 未使用(常に 0) － － 

13 未使用(常に 0) － － 

12 未使用(常に 0) － － 

11 未使用(常に 0) － － 

10 未使用(常に 0) － － 

9 バス OFF による OUTPUT OFF ※１ 警告 通常 

8 ストリーム(指令値)で通信途絶による OUTPUT OFF ※１ 警告 通常 

7 ストリーム(出力制御)で通信途絶による OUTPUT OFF ※１ 警告 通常 

6 CAN リモートで通信途絶による OUTPUT OFF ※１ 警告 通常 

5 CAN ステータス ※１ 00：CAN 無効 

01：エラーActive 

10：エラーPassive 

11：バス OFF 

4 

3 未使用(常に 0) － － 

2 未使用(常に 0) － － 

1 セーフディスチャージタイムアウト ※2 警告 通常 

0(LSB) セーフディスチャージステータス ※2 動作中 通常 

 ※１：CAN オプションが実装されている場合のステータスになります。 

    未実装の装置では「未使用(常に 0)」となります。 

 

 ※2：セーフディスチャージオプションが実装されている場合のステータスになります。 

    未実装の装置では「未使用(常に 0)」となります。 
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STATus：OPERation[：EVENt]：OPERation ステータスイベントレジスタの問い合わせ 

機能： OPERation ステータスイベントレジスタの問い合わせをします。 

 

書式： 

問い合わせると、内容をクリアします。 

STATus：OPERation[：EVENt]? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ＜NR1＞ OPERation ステータスレジスタのイベントビット数を返答。 

<例>  

 STAT：OPER? 

128 

 

 

STATus：OPERation：CONDition：OPERation ステータスコンディションレジスタの問い合わせ 

機能： OPERation ステータスコンディションレジスタの問い合わせをします。 

 

書式： 

問い合わせても、内容をクリアしません。 

STATus：OPERation：CONDition? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ＜NR1＞ OPERation ステータスレジスタの状態ビット数を返答。 

<例>  

 STAT：OPER：COND? 

128 

 

 

STATus：OPERation：ENABle：OPERation ステータスイネーブルレジスタの設定 

機能： OPERation ステータスイネーブルレジスタの設定、問い合わせをします。 

書式： STATus：OPERation：ENABle[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0 - 65535(DEFault：0) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 STAT：OPER：ENAB[]32 

STAT：OPER：ENAB? 

32 
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STATus：OPERation：NTRansition：OPERation ステータスネガティブトランジションフィルタの設定 

機能： OPERation ステータスネガティブトランジションフィルタの設定、問い合わせをします。 

書式： STATus：OPERation：NTRansition[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0 - 65535(DEFault：0) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 STAT：OPER：NTR[]32 

STAT：OPER：NTR? 

32 

 

 

STATus：OPERation：PTRansition：OPERation ステータスポジティブトランジションフィルタの設定 

機能： OPERation ステータスポジティブトランジションフィルタの設定、問い合わせをします。 

書式： STATus：OPERation：PTRansition[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0 - 65535(DEFault：65535) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 STAT：OPER：PTR[]32 

STAT：OPER：PTR? 

32 

 

 

STATus：PARallel：並列台数の問い合わせ 

機能： 並列台数の問い合わせをします。 

書式： STATus：PARallel? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ＜NR1＞ 現在の並列接続台数を返答。 

<例>  

 STAT：PAR? 

1 
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STATus：PRESet：ステータスレジスタの初期化 

機能： OPERation ステータスレジスタおよび QUEStionable ステータスレジスタのイネーブルレジスタ、ポジティブ/ 

ネガティブトランジションフィルタを初期化し、デフォルト値に戻します。 

各デフォルト値は設定コマンドのパラメータを DEFault にした場合と同じ値になります。 

書式： STATus：PRESet 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： 無し 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 STAT：PRES 

 

 

STATus：QUESｔionable[：EVENt]：QUEStionable ステータスイベントレジスタの問い合わせ 

機能： QUESｔionable ステータスイベントレジスタトの問い合わせをします。 

 

書式： 

問い合わせると、内容をクリアします。 

STATus：QUEStionable[：EVENt]? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ＜NR1＞ QUEStionable ステータスレジスタのイベントビット数を返答。 

<例>  

 STAT：QUES? 

128 

 

 

STATus：QUESｔionable：CONDition：QUEStionable ステータスコンディションレジスタの問い合わせ 

機能： QUEStionable ステータスコンディションレジスタの問い合わせをします。 

 

書式： 

問い合わせても、内容をクリアしません。 

STATus：QUEStionable：CONDition? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ＜NR1＞ QUEStionable ステータスレジスタの状態ビット数を返答。 

<例>  

 STAT：QUES：COND? 

128 
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STATus：QUESｔionable：ENABle：QUEStionable ステータスイネーブルレジスタの設定 

機能： QUEStionable ステータスイネーブルレジスタの設定、問い合わせをします。 

書式： STATus：QUEStionable：ENABle[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0 - 65535(DEFault：0) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 STAT：QUES：ENAB[]32 

STAT：QUES：ENAB? 

32 

 

 

STATus：QUESｔionable：NTRansition：QUEStionable ステータスネガティブトランジションフィルタの設定 

機能： QUEStionable ステータスネガティブトランジションフィルタの設定、問い合わせをします。 

書式： STATus：QUEStionable：NTRansition[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0 - 65535(DEFault：0) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 STAT：QUES：NTR[]32 

STAT：QUES：NTR? 

32 
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STATus：QUESｔionable：PTRansition：QUEStionable ステータスポジティブトランジションフィルタの設定 

機能： QUEStionable ステータスポジティブトランジションフィルタの設定、問い合わせをします。 

書式： STATus：QUEStionable：PTRansition[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 0 - 65535(DEFault：65535) 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 STAT：QUES：PTR[]32 

STAT：QUES：PTR? 

32 

 

 

STATus：SERial：直列台数の問い合わせ 

機能： 直列台数の問い合わせをします。 

書式： STATus：SERial? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： ＜NR1＞ 現在の直列接続台数を返答。 

<例>  

 STAT：SER? 

1 
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SYSTem 階層 

SYSTem 階層のコマンドは、主に装置の設定に関する機能が該当します。 

 

コマンド名 処理概要 コマンド形態 

SYSTem － － 

：ADJust ユーザー調整の保存/クリア 設定のみ 

：COMMunicate － － 

：CAN － － 

：BAUD － － 

：ARBitration CAN 通信伝送速度の設定 両方 

：DATA CAN FD 時のデータ部伝送速度の設定 両方 

：BOFF バス OFF 発生時の出力停止動作の設定 両方 

：FRAMe CAN 通信フレームフォーマットの設定 両方 

：ID CAN 通信 ID オフセットの設定 両方 

：NOTification CAN 通信アラーム発生通知の設定 両方 

：PROTcol CAN 通信プロトコルの設定 両方 

：REMote － － 

：ACKNowledge CAN リモート返信の設定 両方 

：TIMEout 通信途絶時出力停止動作(CAN リモート)の設定 両方 

：RESTart バス OFF 解除 設定のみ 

：STREam － － 

：COMMand － － 

：MODE CAN ストリーム(指令値)の設定 両方 

：RESPonse CAN ストリーム(指令値)ステータス返信の設定 両方 

：MEASurement － － 

：CURRent CAN ストリーム電流計測返信の設定 両方 

：POWer CAN ストリーム電力計測返信の設定 両方 

：VOLTage CAN ストリーム電圧計測返信の設定 両方 

：TIMEout － － 

：COMMand 通信途絶時出力停止動作(CAN ストリーム(指令値))の

設定 
両方 

：OUTPut 通信途絶時出力停止動作(CAN ストリーム(出力制御))

の設定 
両方 

：OUTPut － － 

：MODE CAN ストリーム(出力制御)の設定 両方 

：RESPonse CAN ストリーム(出力制御)ステータス返信の設定 両方 

：LAN － － 

：GATeway デフォルトゲートウェイの設定 両方 

：IPADdress IP アドレスの設定 両方 

：LDOWn リンクダウン検出時動作 両方 

：MAC MAC アドレスの問い合わせ クエリのみ 

：PORT 制御ポートの設定 両方 

：SMASk サブネットマスクの設定 両方 

：CONFigure － － 

：ACKNowledge － － 

：MODE アクノリッジの設定 両方 

：AISLanding 単独運転検出設定 両方 

：DEVice 機種情報の問い合わせ クエリのみ 

：GENeral － － 

：INPut 汎用入力ポートの設定 両方 
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[：OUTPut] 汎用出力ポートの使用設定 両方 

：PO1 汎用 STS/ALM ポート 1 の出力内容の設定 両方 

：PO2 汎用 STS/ALM ポート 2 の出力内容の設定 両方 

：PO3 汎用 STS/ALM ポート 3 の出力内容の設定 両方 

：PO4 汎用 STS/ALM ポート 4 の出力内容の設定 両方 

：PO5 汎用 STS/ALM ポート 5 の出力内容の設定 両方 

：USER 汎用 STS/ALM ポートのユーザー使用選択時の制御 両方 

：OPTion オプション実装状態の問い合わせ クエリのみ 

：RESet 装置設定、運転用データ、ユーザー調整の初期化 設定のみ 

：SERial シリアルナンバーの問い合わせ クエリのみ 

：TIMer － － 

：DATE 装置内部タイマーの時刻設定 両方 

：ERRor － － 

[：NEXT] コマンドエラー情報の問い合わせ クエリのみ 

：KLOCk 画面操作ロック設定 両方 

：MODE LOCK モードの設定 両方 

：LOCal ローカルへの切り替えコマンド 設定のみ 

：VERSion F/W バージョンの問い合わせ クエリのみ 

：MM F/W 管理番号の問い合わせ クエリのみ 

 

 

SYSTem：ADJust：ユーザー調整の保存/クリア 

機能： ユーザー調整の結果を装置に保存します。 

保存後に再起動することで調整結果が適用されます。 

保存せずに電源を切った場合、調整結果は残りませんので注意してください。 

ユーザー調整をクリアした場合、工場出荷時の調整値が保存されますので、再起動して適用してください。 

書式： SYSTem：ADJust[]{＜NR1＞} 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： 0 … データ保存 

1 … データクリア 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：ADJ[]0 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：BAUD：ARBitration：CAN 通信伝送速度の設定 

機能： CAN 通信の伝送速度の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：BAUD：ARBitration[]{＜NR1＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINimum) … 125kbps 

1 … 250kbps 

2(DEFault) … 500kbps 

3(MAXimum) … 1Mbps 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：BAUD：ARB[]0 

SYST：COMM：CAN：BAUD：ARB? 

0 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：BAUD：DATA：CAN FD 時のデータ部伝送速度の設定 

機能： CAN FD での通信用、データ部伝送速度の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：BAUD：DATA[]{＜NR1＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINimum) … 500kbps 

1 … 1Mbps 

2(DEFault) … 2Mbps 

3 … 4Mbps 

4(MAXimum) … 5Mbps 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：BAUD：DATA[]0 

SYST：COMM：CAN：BAUD：DATA? 

0 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：BOFF：バス OFF 発生時の出力停止動作の設定 

機能： CAN 通信ステータスがバス OFF 状態となった時の出力停止動作の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：BOFF[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 出力停止動作を実行しない 

1(ON) … 出力停止動作を実行する 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：BOFF[]1 

SYST：COMM：CAN：BOFF? 

1 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：FRAMe：CAN 通信フレームフォーマットの設定 

機能： CAN 通信のフレームフォーマットの設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：FRAMe[]{＜bool＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … 標準フォーマット 

1 … 拡張フォーマット 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：FRAM[]1 

SYST：COMM：CAN：FRAM? 

1 

 

  



                                      デジタル通信で使う 

                                                                                  

201 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：ID：CAN 通信 ID オフセットの設定 

機能： CAN 通信の ID オフセットの設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：ID[]{＜string＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 16 進数で設定を行いますので先頭に「0x」をつける必要があります。 

また、フレームフォーマットの設定に応じて以下のように設定範囲、デフォルト値が異なります。 

・標準フォーマット 

 設定範囲：0x000 – 0x780 

 DEFault：0x100 

 

・拡張フォーマット 

 設定範囲：0x00000000 – 0x1FFFFF80 

 DEFault：0x04000000 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：ID[]0x200 

SYST：COMM：CAN：ID? 

0x200 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：NOTification：CAN 通信アラーム発生通知の設定 

機能： CAN 通信中、アラーム発生による出力保護動作発生通知の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：NOTification[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … アラーム発生通知をしない 

1(ON) … アラーム発生通知をする 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：NOT[]1 

SYST：COMM：CAN：NOT? 

1 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：PROTocol：CAN 通信プロトコルの設定 

機能： CAN 通信プロトコルの設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：PROTocol[]{＜bool＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … CAN 2.0 

1 … CAN FD 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：PROT[]1 

SYST：COMM：CAN：PROT? 

1 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：REMote：ACKNowledge：CAN リモート返信の設定 

機能： CAN リモート通信時のコマンドに対する返信の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：REMote：ACKNowledge[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … コマンドに対して返信しない 

1(ON) … コマンドに対して返信する 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：REM：ACKN[]1 

SYST：COMM：CAN：REM：ACKN? 

1 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：REMote：TIMEout：通信途絶時の出力停止動作(CAN リモート)の設定 

機能： CAN リモート通信時の通信途絶発生時の出力停止動作の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：REMote：TIMEout[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 出力停止動作を実行しない 

1(ON) … 出力停止動作を実行する 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：REM：TIME[]1 

SYST：COMM：CAN：REM：TIME? 

1 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：RESTart：CAN リスタート 

機能： バス OFF 発生時に CAN 通信をリスタートします。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：RESTart 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： なし 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：REST 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：COMMand：MODE：CAN ストリーム(指令値)の設定 

機能： CAN ストリーム通信のストリーム(指令値)の無効/有効の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：COMMand：MODE[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 無効 

1(ON) … 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：COMM：MODE[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：COMM：MODE? 

1 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：COMMand：RESPonse：CAN ストリーム(指令値)ステータス返

信の設定 

機能： CAN ストリーム通信のストリーム(指令値)に対するステータス返信の無効/有効の設定、問い合わせを行い

ます。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：COMMand：RESPonse[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 無効 

1(ON) … 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：COMM：RESP[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：COMM：RESP? 

1 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：MEASurement：CURRent：CAN ストリーム電流計測返信の設

定 

機能： CAN ストリーム通信でステータス返信時に電流計測値の返信も行うかの設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：MEASurement：CURRent[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 電流計測値返信なし 

1(ON) … 電流計測値返信あり 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：MEAS：CURR[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：MEAS：CURR? 

1 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：MEASurement：POWer：CAN ストリーム電力計測返信の設定 

機能： CAN ストリーム通信でステータス返信時に電力計測値の返信も行うかの設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：MEASurement：POWer[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 電力計測値なし 

1(ON) … 電力計測値あり 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：MEAS：POW[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：MEAS：POW? 

1 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：MEASurement：VOLTage：CAN ストリーム電圧計測返信の設

定 

機能： CAN ストリーム通信でステータス返信時に電圧計測値の返信も行うかの設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：MEASurement：VOLTage[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 電圧計測値なし 

1(ON) … 電圧計測値あり 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：MEAS：VOLT[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：MEAS：VOLT? 

1 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：TIMEout：COMMand：通信途絶時の出力停止動作(CAN ストリ

ーム(指令値))の設定 

機能： CAN ストリーム通信のストリーム(指令値)の通信途絶時の出力動作の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：TIMEout：COMMand[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 出力停止動作を実行しない 

1(ON) … 出力停止動作を実行する 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：TIME：COMM[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：TIME：COMM? 

1 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：TIMEout：OUTPut：通信途絶時の出力停止動作(CAN ストリーム

(出力制御))の設定 

機能： CAN ストリーム通信のストリーム(出力制御)の通信途絶時の出力動作の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：TIMEout：OUTPut[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 出力停止動作を実行しない 

1(ON) … 出力停止動作を実行する 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：TIME：OUTP[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：TIME：OUTP? 

1 

 

 

SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：OUTPut：MODE：CAN ストリーム(出力制御)の設定 

機能： CAN ストリーム通信のストリーム(出力制御)の無効/有効の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：OUTPut：MODE[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 無効 

1(ON) … 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：OUTP：MODE[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：OUTP：MODE? 

1 
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SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：OUTPut：RESPonse：CAN ストリーム(出力制御)ステータス返信

の設定 

機能： CAN ストリーム通信のストリーム(出力制御)の対する返信の無効/有効の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：COMMunicate：CAN：STREam：OUTPut：RESPonse[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF,DEFault) … 無効 

1(ON) … 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・CAN オプション未実装。 

<例>  

 SYST：COMM：CAN：STRE：OUTP：RESP[]1 

SYST：COMM：CAN：STRE：OUTP：RESP? 

1 
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SYSTem：COMMunicate：LAN：GATeway：デフォルトゲートウェイの設定 

機能： LAN のデフォルトゲートウェイの設定、問い合わせを行います。 

本体を再起動することで、設定が反映されます。 

書式： SYSTem：COMMunicate：LAN：GATeway[]{＜string＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜string＞ xxx.xxx.xxx.xxx の形式で x には”0”-”255”が入ります(DEFault：192.168.100.1)  

また、IP アドレスと同様に範囲はプライベート IP アドレスの範囲となるので以下の範囲でのみ設定できます。 

クラス A：10.0.0.0 － 10.255.255.255 

クラス B：172.16.0.0 － 172.31.255.255 

クラス C：192.168.0.0 － 192.168.255.255 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：COMM：LAN：GAT[]192.168.100.254 

SYST：COMM：LAN：GAT? 

192.168.100.254 

 

 

SYSTem：COMMunicate：LAN：IPADdress：IP アドレスの設定 

機能： LAN の IP アドレスの設定、問い合わせを行います。 

本体を再起動することで、設定が反映されます。 

書式： SYSTem：COMMunicate：LAN：IPADdress[]{＜string＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜string＞ xxx.xxx.xxx.xxx の形式で x には”0”-”255”が入ります(DEFault：192.168.100.2) 

また、IP アドレスの設定範囲はプライベート IP アドレスの範囲となるので以下の範囲でのみ設定できます。 

クラス A：10.0.0.1 － 10.255.255.255 

クラス B：172.16.0.1 － 172.31.255.255 

クラス C：192.168.0.1 － 192.168.255.255 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：COMM：LAN：IPAD[]192.168.100.3 

SYST：COMM：LAN：IPAD? 

192.168.100.3 
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SYSTem：COMMunicate：LAN：LDOWn：リンクダウン検出時動作の設定 

機能： LAN コネクタのリンクダウン検出時動作の設定、問い合わせを行います。 

制御 PC との電気的接続が途絶えた場合に停止したい時などにご利用ください。 

書式： SYSTem：COMMunicate：LAN：LDOWn[]{＜NR1＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault } 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault,MINimum) … 監視しない 

1 …異常としてアラーム状態とし、ステータス出力も行う 

2(MAXimum) … 異常とはせず、ステータス出力のみ行う 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：COMM：LAN：LDOW]2 

SYST：COMM：LAN：LDOW? 

2 

 

 

SYSTem：COMMunicate：LAN：MAC：MAC アドレスの問い合わせ 

機能： LAN の MAC アドレスの問い合わせを行います。MAC アドレスは変更できません。 

書式： SYSTem：COMMunicate：LAN：MAC? 

形態： クエリコマンド 

レスポンス： FF-FF-FF-FF-FF-FF の形式 

<例>  

 
SYST：COMM：LAN：MAC? 

02-80-AD-20-31-B1 
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SYSTem：COMMunicate：LAN：PORT：制御ポートの設定 

機能： 

 

LAN の制御ポートの設定、問い合わせを行います。 

本体を再起動することで、設定が反映されます。 

書式： SYSTem：COMMunicate：LAN：PORT[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： ＜NR1＞ 5025、49152 - 65535 

DEFault：5025 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：COMM：LAN：PORT[]5025 

SYST：COMM：LAN：PORT? 

5025 

 

 

SYSTem：COMMunicate：LAN：SMASk：サブネットマスクの設定 

機能： 

 

LAN のサブネットマスクの設定、問い合わせを行います。 

本体を再起動することで、設定が反映されます。 

書式： SYSTem：COMMunicate：LAN：SMASk[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： サブネットマスクはサイダー表記でのデータとして扱うので設定範囲は以下のようになります。 

＜NR1＞：8 – 32 

DEFault：24 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：COMM：LAN：SMAS[]16 

SYST：COMM：LAN：SMAS? 

16 
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SYSTem：CONFigure：ACKNowledge：MODE：アクノリッジの設定 

機能： 

 

制御コマンドに対するアクノリッジの設定、問い合わせを行います。 

本コマンドで ACK を有効にした時点で設定コマンド正常時に”OK”を返信するようになります。 

書式： SYSTem：CONFigure：ACKNowledge：MODE[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF、DEFault) … ACK 無し 

1(ON) … ACK 有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：CONF：ACKN：MODE[]1 

OK 

SYST：CONF：ACKN：MODE? 

1 
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SYSTem：CONFigure：AISLanding：単独運転検出の設定 

機能： 単独運転検出の無効/有効を設定できます。 

書式： SYSTem：CONFigure：AISLanding[]{＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF) … 検出無効 

1(ON、DEFault) … 検出有効 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：CONF：AISL[]0 

SYST：CONF：AISL? 

0 

 

 

SYSTem：CONFigure：DEVice：機種情報の問い合わせ 

機能： 機種情報の問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：DEVice? 

形態： クエリコマンド 

レスポンス： RZ-X の機種名を返信します。  

<例>  

 
SYST：CONF：DEV? 

RZ-X-10000-L 
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SYSTem：CONFigure：GENeral：INPut：汎用入力ポートの設定 

機能： 汎用入力ポート割り当ての設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral：INPut[]{＜bool＞DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … 未使用 

1 … OUTPUT 制御 

2 … RUN 制御 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN：INP[]1 

SYST：CONF：GEN：INP? 

1 

 

 

SYSTem：CONFigure：GENeral[：OUTPut]：汎用出力ポートの使用設定 

機能： 汎用出力ポートを使用するかの設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral[：OUTPut][]{＜bool＞DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(OFF、DEFault) … 使用しない 

1(ON) … 使用する 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN[]1 

SYST：CONF：GEN? 

1 
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SYSTem：CONFigure：GENeral：PO1：汎用 STS/ALM ポート 1 の出力内容の設定 

機能： 汎用 STS/ALM ポート 1 の出力内容の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral：PO1[]{＜NR1＞｜MAXimum｜MINimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINImum) … 未使用 

1 … 過電圧検出 

2 … 過電流検出 

3 … 過電力検出 

4 … 過温度検出 

5 … 外部 TRIP 検出 

6 … アラーム集約情報 

7(DEFault) … 出力中情報 

8 … 補助電源ステータス 

9 … CV ステータス 

10 … CC ステータス 

11 … CP ステータス 

12 … 電圧上限到達ステータス 

13 … 電圧下限到達ステータス 

14 … ソース電流制限到達ステータス 

15 … シンク電流制限到達ステータス 

16 … ソース電力制限到達ステータス 

17 … シンク電力制限到達ステータス 

18 … ユーザー使用選択 1 

19 … ユーザー使用選択 2 

20 … FAN ステータス 

21 … 非常停止入力 

22 … 運転準備ステータス 

23(MAXimum) … LAN ステータス 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN：PO1[]7 

SYST：CONF：GEN：PO1? 

7 
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SYSTem：CONFigure：GENeral：PO2：汎用 STS/ALM ポート 2 の出力内容の設定 

機能： 汎用 STS/ALM ポート 2 の出力内容の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral：PO2[]{＜NR1＞｜MAXimum｜MINimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINImum) … 未使用 

1 … 過電圧検出 

2 … 過電流検出 

3 … 過電力検出 

4 … 過温度検出 

5 … 外部 TRIP 検出 

6 … アラーム集約情報 

7 … 出力中情報 

8 … 補助電源ステータス 

9(DEFault) … CV ステータス 

10 … CC ステータス 

11 … CP ステータス 

12 … 電圧上限到達ステータス 

13 … 電圧下限到達ステータス 

14 … ソース電流制限到達ステータス 

15 … シンク電流制限到達ステータス 

16 … ソース電力制限到達ステータス 

17 … シンク電力制限到達ステータス 

18 … ユーザー使用選択 1 

19 … ユーザー使用選択 2 

20 … FAN ステータス 

21 … 非常停止入力 

22 … 運転準備ステータス 

23(MAXimum) … LAN ステータス 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN：PO2[]5 

SYST：CONF：GEN：PO2? 

5 
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SYSTem：CONFigure：GENeral：PO3：汎用 STS/ALM ポート 3 の出力内容の設定 

機能： 汎用 STS/ALM ポート 3 の出力内容の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral：PO3[]{＜NR1＞｜MAXimum｜MINimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINImum) … 未使用 

1 … 過電圧検出 

2 … 過電流検出 

3 … 過電力検出 

4 … 過温度検出 

5 … 外部 TRIP 検出 

6 … アラーム集約情報 

7 … 出力中情報 

8 … 補助電源ステータス 

9 … CV ステータス 

10(DEFault) … CC ステータス 

11 … CP ステータス 

12 … 電圧上限到達ステータス 

13 … 電圧下限到達ステータス 

14 … ソース電流制限到達ステータス 

15 … シンク電流制限到達ステータス 

16 … ソース電力制限到達ステータス 

17 … シンク電力制限到達ステータス 

18 … ユーザー使用選択 1 

19 … ユーザー使用選択 2 

20 … FAN ステータス 

21 … 非常停止入力 

22 … 運転準備ステータス 

23(MAXimum) … LAN ステータス 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN：PO3[]6 

SYST：CONF：GEN：PO3? 

6 
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SYSTem：CONFigure：GENeral：PO4：汎用 STS/ALM ポート 4 の出力内容の設定 

機能： 汎用 STS/ALM ポート 4 の出力内容の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral：PO4[]{＜NR1＞｜MAXimum｜MINimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINImum) … 未使用 

1 … 過電圧検出 

2 … 過電流検出 

3 … 過電力検出 

4 … 過温度検出 

5 … 外部 TRIP 検出 

6 … アラーム集約情報 

7 … 出力中情報 

8(DEFault) … 補助電源ステータス 

9 … CV ステータス 

10 … CC ステータス 

11 … CP ステータス 

12 … 電圧上限到達ステータス 

13 … 電圧下限到達ステータス 

14 … ソース電流制限到達ステータス 

15 … シンク電流制限到達ステータス 

16 … ソース電力制限到達ステータス 

17 … シンク電力制限到達ステータス 

18 … ユーザー使用選択 1 

19 … ユーザー使用選択 2 

20 … FAN ステータス 

21 … 非常停止入力 

22 … 運転準備ステータス 

23(MAXimum) … LAN ステータス 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN：PO4[]8 

SYST：CONF：GEN：PO4? 

8 
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SYSTem：CONFigure：GENeral：PO5：汎用 STS/ALM ポート 5 の出力内容の設定 

機能： 汎用 STS/ALM ポート 5 の出力内容の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral：PO5[]{＜NR1＞｜MAXimum｜MINimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINImum) … 未使用 

1 … 過電圧検出 

2 … 過電流検出 

3 … 過電力検出 

4 … 過温度検出 

5 … 外部 TRIP 検出 

6(DEFault) … アラーム集約情報 

7 … 出力中情報 

8 … 補助電源ステータス 

9 … CV ステータス 

10 … CC ステータス 

11 … CP ステータス 

12 … 電圧上限到達ステータス 

13 … 電圧下限到達ステータス 

14 … ソース電流制限到達ステータス 

15 … シンク電流制限到達ステータス 

16 … ソース電力制限到達ステータス 

17 … シンク電力制限到達ステータス 

18 … ユーザー使用選択 1 

19 … ユーザー使用選択 2 

20 … FAN ステータス 

21 … 非常停止入力 

22 … 運転準備ステータス 

23(MAXimum) … LAN ステータス 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN：PO5[]9 

SYST：CONF：GEN：PO5? 

9 
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SYSTem：CONFigure：GENeral：USER：汎用 STS/ALM ポートのユーザー使用選択時の制御 

機能： 汎用 STS/ALM ポートの出力内容の設定でユーザー使用選択時のポート制御を行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：GENeral：USER[]{NR1,＜bool＞｜OFF｜ON｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 第一引数でユーザー使用選択 1 かユーザー使用選択 2 どちらを制御するか指定します。 

1 … ユーザー使用選択 1 

2 … ユーザー使用選択 2 

第二引数で OFF/ON 制御を設定します。 

0(OFF、DEFault) … Low 制御 

1(ON) … High 制御 

レスポンス： 第一引数で指定した方のパラメータを返信します。 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：CONF：GEN：USER[]1,1 

SYST：CONF：GEN：USER?[]1 

1 

 

 

 

SYSTem：CONFigure：OPTion：オプション実装状態の問い合わせ 

機能： オプションの実装状態を問い合わせます。 

書式： SYSTem：CONFigure：OPTion? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： 16 進数 8 桁での返信となります。 

オプション未実装時：00000000 

シグナルタワー実装時：00000002 

CAN IF 実装時：00000004 

複数のオプションが実装される場合はそれぞれのデータの OR データとなります。 

 

その他のオプション実装時返信内容は各オプションの取扱説明書をご参照ください。 

<例>  

 SYST：CONF：OPT? 

00000000 
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SYSTem：CONFigure：RESet：装置設定、運転用データ、ユーザー調整の初期化 

機能： 装置設定、運転用データ、ユーザー調整の初期化を行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：RESet[]{＜NR1＞} 

形態： 設定コマンドのみ 

パラメータ： 0 … 全て初期化(通信設定を除く) 

1 … 装置設定のみ初期化(通信設定を除く) 

2 … 運転用データのみ初期化 

3 … ユーザー調整のみ初期化 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

 ・RUN 中、または OUTPUT ON 中 

<例>  

 SYST：CONF：RES 0 

 

 

SYSTem：CONFigure：SERial：シリアルナンバーの問い合わせ 

機能： シリアルナンバーの問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：SERial? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： 本装置のシリアルナンバーを返信します 

<例>  

 SYST：CONF：SER? 

1234567890AB 
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SYSTem：CONFigure：TIMer：DATE：装置内部タイマーの時刻設定 

機能： 装置内部タイマーの時刻設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：CONFigure：TIMer：DATE[]{＜string＞} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： YY/MM/DD_hh:mm:ss の形式となり、アルファベットの部分は以下の様な範囲となっています。 

YY：年データ 範囲(00 - 37) 2000 年から 2037 年まで設定可能です 

MM：月データ 範囲(01 - 12) 

DD：日データ 範囲(01 – 31) ただし、うるう年・月によって上限が変化します 

hh：時データ 範囲(00 - 23) 

mm：分データ 範囲(00 - 59) 

ss：秒データ 範囲(00 - 59) 

レスポンス： パラメータと同様の形式で装置内タイマーの現在時刻を返信 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：CONF：TIM：DATE[]17/06/12_12：30：00 

SYST：CONF：TIM：DATE? 

17/06/12_12：30：00 
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SYSTem：ERRor[：NEXT]：コマンドエラー情報の問い合わせ 

機能： コマンドエラー情報の問い合わせを行います。 

 

書式： 

コマンドエラー情報は最後に発生したもので、問い合わせ後クリアされます。 

SYSTem：ERRor[：NEXT]? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： エラーコード,エラーメッセージ 

<例>  

 SYST：ERR? 

-901,Select IV-Table error. 

 

表 エラーコードとエラーメッセージ一覧 

エラーコード エラーメッセージ 意味 

0 No Error. 正常 

-100 Command error. コマンドエラー（未定義コマンドなど） 

-101 Invalid character. 無効なキャラクタを受信した 

-102 Syntax error. 構文エラー 

-104 Data type error. データタイプエラー 

パラメータが数値のところを文字で受信した等 

-108 Parameter not allowed. パラメータが多すぎる 

-109 Missing parameter. パラメータが少なすぎる 

-120 Numeric data error. 数値データエラー(範囲オーバーなど) 

-140 Character data error. 文字データエラー 

-150 String data error. 文字列データエラー 

-900 Select Program error. 選択したプログラムが実行不可 

-901 Select IV-Table error. IV 模擬運転の実行不可 

-902 CheckSum error. データ登録時のデータ破損 

-904 No permission Command. 実行が許可されていないコマンド 

-905 Receive time out. 受信タイムアウト 

-906 F/W initializing. CPU F/W 初期化中 
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SYSTem：KLOCk：画面操作ロック設定 

機能： 前面パネル制限の設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：KLOCk[]{＜NR1＞｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(DEFault) … 通常 

1 … ロック 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：KLOC[]1 

SYST：KLOC? 

1 

 

 

SYSTem：KLOCk：MODE：LOCK モードの設定 

機能： 前面パネル制限の強度を設定、問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：KLOCk：MODE[]{＜NR1＞｜MINimum｜MAXimum｜DEFault} 

形態： 設定コマンド、クエリコマンド 

パラメータ： 0(MINimum、DEFault) … モード 1 

1 … モード 2 

2(MAXimum) … モード 3 

レスポンス： パラメータと同様 

制限： 以下の状態の場合、正常な設定コマンドに対してアラームレスポンスが返ります。 

 ・直並列運転のブースター機として動作中。 

<例>  

 SYST：KLOC：MODE[]1 

SYST：KLOC：MODE? 

1 
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SYSTem：VERSion：F/W バージョン問い合わせ 

機能： F/W バージョンの問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：VERSion? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： FW_VER  xx.xx,xx.xx,xx.xx,xx.xx,xx.xx の形式(x には数値が入ります) それぞれ PWR-CONT、MASTER-CONT、

LCD、PWR-CONT(FPGA)、MST-CONT(DPGA)のバージョンになります。 

<例>  

 SYST：VERS? 

FW_VER 01.00,01.00,01.00,01.00,01.00 

 

 

 

SYSTem：VERSion：MM：F/W 管理番号問い合わせ 

機能： F/W 管理番号の問い合わせを行います。 

書式： SYSTem：VERSion：MM? 

形態： クエリコマンドのみ 

レスポンス： xxxx,xxxx,xxxx,xxxx,xxxx の形式で返信され F/W の管理番号の確認を行うことができます。 

<例>  

 SYST：VERS：MM? 

3587,3697,3698,1276,1279 
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ステータスレジスタ 

 ステータスレジスタは、本体装置の状態を決定するのに使用されます。また、保護機能や動作の状態、装置エラーの状

態を持続するのにも使用されます。 

RZ-X シリーズに含まれるレジスタグループとステータスレジスタの構造を以下に示します。 

レジスタグループ 

Questionable ステータスイベントレジスタ 

スタンダードイベントステータスレジスタ 

Operation ステータスレジスタ 

ステータスバイトレジスタ 

サービスリクエストイネーブルレジスタ 

サービスリクエスト生成 

エラーキュー 

出力バッファー 
 

MSS

コンディション

OV (過電圧) 0

PTR/NTR イベント イネーブル

OC (過電流) 1

Not Used 2

Not Used 3

OT (過温度) 4

Not Used 5

Not Used 6

Not Used 7

Not Used 8

Not Used 9

Not Used 10

Not Used 11

Not Used 12

Not Used 13

Not Used 14

Not Used 15

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

0
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3

4

5

6

7

8

9

10

11
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13

14

15

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

コンディション

Not Used 0

PTR/NTR イベント イネーブル

Not Used 1

Not Used 2

Not Used 3

Not Used 4

Not Used 5

Not Used 6

Not Used 7

CV (定電圧モード) 8

Not Used 9

CC (定電流モード) 10

Not Used 11

Not Used 12

Not Used 13

Not Used 14

Not Used 15

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

OPC (動作完了)

RQC (リクエストコントロール)

QUE (問い合わせエラー)

DDE (装置固有エラー)

EXE (実行エラー)

CME (コマンドエラー)

URQ (ユーザーリクエスト)

PON (Power ON)

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

ERR

QUES

MAV

ESB

RQS

OPER

0

1

2

3

4

5

6

7

出力
バッファー

:

:

:

エラーキュー

:

:

:

イネーブルイベント

ステータス
バイト

レジスタ

サービス
リクエスト
イネーブル
レジスタ

Questionableステータスレジスタ

Operationステータスレジスタ

スタンダードイベント
ステータスレジスタ

サービス
リクエスト

生成

6

 

ステータスレジスタ構造図 
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Questionable ステータスレジスタ 

 Questionable ステータスレジスタは、保護モードまたは制限で発動したことを表示するレジスタです。 

以下に構造を示します。 

コンディション

OV 0

PTR/NTR イベント イネーブル

OC 1

Not Used 2

Not Used 3

OT 4

Not Used 5

Not Used 6

Not Used 7

Not Used 8

Not Used 9

Not Used 10

Not Used 11

Not Used 12

Not Used 13

Not Used 14

Not Used 15

0
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7

8
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8
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Questionableステータスレジスタ

&
&

&
&

&
&

&
&

&
&

&
&

&
&

&
&

論理OR

ステータスバイトレジスタへ

STATus:QUEStionable:CONDition? STATus:QUEStionable:EVENt?

STATus:QUEStionable:NTRansition <NRf>

STATus:QUEStionable:NTRansition?

STATus:QUEStionable:PTRansition <NRf>

STATus:QUEStionable:PTRansition?

STATus:QUEStionable:ENABle <NRf>

STATus:QUEStionable:ENABle?

 

Questionable ステータスレジスタ構造図 

ビット概要 

イベント ビット No. ビットの重み 内容 

OV 0 1 過電圧保護 

OC 1 2 過電流保護 

OT 4 16 過温度保護 
 

コンディションレジスタ 

RZ-X 本体の状態を表します。コンディションレジスタにビットをセットすると、セットされたイベントが真であることを表示しま

す。読み込み中のコンディションレジスタは状態を変更しません。 

PTR/NTR フィルター 

PTR/NTR(ポジティブ/ネガティブトランジション)フィルターは、イベントレジスタの符号ビット移行状態タイプを決定します。PTR

フィルターはイベントが負(0)から正(1)、NTR フィルターは正(1)から負(0)に符号ビットが移行する場合に使用されます。 

PTR： 0→1 

NTR： 1→0 
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イベントレジスタ 

イベントレジスタは、セットされる符号ビットの移行状態タイプを指令します。 

イベントレジスタが読み込まれると、0 でクリアされます。 

イネーブルレジスタ 

ステータスバイトレジスタの QUES ビットをセットするのに用いられるイベントレジスタのイベントを決定します。 
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Operation ステータスレジスタ 

 Operation ステータスレジスタは、本体の動作状態を表示するレジスタです。 

以下に構造を示します。 

Not Used

Not Used

Not Used

Not Used

Not Used

Not Used

Not Used

Not Used

CV 

Not Used

CC

Not Used

Not Used

Not Used

Not Used

コンディション

0

PTR/NTP イベント イネーブル
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理論OR

ステータスバイトレジスタへ

STATus:OPERation:CONDition? STATus:OPERation:EVENt?

STATus:OPERation:NTRansition <NRf>

STATus:OPERation:NTRansition?

STATus:OPERation:PTRansition <NRf>

STATus:OPERation:PTRansition?

STATus:OPERation:ENABle <NRf>

STATus:OPERation:ENABle?

Not Used

 

Operation ステータスレジスタ構造図 

ビット概要 

イベント ビット No. ビットの重み 内容 

CV 8 256 CV モード 

CC 10 1024 CC モード 
 

コンディションレジスタ 

RZ-X 本体の操作状態を表します。コンディションレジスタにビットをセットすると、セットされたイベントが真であることを表示し

ます。読み込み中のコンディションレジスタは状態を変更しません。 

PTR/NTR フィルター 

PTR/NTR(ポジティブ/ネガティブトランジション)フィルターは、イベントレジスタの符号ビット移行状態タイプを決定します。PTR

フィルターはイベントが負(0)から正(1)、NTR フィルターは正(1)から負(0)に符号ビットが移行する場合に使用されます。 

PTR： 0→1 

NTR： 1→0 
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イベントレジスタ 

イベントレジスタは、セットされる符号ビットの移行状態タイプを指令します。 

イベントレジスタが読み込まれると、0 でクリアされます。 

イネーブルレジスタ 

ステータスバイトレジスタの OPER ビットをセットするのに用いられるイベントレジスタのイベントを決定します。 
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スタンダードイベントステータスレジスタ 

 スタンダードイベントステータスレジスタは、エラーの発生を表示するレジスタです。イベントレジスタのビットはエラーイ

ベント列によりセットされます。 

以下に構造を示します。 

OPC

RQC

QUE

DDE

EXE

CME

URQ

PON

イベント イネーブル

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

スタンダードイベントステータスレジスタ

&

&

&

&

&

&

&

&

ステータスバイトレジスタへ

*ESR?

論理OR

*ESE <NRf>

*ESE?

 

スタンダードイベントステータスレジスタ構造図 

ビット概要 

イベント ビット No. ビット数 内容 

OPC 0 1 動作完了 

RQC 1 2 リクエストコントロール 

QUE 2 4 問い合わせエラー 

DDE 3 8 装置固有エラー 

EXE 4 16 実行エラー 

CME 5 32 コマンドエラー 

UPQ 6 64 ユーザーリクエスト 

PON 7 128 Power ON 
 

イベントレジスタ 

イベントレジスタにセットしたビットは、エラーが発生したことを表します。 

イベントレジスタが読み込まれると、0 でクリアされます。 

イネーブルレジスタ 

ステータスバイトレジスタの ESB ビットをセットするのに用いられるイベントレジスタのイベントを決定します。 
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ステータスバイトレジスタ/サービスリクエストイネーブルレジスタ 

 ステータスバイトレジスタは、すべてのステータスレジスタのイベントを統合します。ステータスバイトレジスタは、 

「*STB?」という問い合わせを読むことができ、「*CLS」コマンドでクリアすることができます。 

以下に構造を示します。 

ERR

QUES

MAV

ESB

MSS

OPER

0

1

2

3

4

5

6

7

出力
バッファー

:

:

:

エラーキュー

:

:

:

ステータス
バイト

レジスタ

0

1

2

3

4

5

6

7

&
&

&
&

&
&

&

*SRE <NRf>

*SRE?

ステータス
リクエスト
イネーブル
レジスタ

論理OR

*STB?Operation
ステータス
レジスタより

Questionable
ステータス
レジスタより

スタンダード
イベント

ステータス
レジスタより

 

ステータスバイトレジスタ/サービスリクエストイネーブルレジスタ構造図 

ビット概要 

イベント ビット No. ビット数 内容 

ERR 2 4 エラーイベント/キュー 

QUES 3 8 Questionable ステータスレジスタ 

MAV 4 16 メッセージ要求 

ESB 5 32 イベント概要ビット 

MSS Bit 6 64 ステータスバイトのどれかのビットが 1 であり、かつその同じビットがサー

ビスリクエストイネーブルレジスタ上でも 1 になっている場合に 

は、このビットが設定されます。 

OPER 7 128 Operation ステータスレジスタ 
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ステータスバイトレジスタ 

ステータスバイトレジスタにセットするビットは、他の 3 つのステータスレジスタ(Questionable ステータスレジスタ、 

Operation ステータスレジスタ、スタンダードイベントステータスレジスタ)のサマリレジスタを作動し、サービスリクエスト、エラー

キューまたは出力キューにあるエラー、データがあることを表示します。 

サービスリクエストイネーブルレジスタ 

サービスリクエストイネーブルレジスタは、サービスリクエストを生成することができるステータスバイトレジスタのビットをコント

ロールします。 
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直並列運転で使う 

並列運転 
合計でＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈは２０台（２直時は１０台）までの出力を並列に接続して 
出力電流を増加させることができます。また、１台のマスター機で全体の出力電圧・電流・電力をコントロールする、 
マスターブースター並列運転が可能です。 
出力電流、出力電力を合計した計測値はマスター機に表示されます。 
専用並列制御ケーブルを接続するだけで、並列台数を自動認識します。 

 

 

・並列運転は、ＲＺ－Ｘシリーズの同一機種に限って可能です。 

・各電源の出力間を接続している配線はオープンにしないでください。 

・並列に接続されているすべての入力電源ブレーカを ON にしてください。 

・並列時の非常停止スイッチの押下時の挙動は、マスター機、ブースター機で異なりますのでご注意ください。 

マスター機の非常停止スイッチ押下時は、マスター機、ブースター機入力ブレーカのトリップが発生。 

ブースター機の非常停止スイッチ押下時は、ブースター機入力ブレーカのトリップが発生と、マスター機はアラームに 

よる出力 OFF、運転準備切り状態となる。 

 

 

並列運転の仕様 

 

   ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

項 目 仕 様 

最大並列台数 ２０台 （２直時は１０台） 

最大定格出力電流 ±８０００Ａ （２直時は±４０００Ａ） 

 

 

  

注意
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■ 接続方法 

下図のように接続します。 

１台目（マスター機）のＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタＯＵＴから２台目（ブースター機）の 

ＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタＩＮへと接続し、２台目（ブースター機）のＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１ 

のコネクタＯＵＴから３台目（ブースター機）へと接続します。 

ＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタのＩＮ側に、他の電源が接続されていない番号（＃１）がマスター機 

となります。 

 

・信号ケーブルの接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意
 

 
必ず行う 

直並列ケーブルを本機に接続する場合は勘合部にゴミ、ホコリ等汚れがないように注意してください。 

端面に汚れが付託した状態で接続したり、傷がついていた場合正確に通信出来ず、並列動作出来ない 

可能性があります。 

 

必ず行う 

直並列ケーブルを使用しない際は、付属の防塵キャップ(出荷時直並列ケーブルに実装されている)を 

取り付けてください。 

 

必ず行う 

直並列ケーブルの清掃を行う際、清掃布を強く押し付けないでください。通信出来ず、並列動作出来ない 

可能性があります。 

 

必ず行う 

直並列ケーブルをの損傷を防ぐために取り付けの際には以下をお守りください。 

・直並列ケーブルを挿入する場合、斜め方向からの挿入はしないでください。 

・直並列ケーブルを抜く際、ケーブル被覆部を掴んで強く引っ張らないでください。 

・直並列ケーブルの首元でケーブルを曲げたり、キンクする等は行わないでください。 

・直並列ケーブルを屈曲させたりひねったりしないでください。 

・直並列ケーブルの端面には直接触れないでください。 

 

  

直並列モジュール直並列モジュール

直並列ケーブル 直並列ケーブル

直並列モジュール

#1
(マスター)

#2
(ブースター)

NEXT UNIT

挿入 挿入挿入

NEXT UNIT

直並列ケーブル

直並列ケーブルの長さが余る場合は、
下記のようにケーブルサポートに円を
描くように収納ください。
直並列ケーブルの損傷防止が可能です。
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・出力ケーブルの接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本機から供試体までの配線は、長さと断面積の等しいケーブルを使い、最短で配線してください。 

供試体までの距離が長い(10ｍ以上)の場合は、中継端子台などを使って並列接続した後、供試体まで配線してください。 

 

 

・出力配線は本機の背面空気吐き出し口を塞がないように接続してください。 

図では接続が分かり易いように記してあります。 

 

注意

供試体

+ -

より合わせる より合わせる より合わせる

＃１(マスター) ＃２(ブースター) ＃n(ブースター)
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■ 操作手順 

１．全機の入力電源スイッチを全て ON します。 
＃１から＃ｎまでの各電源の入力電源ブレーカをすべてＯＮにします。 

ＯＮにする順序は任意です。 

電源投入の順序はありませんが、マスター機の電源を投入後１分以内に全機の 

電源を投入してください。マスター機の電源投入後１分以内に構成台数の確認が 

できない場合はエラー（ＢＳＴ ALM）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．マスター機は構成台数を自動認識後、前回起動時の構成台数 

と相違がある場合にメッセージ及び「YES/NO」選択ボタンを 

表示します。 

 
構成台数相違内容時の表示  

 

台数不一致 ： Number Mismatch 
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３．「YES」を押すことで現在の構成台数が適用されます。 

・「NO」を押した場合は装置構成確認画面へ切り替わります。 

・構成台数を変更した場合は「PRESET」に保存されている値等の 

各設定値は初期化されます。 

・マスター機に計測表示される電圧、電流、電力は並列数の合計が表示されます。 

 

 

 

 

 

４．ブースター機表示 

ブースター機の正常動作時の表示は、右図のような表示となります。 
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５．ブースター機のリモート設定。 
ブースター機のＬＡＮ通信設定が可能です。 

リモート設定詳細については「デジタル通信で使う」 ＬＡＮ通信の設定（P119-） 

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

６．ブースター機のアラーム表示 
アラームが発生した発生した場合、アイコン表示部および「ＡＬＡＲＭ」キーが 

赤色に点滅します。 

 「ＡＬＡＲＭ」キーを押すと、Ａｌａｍ Ｈｉｓｔｏｒｙ画面に移行します。 

アラーム詳細については「基本的な使いかた」 アラーム発生の表示について 

（P47-）を参照してください。 
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７．ブースター機の日付と時刻の設定 

 ブースター機の日付と時刻の設定を行います。 

詳細については「基本的な使い方」 日付と時刻の設定（P54-） 

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．ブースター機のソフトウェア・バージョン表示 
ブースター機のソフトウェア・バージョンを表示します。 

詳細については「基本的な使い方」 ソフトウェア・バージョンの表示（P62-） 

を参照してください。 
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直列運転 
ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈは２台まで直列に接続して出力電圧を増加させることができます。 
また、１台のマスター機で全体の出力電圧・電流・電力をコントロールする、マスターブースター直列運転が可能です。 
出力電圧、出力電力を合計した計測値はマスター機に表示されます。 
専用直列制御ケーブルを接続するだけで、直列台数を自動認識します。 

 

 

・直列運転は、ＲＺ－Ｘシリーズの同一機種に限って可能です。 

・各電源の出力間を接続している配線はオープンにしないでください。 

・直列に接続されているすべての入力電源ブレーカを ON にしてください。 

・直列時の非常停止スイッチの押下時の挙動は、マスター機、ブースター機で異なりますのでご注意ください。 

マスター機の非常停止スイッチ押下時は、マスター機、ブースター機入力ブレーカのトリップが発生。 

ブースター機の非常停止スイッチ押下時は、ブースター機入力ブレーカのトリップが発生と、マスター機はアラームに 

よる出力 OFF、運転準備切り状態となる。 

 

 

 

直列運転の仕様 

 

   ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

項 目 仕 様 

最大直列台数 ２台 

最大定格出力電圧 ＋１５００Ｖ 

 

 

 

 

 

 

  

  

注意



 直並列運転で使う 
 

 

                                                                                  

242 

■ 接続方法 

下図のように接続します。 

１台目（マスター機）のＳＥＲＩＥＳ ＣＯＮＴＲＯＬのコネクタＯＵＴから２台目（ブースター機）のＳＥＲＩＥＳ ＣＯＮＴＲＯＬ 

のコネクタＩＮへと接続へと接続します。 

ＳＥＲＩＥＳ ＣＯＮＴＲＯＬのコネクタのＩＮ側に、他の電源が接続されていない番号（＃１）がマスター機 

となります。 

 

・信号ケーブルの接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意
 

 
必ず行う 

直並列ケーブルを本機に接続する場合は勘合部にゴミ、ホコリ等汚れがないように注意してください。 

端面に汚れが付託した状態で接続したり、傷がついていた場合正確に通信出来ず、直列動作出来ない 

可能性があります。 

 

必ず行う 

直並列ケーブルを使用しない際は、付属の防塵キャップ(出荷時直並列ケーブルに実装されている)を 

取り付けてください。 

 

必ず行う 

直並列ケーブルの清掃を行う際、清掃布を強く押し付けないでください。通信出来ず、直列動作出来ない 

可能性があります。 

 

必ず行う 

直並列ケーブルをの損傷を防ぐために取り付けの際には以下をお守りください。 

・直並列ケーブルを挿入する場合、斜め方向からの挿入はしないでください。 

・直並列ケーブルを抜く際、ケーブル被覆部を掴んで強く引っ張らないでください。 

・直並列ケーブルの首元でケーブルを曲げたり、キンクする等は行わないでください。 

・直並列ケーブルを屈曲させたりひねったりしないでください。 

・直並列ケーブルの端面には直接触れないでください。 

 

  

直並列モジュール直並列モジュール

直並列ケーブル

#1
(マスター)

#2
(ブースター)

挿入 挿入

NEXT UNIT

直並列ケーブル

直並列ケーブルの長さが余る場合は、
下記のようにケーブルサポートに円を
描くように収納ください。
直並列ケーブルの損傷防止が可能です。
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・出力ケーブルの接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本機から供試体までの配線は、長さと断面積の等しいケーブルを使い、最短で配線してください。 

 

 

・出力配線は本機の背面空気吐き出し口を塞がないように接続してください。 

図では接続が分かり易いように記してあります。 

 

注意

供試体

-

より合わせる

＃１(マスター) ＃２(ブースター)

+
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■ 操作手順 

１．全機の入力電源スイッチを全て ON します。 

 
＃１、＃２の各電源の入力電源ブレーカをすべてＯＮにします。 

ＯＮにする順序は任意です。 

電源投入の順序はありませんが、マスター機の電源を投入後１分以内に全機の 

電源を投入してください。マスター機の電源投入後１分以内に構成台数の確認 

ができない場合はエラー（ＢＳＴ ALM）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．マスター機は構成台数を自動認識後、前回起動時の構成台数 

と相違がある場合にメッセージ及び「YES/NO」選択ボタンを 

表示します。 

 
構成台数相違内容時の表示 

 

台数不一致 ： Number Mismatch 
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３．「YES」を押すことで現在の構成台数が適用されます。 

 

・「NO」を押した場合は装置構成確認画面へ切り替わります。 

・構成台数を変更した場合は「PRESET」に保存されている値等の 

各設定値は初期化されます。 

・マスター機に計測表示される電圧、電流、電力は並列数の合計が 

表示されます。 

 

 

４．ブースター機表示 

ブースター機の正常動作時の表示は、右図のような表示となります。 
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■ 直並列接続構成例 

直並列運転を行う場合、下記のように接続します。 

直列接続は＃１－１（マスター機）のＳＥＲＩＥＳ ＣＯＮＴＲＯＬのコネクタＯＵＴから＃２－１（シリーズ・マスター機）の 

ＳＥＲＩＥＳ ＣＯＮＴＲＯＬのコネクタＩＮへと接続します。 

並列接続は＃１－１（マスター機）のＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタＯＵＴから＃１－２（ブースター機）の 

ＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタＩＮへと接続し、＃１－２（ブースター機）のＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１ 

のコネクタＯＵＴから＃１－ｎ（ブースター機）へと接続します。 

同様に＃２－１（シリーズマスター機）のＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタＯＵＴから＃２－２（ブースター機） 

のＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタＩＮへと接続し、＃２－２（ブースター機）のＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１ 

のコネクタＯＵＴから＃２－ｎ（ブースター機）へと接続します。 

ＳＥＲＩＥＳ ＣＯＮＴＲＯＬのコネクタのＩＮ側及びに、ＰＡＲＡＬＬＥＬ ＣＯＮＴＲＯＬ１のコネクタのＩＮ側に 

他の電源が接続されていない＃１－１がマスター機となります。 

 

・信号ケーブルの接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直並列モジュール直並列モジュール

直並列ケーブル 直並列ケーブル

直並列モジュール

#２－１
(シリーズ・マスター)

#２－２
(シリーズ・ブースター)

NEXT UNIT

挿入 挿入挿入

直並列モジュール直並列モジュール

直並列ケーブル 直並列ケーブル

直並列モジュール

#１－１
(マスター)

#１－２
(ブースター)

NEXT UNIT

挿入 挿入挿入

挿入

直並列モジュール

挿入

直並列モジュール

直並列ケーブル
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・出力ケーブルの接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＃２－１(シリーズ・マスター)

＃１－１(マスター) ＃１－２(ブースター) ＃１－n(ブースター)

供試体

+

-

＃２－２(シリーズ・ブースター) ＃２－ｎ(シリーズ・ブースター)

中継端子又は銅バー

中継端子又は銅バー

より合わせる

より合わせる

より合わせる
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・並列、直列、直並列運転時のセンシング端子の使用方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

#2(ブースター) 出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

#1(マスター)

供試体

<並列時>

＋

－

#2ブースターのリモートセンシング端子は
使用しません。

<直並列時>

#2-1(シリーズ・マスター)
出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

#1-1(マスター)

供試体

＋

－

#2-2(シリーズ・ブースター)
出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

#1-2(ブースター)

#1-2ブースター、#2-2シリーズ・ブースターの
リモートセンシング端子は使用しません。

中継端子又は銅バー

「－」

「中点」

「＋」

#2(ブースター) 出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

出力端子＋

出力端子ー

「＋Ｓ」
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ端子

「ーＳ」

#1(マスター)

供試体

<直列時>

＋

－

#1マスター側の+S端子は#2ブースターの
マイナス端子に接続することで、中点配線
の電圧降下を補正することが出来ます。

#2ブースターの-S端子は自身の出力端
子－に接続します。
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■ 直並列接続ケーブル、モジュールについて 

直並列接続ケーブルは添付されていません。弊社のオプション品をお求めください。 

 

オプション品名一覧 

【直並列ケーブル】 

ケーブル品名 ケーブル長 

ＲＺＸ１００－ＯＰ－Ｆ－０１Ｍ １ｍ 

ＲＺＸ１００－ＯＰ－Ｆ－０３Ｍ ３ｍ 

ＲＺＸ１００－ＯＰ－Ｆ－０５Ｍ ５ｍ 

 

上記線長以外の直並列接続ケーブルをお求めの際は弊社営業部へお問い合わせください。 

 

 

【直並列モジュール】 

ケーブル品名 

ＲＺＸ１００－ＯＰ－Ｍ 

  



外部アナログ、接点信号で制御する 

                                                                                  

250 

外部アナログ、接点信号で制御する  

外部コントロール用コネクタの使い方 
本機を外部から操作する方法について説明します。 

本機の前面コネクタパネルには外部コントロール用コネクタが設けてあり、ＭＥＮＵ画面の「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」 

「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」および「ＳＴＡＴＵＳ」キーから設定することにより色々な方法での使用が可能です。 

付属の専用コネクタ（外部コントロール用コネクタ）を使用して外部回路と接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ケーブル挿入方法 

 
① ケーブルを下記のように加工します。 ② コネクタのレバーにマイナスドライバーを押し込みます。 

適合線材 

・電線サイズ：24-16AWG(UL) 

・電線被覆剥長さ：10.0mm 
 

10.0mm  

③ マイナスドライバーを押し込んだまま、丸い穴に 

ケーブルを挿入します。 

④ マイナスドライバーを引き抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO   

推奨マイナスドライバー 

品名：SZS 0.4X2.5 VDE 

メーカ：PHOENIX CONTACT 

寸法：右図による 

 

 

 

  

 

入力電源ブレーカをＯＮした後は、外部コントロール端子、ＴＲＧ端子、直列運転制御用コネクタ、 

並列運転制御用コネクタには触れないでください。 

マイナスドライバー 

ケーブル 

ケーブル 

1 

17 

16 

32 

外部コントロール用コネクタ 

注意

0.4mm 2.5mm
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外部コントロール用コネクタ端子表 
端子 

番号 
信号名 I/O 内容 絶縁 備考 

1 EXT_TRIP_ＩＮ I 外部トリップ信号入力 絶縁  

2 EXT_ON_IN I 外部出力 ON/OFF 信号入力 絶縁  

3 EXT_OUT_PC1 O 汎用出力ポート 1（フォトカプラ出力） 絶縁 
工場出荷時 

（CV_STS） 

4 EXT_OUT_PC2 O 汎用出力ポート 2（フォトカプラ出力） 絶縁 
工場出荷時 

（CC_STS） 

5 EXT_OUT_PC3 O 汎用出力ポート 3（フォトカプラ出力） 絶縁 
工場出荷時 

（OUTPUT_ON/OFF） 

6 EXT_OUT_RL1_NC O 汎用出力ポート 1（リレー出力）ｂ接点 絶縁  

7 EXT_OUT_RL1_COM O 汎用出力ポート 1（リレー出力）用コモン 絶縁  

8 EXT_OUT_RL2_NC O 汎用出力ポート 2（リレー出力）ｂ接点 絶縁  

9 EXT_TRIP_POL_SEL I 外部トリップ極性切り替え信号入力 絶縁  

10 EXT_SDC_IN I オプション機能（通常使用しない） 絶縁  

11 EXT_SDC_POL I オプション機能（通常使用しない） 絶縁  

12 EXT_PERMISSION_IN I 外部運転準備信号入力 絶縁  

13 EXT_EMG1_IN I 外部非常停止信号入力 1 絶縁  

14 EXT_EMG2_IN I 外部非常停止信号入力 2 絶縁  

15 EXT_CV I 出力電圧コントロール 外部電圧入力 絶縁  

16 EXT_CC I 出力電流コントロール 外部電圧入力 絶縁  

17 EXT_TRIP_IN_COM I 外部トリップ信号入力用コモン 絶縁  

18 EXT_ON_IN_COM I 外部出力 ON/OFF 信号入力用コモン 絶縁  

19 EXT_OUT_PC1_COM O 汎用出力ポート 1（フォトカプラ出力）用コモン 絶縁  

20 EXT_OUT_PC2_COM O 汎用出力ポート 2（フォトカプラ出力）用コモン 絶縁  

21 EXT_OUT_PC3_COM O 汎用出力ポート 3（フォトカプラ出力）用コモン 絶縁  

22 EXT_OUT_RL1_NO O 汎用出力ポート 1（リレー出力）ａ接点 絶縁 
工場出荷時 

（AUX_PS_GOOD） 

23 EXT_OUT_RL2_COM O 汎用出力ポート 2（リレー出力）用コモン 絶縁  

24 EXT_OUT_RL2_NO O 汎用出力ポート 2（リレー出力）ａ接点 絶縁 
工場出荷時 

（ALM_OUT） 

25 EXT_TRIP_POL_SEL_COM I 外部トリップ極性切り替え信号入力用コモン 絶縁  

26 EXT_SDC_IN_COM I オプション機能（通常使用しない）用コモン 絶縁  

27 EXT_SDC_POL_COM I オプション機能（通常使用しない）用コモン 絶縁  

28 EXT_PERMISSION_IN_COM I 外部運転準備信号入力用コモン 絶縁  

29 EXT_EMG1_IN_COM I 外部非常停止信号入力 1 用コモン 絶縁  

30 EXT_EMG2_IN_COM I 外部非常停止信号入力 2 用コモン 絶縁  

31 EXT_CV_COM I 出力電圧コントロール 外部電圧入力用コモン 絶縁  

32 EXT_CC_COM I 出力電流コントロール 外部電圧入力用コモン 絶縁  
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■ 外部コントロール用コネクタピンアサイン 

 

 

 

 

 

 

外部接点による出力の ON/OFF 
小容量の接点、小信号用リレーまたはフォトカプラの出力で本機の出力を「ＯＮ／ＯＦＦ」することができます。 

接点容量が１２Ｖ、２．０ｍＡ以上の小信号用リレーまたは小信号用スイッチ、フォトカプラを使用してください。 

外部接点による出力ＯＮ／ＯＦＦ制御を『有効』にするには「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」設定を変更する必要があります。 

（工場出荷設定では『無効』になっています。） 

本機能有効時は、コンソールパネルの「ＯＵＴＰＵＴ」キーでの出力「ＯＮ／ＯＦＦ」制御は無効になります。 

 

■ 回路ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電磁接触器の主接点やパワーリレー等の電力接点は使用に適しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

12 13 

28 29 

14 15 16 

30 31 32 

+12V 

2 

18 

+5V 

内部回路 

本機 
F-COM 

DG 

4.7ｋΩ 1.0ｋΩ 

EXT_ON_IN 

EXT_ON_IN_COM 

注意



 外部アナログ、接点信号で制御する 

                                                                                  

253 

■ 接続方法 

外部コントロール用コネクタ（付属）の２、１８番端子にケーブルを配線してください。 

外部コントロールコネクタは両サイドのロックレバーを手前に下げることで簡単にはずすことができます。 

 

 

 

 

  

フォトカプラ または 接点 ツイストペア線 

外部コントロール用コネクタ 
2 

18 

接点オープン：出力ＯＦＦ 
 



 外部アナログ、接点信号で制御する 

                                                                                  

254 

設定手順 

１．External Control 画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面にて「ＳＥＴＴＩＮＧ」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面を表示します。 

Ｓｅｔｔｉｎｇ画面にて「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」キーを押し、Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ画面でＥｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔａｃｔ Ｉｎｐｕｔの「ＯＵＴＰＵＴ」を選択します。 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔａｃｔ Ｉｎｐｕｔの「OUTPUT」キーを選択してください。 

「OUTPUT」キーを押すとキーが点滅します。 
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３．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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外部接点による RUN/STOP 
小容量の接点、小信号用リレーまたはフォトカプラの出力で本機の「ＲＵＮ／ＳＴＯＰ」を制御することができます。 

接点容量が１２Ｖ、２．０ｍＡ以上の小信号用リレーまたは小信号用スイッチ、フォトカプラを使用してください。 

外部接点によるＲＵＮ/ＳＴＯＰ制御を『有効』にするには「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」設定を変更する必要があります。 

（工場出荷設定では『無効』になっています。） 

本機能有効時は、コンソールパネルの「ＲＵＮ」キーでのプログラム運転「ＲＵＮ／ＳＴＯＰ」制御は無効になります。 

 

■ 回路ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電磁接触器の主接点やパワーリレー等の電力接点は使用に適しません。 

 

■ 接続方法 

外部コントロール用コネクタ（付属）の２、１８番端子にケーブルを配線してください。 

外部コントロールコネクタは両サイドのロックレバーを手前に下げることで簡単にはずすことができます。 

 

 

  

+12V 

2 

18 

+5V 

内部回路 

本機 F-COM 

DG 

4.7ｋΩ 1.0ｋΩ 

EXT_ON_IN 

EXT_ON_IN_COM 

フォトカプラ または 接点 ツイストペア線 

外部コントロール用コネクタ 
2 

18 

接点オープン：出力ＯＦＦ 
 

注意
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設定手順 

１．External Control 画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面にて「ＳＥＴＴＩＮＧ」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面を表示します。 

Ｓｅｔｔｉｎｇ画面にて「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」キーを押し、Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ画面でＥｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔａｃｔ Ｉｎｐｕｔの「ＰＲＧ ＲＵＮ」を選択します。 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔａｃｔ Ｉｎｐｕｔの「ＰＲＧ ＲＵＮ」キーを選択してください。 

「ＰＲＧ ＲＵＮ」キーを押すとキーが点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 外部アナログ、接点信号で制御する 

                                                                                  

258 

３．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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外部接点による運転準備のＯＮ／ＯＦＦ 
小容量の接点、小信号用リレーまたはフォトカプラの出力で本機の運転準備を「ＯＮ／OFF」することができます。 

接点容量が１２Ｖ、２．０ｍＡ以上の小信号用リレーまたは小信号用スイッチ、フォトカプラを使用してください。 

外部接点による運転準備ＯＮ/ＯＦＦ制御を『有効』にするには「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」設定を変更する必要があります。 

（工場出荷設定では『無効』になっています。） 

本機能有効時は、コンソールパネルの「ＳＴＡＲＴ UP」キーでの運転準備は無効になります。 

 

■ 回路ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電磁接触器の主接点やパワーリレー等の電力接点は使用に適しません。 

 

■ 接続方法 

外部コントロール用コネクタ（付属）の１２、２８番端子にケーブルを配線してください。 

外部コントロールコネクタは両サイドのロックレバーを手前に下げることで簡単にはずすことができます。 

 

 

  

+12V 

12 

28 

+5V 

内部回路 

本機 F-COM 

DG 

4.7ｋΩ 1.0ｋΩ 

EXT_PERMISSION_IN 

EXT_PERMISSION_IN_COM 

フォトカプラ または 接点 ツイストペア線 外部コントロール用コネクタ 

12 

28 

接点オープン：STAND BY 
 

注意
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設定手順 

１．External Control 画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面にて「ＳＥＴＴＩＮＧ」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面を表示します。 

Ｓｅｔｔｉｎｇ画面にて「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」キーを押し、Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ画面で「Ｅxternal Ｃontrol Ready」の ENABLE を選択します。 

「Ｅxternal Ｃontrol Ready」の「ENABLE」キーを選択してください。 

「ENABLE」キーを押すとキーが点滅します。 
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３．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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外部接点によるトリップ動作 
小容量の接点、小信号用リレーまたはフォトカプラの出力で本機の入力電源ブレーカを遮断することができます。 

接点容量が１２Ｖ、２．０ｍＡ以上の小信号用リレーまたは小信号用スイッチ、フォトカプラを使用してください。 

■ 回路ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 

・ａ接点の短絡（メイク）によるＴＲＩＰ動作と、ｂ接点の開放（ブレーク）によるＴＲＩＰ動作を選択できます。 

 

 

・電磁接触器の主接点やパワーリレー等の電力接点は使用に適しません。 

 

■ 接続方法 

外部コントロール用コネクタ（付属）の１、１７番端子にケーブルを配線してください。 

外部コントロール用コネクタ（付属）の９番２５番を接続する・しないで、ａ接点または b 接点動作とすることができます。 

外部コントロールコネクタは両サイドのロックレバーを手前に下げることで簡単にはずすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

+12V 

1 

17 

+5V 

内部回路 

本機 F-COM 

DG 

4.7ｋΩ 1.0ｋΩ 

EXT_TRIP_IN 

EXT_TRIP_IN_COM 

フォトカプラ または 接点 ツイストペア線 外部コントロール用コネクタ 

9 

25 

1 

17 

ａ接点動作選択時(外部コントロール用コネクタ 9 番 25 番接続） 
接点閉：ＴＲＩＰ動作 

 
 

注意
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トリップからの復帰方法 

１． トリップ後入力電源ブレーカの位置が右図の 

位置になります。 

 

 

 

 

 

 

２．入力電源ブレーカのハンドルを右図の位置まで 

左いっぱいに回転させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．入力電源ブレーカのハンドルを右図の位置まで戻す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．トリップ状態が解除されたため、通常通り装置を起動(P22)し、 ご使用ください、 
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外部接点による非常停止動作 
小容量の接点、小信号用リレーまたはフォトカプラの出力で本機の出力をオフにし、入力電源ブレーカを遮断することができます。 

接点容量が１２Ｖ、２．０ｍＡ以上の小信号用リレーまたは小信号用スイッチ、フォトカプラを使用してください。 

■ 回路ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEMO 

・非常停止接点の端子が 2 ポートありますが、RZ-X-100K 内部にて直列に接続されています。 

・外部接点による非常停止動作機能を使用しないときは１３，２９番（１４，３０番）間をショートしてください。 

 

 

・電磁接触器の主接点やパワーリレー等の電力接点は使用に適しません。 

 

■ 接続方法 

外部コントロール用コネクタ（付属）の１３、２９番端子または、１４、３０番端子または両方に用途に応じてケーブルを 

配線してください。「外部接点による非常停止動作」は「外部接点によるトリップ動作」と異なり、b 接点動作のみです。 

外部コントロールコネクタは両サイドのロックレバーを手前に下げることで簡単にはずすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意

非常停止スイッチ
(装置前面に標準搭載)

13

29

14

30

EXT_EMG1_IN

EXT_EMG1_IN_COM

EXT_EMG2_IN

EXT_EMG2_IN_COM

内部回路

F-COM

DG

1.0kΩ4.7kΩ

+12V+5V

本機

フォトカプラ または 接点 ツイストペア線 
外部コントロール用コネクタ 

14 

30 

13 
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出力電圧コントロール 
外部から印加された直流電圧に比例した電圧を出力します。 

「0V」-「10V」または「0V」-「5V」の外部電圧に対して 

「0V」-「定格出力電圧」を出力します。 

外部電圧は 2ｍＡの電流を取り出せるものを使用してください。 

 

出力電圧は次式になります。（）内は「0V」-「5V」外部電圧選択時 

 

 

 

 

 

MEMO 

・外部電圧による出力電圧コントロールを有効にするには「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」設定を変更する必要があります。 

・「0V」-「10V」または「0V」-「5V」の切り替えは「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」設定で行います。 

・運転モードが CV モード時のみ有効となり、CV モード以外では無効となります。 

 

 

・本機を初期化（Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ）※すると、外部電圧による出力電圧コントロール機能の再調整が必要となりますので 

ご注意ください。 ※Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅの「ALL」または「ＡＤＪＵＳＴ」実行時 

調整方法はＰ270 を参照願います。 

 

■ 接続方法 

外部コントロール用コネクタ（付属）の１５、３１番端子にケーブルを配線してください。 

外部コントロールコネクタは両サイドのロックレバーを手前に下げることで簡単にはずすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

定格電圧

外部電圧 10V(5V)

出
力

電
圧

0V

出力電圧[V]＝定格電圧[V]×
10(5)

外部電圧[V]

外部電圧 

ツイストペア線 
外部コントロール用コネクタ 

31 

0V～5V/0V-10V 

15 

注意
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設定手順 

１．Ｆｕｎｃｔｉｏｎ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面にて「ＳＥＴＴＩＮＧ」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面を表示します。 

Ｓｅｔｔｉｎｇ画面にて「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」キーを押し、Ｆｕｎｃｔｉｏｎ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ」が表示される画面へ移行します。 
「Ｆｕｎｃｔｉoｎ」画面に移行したら、「矢印」キーを１回押して２／３ページを表示します。 
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３． ＦＵＮＣＴＩＯＮ画面でＯｕｔｐｕｔ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ …の外部から印加する電圧のレンジ 

を選択します。 

Ｏｕｔｐｕｔ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ…の「０Ｖ ｔｏ ５Ｖ」、「0Ｖ ｔｏ １０Ｖ」キーから印加予定の電圧に合わせて選択してください。 

「０Ｖ ｔｏ ５Ｖ」、「0Ｖ ｔｏ １０Ｖ」キーを押すとキーが点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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５．External Control 画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面にて「ＳＥＴＴＩＮＧ」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面を表示します。 

Ｓｅｔｔｉｎｇ画面にて「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」キーを押し、Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ画面でＥｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｖｏｌｔａｇｅの「ＥＮＡＢＬＥ」を選択します。 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｖｏｌｔａｇｅの「ＥＮＡＢＬＥ」キーを選択してください。 

「ＥＮＡＢＬＥ」キーを押すとキーが点滅します。 
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７．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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■ 外部電圧による出力電圧設定の調整 

 

１．右図のように、電圧測定器を接続します。 

 
本機の入力電源ブレーカは必ず OFF にしてから作業してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＨＯＭＥ画面で「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してください。 

ＭＥＮＵ選択画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

31 
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３．ＭＥＮＵ画面で「ＡＤＪＵＳＴ」キーを押します。 
ＭＥＮＵ画面にて「ＡＤＪＵＳＴ」キーを押してください。 

ＡＤＪＵＳＴ設定画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．外部電圧のレンジ「OV to ５Ｖ」または「OV to １０Ｖ」を選択します。 
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５．外部電圧のオフセット値を調整します。 
外部電圧より０．１Ｖ出力し、電圧測定器で計測した値をＯｆｆｓｅｔに入力します。 

Ｏｆｆｓｅｔ数値部を押すとテンキーが表示されますので、電圧測定器の計測値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※外部電圧のレンジ「OV to １０Ｖ」を選択している場合も、外部電圧より０．１Ｖ出力し、電圧測定器で 

計測した値をＯｆｆｓｅｔに入力します。 

 

６．外部電圧のフルスケール値を調整します。 
外部電圧より５Ｖ出力し、電圧測定器で計測した値をＦｕｌｌ Ｓｃａｌｅに入力します。 

Ｆｕｌｌ Ｓｃａｌｅ数値部を押すとテンキーが表示されますので、電圧測定器の計測値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※外部電圧のレンジ「OV to １０Ｖ」を選択している場合は、外部電圧より１０Ｖ出力し電圧測定器で 

計測した値をＦｕｌｌ Ｓｃａｌｅに入力します。 
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７．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
変更確定後「ＨＯＭＥ」キーを押すと、HOME 画面に戻ります。 
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外部電圧による出力電圧設定の調整 

１．右図のように、電圧測定器を接続します。 

 
本機の入力電源ブレーカは必ず OFF にしてから作業してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．Ａｄｊｕｓｔ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥ」キーを押してＭａｉｎｔｅｎａｎｃｅ画面を表示します。 

Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ画面で「ＡＤＪＵＳＴ」キーを押し、Ａｄｊｕｓｔ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

15 

 

31 
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３．Ａｄｊｕｓｔ画面から外部電圧による出力電圧設定の調整画面を選択する。 
Ａｄｕｊｓｔ画面にて「Ｏｕｔｐｕｔ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ ＢＹ ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．外部電圧のレンジ「OV to ５Ｖ」または「OV to １０Ｖ」を選択します。 
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５．外部電圧のオフセット値を調整します。 
外部電圧より０．１Ｖ出力し、電圧測定器で計測した値をＯｆｆｓｅｔに入力します。 

Ｏｆｆｓｅｔ数値部を押すとテンキーが表示されますので、電圧測定器の計測値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※外部電圧のレンジ「OV to １０Ｖ」を選択している場合も、外部電圧より０．１Ｖ出力し、電圧測定器で 

計測した値をＯｆｆｓｅｔに入力します。 

 

６．外部電圧のフルスケール値を調整します。 
外部電圧より５Ｖ出力し、電圧測定器で計測した値をＦｕｌｌ Ｓｃａｌｅに入力します。 

Ｆｕｌｌ Ｓｃａｌｅ数値部を押すとテンキーが表示されますので、電圧測定器の計測値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※外部電圧のレンジ「OV to １０Ｖ」を選択している場合は、外部電圧より１０Ｖ出力し電圧測定器で 

計測した値をＦｕｌｌ Ｓｃａｌｅに入力します。 
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７．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。 

変更確定後「ＨＯＭＥ」キーを押すと、HOME 画面に戻ります。 
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出力電流コントロール 
外部から印加された直流電圧に比例した電流を出力します。 

「-10V」-「10V」または「-5V」-「5V」の外部電圧に対して 

「シンク側定格出力電流」-「ソース側定格出力電流」を出力します。 

外部電圧は 2ｍＡの電流を取り出せるものを使用してください。 

 

出力電流は次式になります。（）内は「-5V」-「5V」外部電圧選択時 

 

 

 

 

 

MEMO 

 

・外部電圧による出力電流コントロールを有効にするには「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」設定を変更する必要があります。 

・「-10V」-「10V」または「-5V」-「5V」の切り替えは「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」設定で行います。 

・運転モードが CC モード時のみ有効となり、CC モード以外では無効となります。 

 

 

 

・本機を初期化（Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ）※すると、外部電圧による出力電流コントロール機能の再調整が必要となりますので 

ご注意ください。 ※Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅの「ALL」または「ＡＤＪＵＳＴ」実行時 

調整方法はＰ283 を参照願います。 

 

■ 接続方法 

外部コントロール用コネクタ（付属）の１６、３２番端子にケーブルを配線してください。 

外部コントロールコネクタは両サイドのロックレバーを手前に下げることで簡単にはずすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ソース側
定格電流

外部電圧 10V(5V)

出
力

電
流

-10V(-5V)

シンク側
定格電流

ソース側出力電流[A]＝定格電流[A]×
10(5)

外部電圧[V]

シンク側出力電流[A]＝定格電流[A]×
10(5)

外部電圧[V]

外部電圧 

ツイストペア線 
外部コントロール用コネクタ 

16 

32 

「-5V」－「5V」 

/「-10V」－「10V」 

注意
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設定手順 

１．Ｆｕｎｃｔｉｏｎ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面にて「ＳＥＴＴＩＮＧ」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面を表示します。 

Ｓｅｔｔｉｎｇ画面にて「ＦＵＮＣＴＩＯＮ」キーを押し、Ｆｕｎｃｔｉｏｎ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「Ｉｎｔｅｒｎａｌ Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ」が表示される画面へ移行します。 
「Ｆｕｎｃｔｉoｎ」画面に移行したら、「矢印」キーを１回押して２／３ページを表示します。 
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４． ＦＵＮＣＴＩＯＮ画面でＯｕｔｐｕｔ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ …の外部から印加する電圧のレンジ 

を選択します。 

Ｏｕｔｐｕｔ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ…の「－５Ｖ ｔｏ ５Ｖ」、「－１０Ｖ ｔｏ １０Ｖ」キーから印加予定の電圧に合わせて選択してくだ 

さい。 

「－５Ｖ ｔｏ ５Ｖ」、「－１０Ｖ ｔｏ １０Ｖ」キーを押すとキーが点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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５．External Control 画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面を表示し、Ｍｅｎｕ画面にて「ＳＥＴＴＩＮＧ」キーを押してＳｅｔｔｉｎｇ画面を表示します。 

Ｓｅｔｔｉｎｇ画面にて「ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」キーを押し、Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ画面でＥｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｕｒｒｅｎｔの「ＥＮＡＢＬＥ」を選択します。 

Ｅｘｔｅｒｎａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｕｒｒｅｎｔの「ＥＮＡＢＬＥ」キーを選択してください。 

「ＥＮＡＢＬＥ」キーを押すとキーが点滅します。 
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７．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 

変更確定後「HOME」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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外部電圧による出力電流設定の調整 

１．右図のように、電圧測定器を接続します。 

 
本機の入力電源ブレーカは必ず OFF にしてから作業してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．Ａｄｊｕｓｔ画面を表示します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してＭｅｎｕ画面に移行し、「ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥ」キーを押してＭａｉｎｔｅｎａｎｃｅ画面を表示します。 

Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ画面で「ＡＤＪＵＳＴ」キーを押し、Ａｄｊｕｓｔ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

16 

32 
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３．Ａｄｊｕｓｔ画面から外部電圧による出力電流設定の調整画面を選択する。 
Ａｄｕｊｓｔ画面にて「Ｏｕｔｐｕｔ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ ＢＹ ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＣＯＮＴＲＯＬ」キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．外部電圧のレンジ「－５V to ５Ｖ」または「－１OV to １０Ｖ」を選択します。 
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５．外部電圧のオフセット値を調整します。 
外部電圧より０．１Ｖ出力し、電圧測定器で計測した値をＯｆｆｓｅｔに入力します。 

Ｏｆｆｓｅｔ数値部を押すとテンキーが表示されますので、電圧測定器の計測値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※外部電圧のレンジ「－１OV to １０Ｖ」を選択している場合も、外部電圧より０．１Ｖ出力し、電圧測定器で 

計測した値をＯｆｆｓｅｔに入力します。 

 

６．外部電圧のフルスケール値を調整します。 
外部電圧より５Ｖ出力し、電圧測定器で計測した値をＦｕｌｌ Ｓｃａｌｅに入力します。 

Ｆｕｌｌ Ｓｃａｌｅ数値部を押すとテンキーが表示されますので、電圧測定器の計測値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※外部電圧のレンジ「－１OV to １０Ｖ」を選択している場合は、外部電圧より１０Ｖ出力し電圧測定器で 

計測した値をＦｕｌｌ Ｓｃａｌｅに入力します。 
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７．「ENTER」キーを押して設定を確定させます。 
「ＥＮＴＥＲ」キーを押して確定します。 

変更確定後「ＨＯＭＥ」キーを押すと、HOME 画面に戻ります。 
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ステータス出力 
本機の動作状態を外部に出力することができます。 

23 個のステータスのうち 5 種類を汎用出力ポート(フォトカプラ出力×3ｃｈ、リレー接点出力×2ｃｈ)に任意に選択して設定 

することができます。 

 

■ ステータス一覧 

フォトカプラ出力においては出力信号は負論理で、コレクタ-エミッタ間が ON の時、論理は「1」となります。 

リレー接点出力においてはａ接点およびｂ接点をご使用いただけます。信号の内容は下記の通りです。 

 

No. 信号名 内容 備考 

1 OVP_ALM 過電圧保護(OVP)が発生していることを示します。 OVP 発生で「1」 

2 OCP_ALM 過電流保護(OCP)が発生していることを示します。 OCP 発生で「1」 

3 OPP_ALM 過電力保護(OPP)が発生していることを示します。 OPP 発生で「1」 

4 OHP_ALM 過温度保護(OHP)が発生していることを示します。 OHP 発生で「1」 

5 EXT_TRIP 外部接点によるトリップ動作が発生していることを示します。 EXT_TRIP 発生で「1」 

6 ALM_OUT 本機がいずれかのＡＬＭを発生させていることを示します。 
ALM 発生で「1」ラッチ 

アラームリセット時に「0」 

7 OUT_ON/OFF_STS 本機が「OUTPUT」ON 状態であることを示します。 「OUTPUT」ON で「1」 

8 AUX_PS_GOOD 制御用電源が正常に動作していることを示します。 制御電源が正常で「1」 

9 CV_STS 定電圧モードで動作していることを示します。 定電圧モードで「1」 

10 CC_STS 定電流モードで動作していることを示します。 定電流モードで「1」 

11 CP_STS 定電力モードで動作していることを示します。 定電力モードで「1」 

12 UVL_STS 上限電圧制限状態で動作していることを示します。 上限電圧制限状態で「1」 

13 LVL_STS 下限電圧制限設定範囲状態で動作していることを示します。 下限電圧制限状態で「1」 

14 SOCL_STS ソース側電流制限設定範囲状態で動作していることを示します。 ソース側電流制限状態で「1」 

15 SICL_STS シンク側電流制限設定範囲状態で動作していることを示します。 シンク側電流制限状態で「1」 

16 SOＰＬ_STS ソース側電力制限設定範囲状態で動作していることを示します。 ソース側電力制限状態で「1」 

17 SIＰＬ_STS シンク側電力制限設定範囲状態で動作していることを示します。 シンク側電力制限状態で「1」 

18 USER1 
汎用 STS/ALM ポートの出力内容の設定でユーザー使用選択時

のポート制御を行います。 
 

19 USER2 
汎用 STS/ALM ポートの出力内容の設定でユーザー使用選択時

のポート制御を行います。 
 

20 FAN_STS ファンの回転数低下、又は停止していることを示します。  

21 EMG_IN 非常停止入力が発生したことを示します。  

22 READY_STS 運転準備が入状態になったことを示します。 運転準備入状態で「1」 

23 ＬＡＮ_STS 通信監視の状態を示します。 
通信異常で「1」ラッチ 

アラームリセット時に「0」 
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■ 出力回路 

出力回路はフォトカプラで絶縁されたオープンコレクタおよびリレー接点出力で得られます。 

 

 出力回路の電気的仕様 

 

フォトカプラ出力 
項目 仕様 

最大コレクタ電圧 80V 

最大コレクタ電流 50mA 

 

 

リレー接点出力 
項目 仕様 

接点定格電圧 30V 

接点定格電流 1A 

 

 
汎用出力ポート 

Status OUTPUT 出力回路 

Ch1 PC1 

Ch2 PC2 

Ch3 PC3 

Ch4 RL1 

Ch5 RL2 
 

  

3 

内 

部 

回 

路 

19 

4 

20 

5 

21 

外部コントロール用コネクタ 

EXT_OUT_PC1 

EXT_OUT_PC2 

EXT_OUT_PC3 

EXT_OUT_RL1_NC 

EXT_OUT_RL1_NO 

EXT_OUT_PC1_COM 

EXT_OUT_PC2_COM 

EXT_OUT_PC3_COM 

EXT_OUT_RL1_COM 

EXT_OUT_RL2_NC 

EXT_OUT_RL2_NO 

EXT_OUT_RL2_COM 

6 

7 

22 

8 

23 

24 
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■ ステータス割り当て手順 

１．ＨＯＭＥ画面で「ＭＥＮＵ」キーを押します。 
ＨＯＭＥ画面にて「ＭＥＮＵ」キーを押してください。 

ＭＥＮＵ選択画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＭＥＮＵ画面で「ＳＴＡＴＵＳ」キーを押します。 
ＭＥＮＵ画面にて「ＳＴＡＴＵＳ」キーを押してください。 

ＳＴＡＴＵＳ設定画面に切り替わります。 
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３．ＳＴＡＴＵＳ ＯＵＴＰＵＴ画面で「ＳＴＡＴＵＳ ＯＵＴＰＵＴ」のＥＮＡＢＬＥを選択します。 

ＳＴＡＴＵＳ ＯＵＴＰＵＴ画面にて「ＳＴＡＴＵＳ ＯＵＴＰＵＴ」の「ＥＮＡＢＬＥ」キーを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ＳＴＡＴＵＳ ＣＨ１-５を選択します。 
ＳＴＡＴＵＳ ＯＵＴＰＵＴ画面にて「ＳＴＡＴＵＳ ＣＨ１-ＣＨ５」キーを選択してください。 
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５．ＳＴＡＴＵＳ ＣＨ１-５にステータスを割り当てます。 
ＳＴＡＴＵＳ ＣＨ１-５に必要なステータスを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「ENTER」キーを押して必要なステータスを選択します。 
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７．「ENTER」キーを押して変更を確定させます。 
キーを押すと点滅しますので、「ＥＮＴＥＲ」キーで確定してください。 

変更確定後「ＨＯＭＥ」キーを押すと、ＨＯＭＥ画面に戻ります。 
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保守  

保証期間 
納入品の保証期間は、納入から１年間といたします。この期間中に当社の責任による、製造上および部品の劣化による

故障を生じた場合は、無償修理を行います。ただし天災、取扱いの誤り等による故障、および当社外において改造など

が行われた製品の修理は有償となります。 

 

保守サービス 
納入後 2 年目以降は有償となります。 

随時保守サービスは行っており、その都度料金を申し受けます。 

修理・保守受付専用ダイヤル

平日９：００－１２：００ １３：００－１７：００

フリーダイヤル

0120-963-213

携帯からは 0235-25-9783

 
■ ご連絡の際のお願い 

修理をご依頼の際は本体製造番号（製品背面パネル 12 桁数字）とファームウェアバージョンを合わせてご連絡願います。 

 

日常の保守と点検 

いつまでも初期の性能を保ち、さらに不測の事故を未然に防ぐために、一定期間ごとに点検をお願いします。 

 

本機の内部には高電圧を発生する部分があり、誤って触れますと感電する危険があります。
弊社の係員または弊社の指定するサービスマン以外の方は、本機のカバーを外したり、分解したりしないで下さい。

！ 危険

 

部品寿命について 

本機には有寿命部品を使用しております。 

ご使用条件により部品に寿命差がでますが、一般的な部品寿命については下記の表を参考にしてください。 

長くご使用いただくためには、５年、１０年目安でのオーバーホールをお薦めいたします。 

 

設置されている環境が高温多湿、塵埃、油脂、腐食性ガス等が発生する場所では、
部品の寿命が著しく短くなりますのでご注意ください。

！ 注意

備考

ファン

リレー

アルミ電解コンデンサ

初期不良

部品名
年度 ０～1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 １２年
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外装の清掃について 
清掃する前に「電源ブレーカ」を OFF し、接続されている配線を全て取り外してください。 

その後市販のクリーニンググロスで外装を清掃してください。 

汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤にひたした布をよく絞ってふき取ってください。 

シンナーやベンジンなどの溶剤は使用しないでください。 

 

バックアップ用電池の交換 
本機は電池を内蔵しています。電池の寿命は使用環境によって異なりますが、お買い上げから５年間を目安としてください。 

電池が消耗すると、日付時刻にずれが生じます。電池の交換は当社へお問い合わせください。 

 

エアーフィルターの点検と交換 

前面カバー内側にエア－フィルターが装着されています。 

目詰まりがひどくなる前に、定期的に清掃または交換してください。 

 

 

 

 

 

 

１．エアーフィルターの清掃 

前面カバー内側にエアーフィルターが装着されています。目詰まりがひどくなる前に、定期的に清掃してください。 

清掃方法は下図の赤枠部分のごみやほこりを掃除機で取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚れのひどい場合には、次ページのように装置前面扉を開き、エアーフィルタ－を水洗い、または交換してください。 

 

  

・ エアーフィルタ－の目詰まりにより、装置内部の冷却効果が悪化し、故障の原因となる場合がありま

すので、定期的に清掃または交換してください。 

 

！ 注意
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２． 装置前面の扉を開く (フィルターの水洗い、交換を行う場合) 
装置左側ネジ 3 か所を外し、入力電源ブレーカのハンドルを「OPEN/RESET」表記まで左に回転させながら、扉を前に引っ張る 

ことでることで、装置前面扉が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．フロントパネルに取り付けている、エアーフィルターを取り外します。 

フロントパネルからエアーフィルター（赤枠部分）を外して水洗い、または交換してください。水洗いをする場合、 

中性洗剤を薄めた水で洗って、十分に乾燥させた後取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．取り外した時と逆の手順でエアーフィルター、フロントパネルを取り付けます。

ネジ 3 か所を 

３mm ドライバーで取り外す。 

ハンドルを左に回転させながら、

手前側に引く。 
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仕様  

出力仕様 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

定格出力電圧 +750V 

定格出力電流 ±400A 

定格出力電力 ±100kW 

 

 

入力仕様 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

動作電源 AC378V-462V 三相・45Hz-65Hz 

入力電流*1 

(実効値) 
AC378V 入力 200Arms 以下 

入力力率*2 0.98 以上 

電力効率*3 

定格電力 

定格電流時 
91%以上 

定格電力 

定格電圧時 
92%以上 

突入電流*4 

（ピーク値） 
AC462V 入力 200A 以下 

 
*1：定格出力電力、定格出力電流のとき 

*2：AC420V 入力、定格出力電力、定格出力電流のとき 

*3：AC420V 入力、定格出力電圧、定格出力電力および定格出力電流、定格出力電力のとき 

*4：入力電源ﾌﾞﾚｰｶをｵﾝした直後（約 1ms 間）に、内部 EMC ﾌｨﾙﾀ回路のｺﾝﾃﾞﾝｻに流れる充電電流成分は除く 

 

 



 仕様 

                                                                                  

297 

定電圧特性 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

設定範囲 
Hi レンジ +0.00V － +787.50V 

Lo レンジ +0.000V － +78.750V 

設定確度 

*5 *19 

Hi レンジ 設定値±（0.1%+0.75V）以内 

Lo レンジ 設定値±（0.1%+0.075V）以内 

設定分解能 
Hi レンジ 20mV 

Lo レンジ 2mV 

ロードレギュレーション*7 設定値±（0.01%+定格出力電圧の 0.02%) 

ラインレギュレーション*8 設定値±（0.01%+定格出力電圧の 0.01%) 

リップル（実効値）*9 300mVrms 以内 

出力ノイズ*10 5Vp-p 以内 

過渡回復時間 10ms 以内 

 

 

定電流特性 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

設定範囲 
Hi レンジ -420.00A － +420.00A 

Lo レンジ -42.000A － +42.000A 

設定確度*11 
Hi レンジ 設定値±（0.2%+0.4A）以内 

Lo レンジ 設定値±（0.2%+0.04A）以内 

設定分解能 
Hi レンジ 20mA 

Lo レンジ 2mA 

ロードレギュレーション*13 設定値±（0.05%+定格出力電流の 0.1%） 

ラインレギュレーション*8 設定値±（0.05%+定格出力電流の 0.05%） 

リップル（実効値）*14 400mArms 以内 

 
*5：出力電圧設定+20V から適用、出力開放にて（周囲温度 23℃±5℃） 

*6：出力電圧設定+40V から適用、出力開放にて（周囲温度 23℃±5℃） 

*7：定格負荷電流の 0-100%の変動に対して、ｾﾝｼﾝｸﾞﾎﾟｲﾝﾄにて測定（静的負荷変動） 

*8：入力電圧の±10％の変動に対して（静的入力変動） 

*9：測定周波数帯域 20Ｈｚ-1ＭＨｚ（抵抗負荷） 

*10：測定周波数帯域 20Ｈｚ-20ＭＨｚ（抵抗負荷） 

*11：出力電圧+20V から適用（周囲温度 23℃±5℃） 

*12：出力電圧+40V から適用（周囲温度 23℃±5℃） 

*13：定格出力電流にて、出力電圧を+40V-定格電圧まで変化させた場合の電流変動値（静的負荷変動） 

*14：測定周波数帯域 20Ｈｚ-1ＭＨｚ  

*15：測定周波数帯域 20Ｈｚ-1ＭＨｚ  

*19：自出力端子をセンシングした上で、測定 
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定電力特性 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

設定範囲 

電圧:Hi/電流:Hi -105.00kW － +105.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo -30.000kW － +30.000kW 

電圧:Lo/電流:Hi -30.000kW － +30.000kW 

電圧:Lo/電流:Lo -3.0000kW － +3.0000kW 

設定確度*19 

電圧:Hi/電流:Hi ±0.4%of F.S 

電圧:Hi/電流:Lo ±0.4%of F.S 

電圧:Lo/電流:Hi ±0.4%of F.S 

電圧:Lo/電流:Lo ±0.4%of F.S 

設定分解能 

電圧:Hi/電流:Hi 10W 

電圧:Hi/電流:Lo 1W 

電圧:Lo/電流:Hi 1W 

電圧:Lo/電流:Lo 0.1W 
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測定・表示(タッチパネル) 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

電圧計 ５桁デジタルメータ 

 

最大表示 
Hi ﾚﾝｼﾞ ＋825.00V 

Lo ﾚﾝｼﾞ ＋82.500V 

計測分解能 
Hi ﾚﾝｼﾞ 20mV 

Lo ﾚﾝｼﾞ 2mV 

測定確度 

*16 *19 

Hi ﾚﾝｼﾞ 読み値の±（0.1%+5digit(100mV)） 

Lo ﾚﾝｼﾞ 読み値の±（0.1%+10digit(20mV)） 

  

電流計 ５桁デジタルメータ 

 

最大表示 
Hi ﾚﾝｼﾞ ±440.00A 

Lo ﾚﾝｼﾞ ±44.000A 

計測分解能 
Hi ﾚﾝｼﾞ 20mA 

Lo ﾚﾝｼﾞ 2mA 

測定確度 

*16 

Hi ﾚﾝｼﾞ 読み値の±（0.2%+10digit(200mA)） 

Lo ﾚﾝｼﾞ 読み値の±（0.2%+20digit(40mA) 

  

電力計 ５桁デジタルメータ 

 

最

大

表

示 

電圧:Hi/電流:Hi ±110.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo ±30.000kW 

電圧:Lo/電流:Hi ±30.000kW 

電圧:Lo/電流:Lo ±3.0000W 

入力電力量（積算）【Ｗｈ】 力行時、回生時および力行・回生時に出力した入力電力量を表示させる 

出力電気量（積算）【Ａｈ】 力行時、回生時および力行・回生時に出力した積算電気量を表示させる 

出力電力量（積算）【Ｗｈ】 力行時、回生時および力行・回生時に出力した積算電力量を表示させる 

日付日時 

RTC を内蔵し年月日時分秒をリアルタイムに表示 

※アラーム発生時のタイムスタンプとして使用 

時刻誤差：±5.2 秒/日 

 
*16：周囲温度 23℃±5℃にて単体動作時 
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出力制限機能 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

上限電圧制限設定範囲 

Upper Voltage Limit 

HI ﾚﾝｼﾞ +7.50V － +787.50V 

LO ﾚﾝｼﾞ +0.750V － +78.750V 

下限電圧制限設定範囲 

Lower Voltage Limit 

HI ﾚﾝｼﾞ 0.00V － +780.00V 

LO ﾚﾝｼﾞ 0.000V － +78.000V 

供給電流制限設定範囲 

Source Current Limit 

HI ﾚﾝｼﾞ +4.00A － +420.00A 

LO ﾚﾝｼﾞ +0.400A － +42.000A 

吸収電流制限設定範囲 

Sink Current Limit 

HI ﾚﾝｼﾞ -420.00A － -4.00A 

LO ﾚﾝｼﾞ -42.000A － -0.400A 

供給電力制限設定範囲 

Source Power Limit 

電圧:Hi/電流:Hi +1.00kW － +105.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo +0.300kW － +31.500kW 

電圧:Lo/電流:Hi +0.300kW － +31.500kW 

電圧:Lo/電流:Lo +0.0300kW － +3.1500W 

吸収電力制限設定範囲 

Sink Power Limit 

電圧:Hi/電流:Hi -105.00kW － -1.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo -31.500kW － -0.300kW 

電圧:Lo/電流:Hi -31.500kW － -0.300kW 

電圧:Lo/電流:Lo -3.1500kW － -0.0300W 
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出力保護機能 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

過電圧設定範囲 

Over Voltage Protection 

HI ﾚﾝｼﾞ +7.50V － +825.00V 

LO ﾚﾝｼﾞ +7.500V － +82.500V 

供給過電流設定範囲 

Source Over Current 

Protection 

HI ﾚﾝｼﾞ +4.00A － +440.00A 

LO ﾚﾝｼﾞ +0.400A － +44.000A 

吸収過電流設定範囲 

Sink Over Current 

Protection 

HI ﾚﾝｼﾞ -440.00A － -4.00A 

LO ﾚﾝｼﾞ -44.000A － -0.400A 

供給過電力設定範囲 

Source Over Power 

Protection 

電圧:Hi/電流:Hi +1.00kW － +110.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo +0.30kW － +33.00kW 

電圧:Lo/電流:Hi +0.30kW － +33.00kW 

電圧:Lo/電流:Lo +0.0300kW － +3.3000kW 

吸収過電力設定範囲 

Sink Over Power  

Protection 

電圧:Hi/電流:Hi -110.00kW － -1.00kW 

電圧:Hi/電流:Lo -33.00kW － -0.30kW 

電圧:Lo/電流:Hi -33.00kW － -0.30kW 

電圧:Lo/電流:Lo -3.3000kW － -0.0300kW 

 

パターン運転・プログラム運転機能 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

パターン運転動作モード CV/CC/CP モード 

データ登録件数 

パターン運転 5 行 

プログラム運転*17 
20000 行 

(「1000 行を 20 件」 － 「20000 行を 1 件」) 

制御時間 
設定範囲*20 ０．００１ － ９９９９．９９９秒 

精度*21 設定時間-0.5%以内 

繰り返し回数 
0、１ － 65535 回 

(0：繰り返し回数による停止なし) 

*17： オプション LinkAnyArts-SC2 によって登録が可能 

*20： オプション LinkAnyArts-SC2 にて設定時の設定下限、分解能は 0.1 秒となる。 

*21： オプション LinkAnyArts-SC2 の EXTERNAL 設定時間精度はＷｉｎｄｏｗｓ、パソコンスペックにより±30ms のバラつきが発生する。 
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マスター・ブースター直並列運転 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

 拡張性 

最大直列台数 2 台 

最大並列台数 20 台（2 直列時は 10 台） 

 最大定格出力電圧 ＋1500V 

 最大定格出力電流 ±8000A（20 並列時、直列なし） 

 最大定格出力電力 ±2000kW 

 

その他機能 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

可変スルーレート機能 出力電圧、出力電流の上昇率、下降率をそれぞれ独立して設定可能。 

 

定電圧スルーレ

ート設定範囲 

Hi ﾚﾝｼﾞ 1.5V/ms － 75.0V/ms 

Lo ﾚﾝｼﾞ 0.15V/ms － 7.50V/ms 

定電流スルーレ

ート設定範囲 

Hi ﾚﾝｼﾞ 0.4A/ms － 400.0A/ms 

Lo ﾚﾝｼﾞ 0.04A/ms － 40.00A/ms 

内部抵抗可変 
設定範囲 0 － 0.6250Ω 

分解能 0.0001Ω 

キーロック機能 前面パネルのキー操作をロックする。 

外部インターフェース LAN、USB（TYPE-A）、CAN(オプション) 

出力 ON/OFF モード設定 入力電源ブレーカを ON するだけで出力できるように設定可能。 

ファンステータス機能 
ファンの回転数低下を検知し操作画面上にステータスを表示すことで 

メンテナンス時期通知する。 

ファンコントロール機能 本機の出力電流又は出力電力に応じてファン回転数制御を行う。 

ＭＰＰＴ機能 ＰＶパワコン模擬のＭＰＰＴ制御を行うことでＰＶの評価が可能。 

リモートセンシング 負荷までの導線による電圧降下を片道 5V まで補償可能。 
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外部コントロール 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

出力電圧 

コントロール 
外部電圧（絶縁） DC0 － 10V／ DC0 － 5V 選択可能 

出力電流 

コントロール 
外部電圧（絶縁） DC(-10V)－(10V)／DC(-5V)－(5V)選択可能 

出力 ON/OFF コントロール 絶縁 外部接点またはフォトカプラにより可能 

外部トリップ 絶縁 
外部接点またはフォトカプラにより出力を緊急停止させることが可能 

(a 接点かｂ接点を選択することが可能) 

運転準備 絶縁 外部接点またはフォトカプラにより出力を運転準備入状態とすることが可能 

非常停止 絶縁 

外部接点またはフォトカプラにより出力を緊急停止させることが可能 

(b 接点のみで極性切換なしのため、外部トリップより、安全性を高める 

用途にご使用ください。) 

ステータス出力・外部出力

ON/OFF 
絶縁 

5 点の汎用ポートを用意。フォトカプラで絶縁されたオープン 

コレクタおよびリレーにて出力させる。 

OVP_ALM、OCP_ALM、OPP_ALM、OHP_ALM、EXT_TRIP(前面 EMG)、ALM_OUT、

OUT_ON/OFF_STS、AUX_PS_GOOD、CV_STS、CC_STS、CP_STS、UVL_STS、 

LVL_STS、SOCL、SICL、SOＰＬ、SIＰＬ、USER1、USER2、FAN_STS、EMG_IN、 

READY、LAN _STS の２３種の信号を 5 点の汎用ポートに割り当てることが可能。 

 

絶縁・耐圧 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

絶 縁 
DC1000V メガーにて、20ＭΩ以上 

1 次―2 次、１次―FG、2 次－FG 

耐 圧 

1 次－2 次 AC3.0kV 1 分間 

1 次－FG  AC1.5kV 1 分間 

2 次-FG DC3.0kV 1 分間 

対接地電圧 
ピーク電圧にて±1650V 以内 

出力－接地間 

漏洩電流 20mArms 以下 

 

冷却 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

冷却方式 ファンモータによる強制空冷(ファンコントロール機能付き) 
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動作環境 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

周囲温度 
動作 0℃ － 40℃ 

保存 0℃ － 60℃ 

湿度 
動作 20％ － 85％（結露なきこと） 

保存 20％ － 85％（結露なきこと） 

環境条件 屋内使用、設置カテゴリⅡ 

高度(標高) 海抜 1000ｍ以下で動作 

その他 凍結、結露、腐食性ガスのないこと 

 

寸法・質量 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

外形寸法（ｍｍ）*18 W：750mm H：1755mm D：956 mm 

質量 600kg 以下 

 

配線端子仕様 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

入力端子 端子台（M10 ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ） 

出力端子 銅ﾊﾞｰ（M12 ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ) 

安全アース 銅ﾊﾞｰ(M10 ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ) 

 
*18：突起物含まず
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オプション 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

シグナルタワー 
装置上面に外付けでシグナルタワーを増設することで、遠くからでも装置の状態を分かり易く

することができます。 

出力モニタ（絶縁） 
RZ-X-100K に電圧、電流モニタ機能を増設できます。 

モニタ電圧のフルスケールはモニタ０-10V、±１０V、４ｍＡ-２０ｍＡ等選択可能です。 

エマージェンシーボックス 
遠隔操作にて装置を非常停止がさせることができます。 

延長するケーブル長さはお問い合わせください。 

CAN インターフェース 

(Controller Area Network) 
外部コントロールインターフェースとしてＣＡＮを増設することができます。 

LinkAnyArts-BT 
LinkAnyArts-BT をインストールしたパソコンをＬＡＮ接続することにより、本機を模擬 

バッテリーとして動作させることができます。 

LinkAnyArts-SC2 
LinkAnyArts-SC２をインストールしたパソコンをＬＡＮ接続することにより、時間に 

よる電圧・電流ステップ・スイープ変化が可能です。 

ＰＫＧコーティング 

（防湿処理） 
塩害・湿度が高い・粉塵が多い環境での耐環境性能をアップさせることが可能です。 

入力ケーブル 
５ｍ、１０ｍ、２０ｍの入力ケーブルを標準用意。 

それ以外でも、希望の長さに合わせて入力ケーブルを用意しています。 

出力ケーブル 
５ｍ、１０ｍ、２０ｍの出力ケーブルを標準用意。 

それ以外でも、希望の長さに合わせて入力ケーブルを用意しています。 

直並列ケーブル 
１ｍ、３ｍ、５ｍの直並列ケーブルを標準用意。 

それ以外の長さはお問い合わせください。 

直並列モジュール 直並列ケーブルを使用する際に RZ-X-100K 前面コネクタパネルに取り付けて使用します。 

 

直並列用通信仕様 

仕様・形名 RZ-X-100K-H 

直並列モジュール SFP 光トランシーバー、Duplex-LC(2 芯 LC) 

レーザクラス分類 クラス１ 

光信号 850nm VSE 

光送信電力（平均値） -9.5～-3dBm 

光受信電力（平均値） -17～0dBm 

適用ファイバ 50/125um マルチモード光ファイバ 
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外形寸法図 
 

 ＲＺ－Ｘ－１００Ｋ－Ｈ 

 

  



付 録 

307 

 

付録  

付録① 負荷電流 対 推奨導体面積 
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